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			社畜勇者、仕事辞めるってよ②

			岸本和葉

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン　小久江厚（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			畑仕事が上手くなる魔王

			引っ越す魔王

			拒否する魔王

			認められる勇者

			期待に応える勇者

			バレてた勇者

			こき使う勇者

			頼まれる勇者

			怪しげな隊長

			不利な勇者

			提案する勇者

			壮絶な勇者

			帰還する魔王

			触られる勇者

			訪ねる副隊長

			衝撃を受ける勇者

			襲われる勇者

			見つかる勇者

			豪快な副隊長

			分かち合う勇者

			港へ戻る勇者

			明かす勇者

			協力する魔と人

			命を燃やす獣王

			剣の副隊長

			不自由な勇者

			怒る騎士王

			決意の勇者

			思惑渦巻く魔王城

		

	
		
			　

			畑仕事が上手くなる魔王

			　

			「魔王様はまだ戻らぬのか！」

			　魔王城という名の魔族の根城に、初老の男の怒声が響く。

			　男は魔王が座っていた玉座を睨みつけ、怒りの形相で地団駄を踏んだ。

			　彼の名前はギダラ。

			　魔王の側近にして、何代もの王を支えてきた男である。

			「まあまあ、ギダラ様。魔王様も年頃の女性ですし……」

			「だからといってわがままを言う歳ではないだろうが！　それもこんな時期に！」

			　ギダラを宥めに来た他の家臣たちを、彼自身が一喝する。

			　魔王が突然家出をしてから、早一カ月。

			　その間、ギダラにとって頭を抱えるような出来事が起きすぎた。

			「人間側に妙な動きがあるというのに……指揮する者がいなくてどうするのだ。馬鹿者め……」

			　

			　ギダラは立派に蓄えた髭(ひげ)をさすりながら、独り言のようにつぶやく。

			「人間側の動きですか……？」

			「うむ。魔族と人間、どちらかが滅ばない限り、戦いは終わらぬのかもしれないな」

			　天井を仰ぎ、ギダラは家臣を連れ王の部屋を後にする。

			　

			「何としても、魔王が不在などと人間たちに知られてはならぬ」

			「分かっておりますが……勇者への対応はいかがすれば」

			「魔王様との闘いで消耗しているはずだ。当分は襲撃してこないことを願うしかあるまい」

			　王の部屋の扉が閉まる。

			　勇者たちの襲撃によって所々壊れている廊下に、ギダラと家臣の足音が響きだした。

			（せめて心臓を持っていけばいいものを……魔王城の維持のために余計な気を使いおってからに）

			　

			　ギダラは廊下の壁を叩き、深いため息をついた。

			　魔王城はただの建造物ではなく、歴代の魔王によって構造や外見を変える。

			　それを可能としているのが、魔王の心臓と呼ばれる究極の魔石だ。

			　心臓は魔王城のコアとなり、城壁や内装の自動修復を行う。

			　コアがどこにあっても、壊れていない限りは魔王城は保たれるはずなのだが――。

			（最悪の場合……他の者に心臓を譲るつもりじゃな。馬鹿娘め）

			　心臓を譲る。

			　それはつまり次の代の魔王に全権を委ねるということだ。

			　

			「させぬ……させぬぞぉぉぉ――ごほっがほっ！」

			「ぎ、ギダラ様！　落ち着いてください！」

			　叫ぼうとしてむせてしまったギダラに、家臣が駆け寄る。

			　ギダラが落ち着きを取り戻すのは、数分後のことであった。

			「……もう良い」

			「え？」

			「このままでは埒が明かぬ！　魔王親衛隊を派遣し、魔王様を探し出せ！　最悪力ずくでも構わん。今の魔王様であれば、親衛隊でも打倒出来るはずだ……」

			「よ、よろしいのですか!?」

			「今の我々には魔王イスベルという存在が必要なのだ。人間どもも慌ただしく動いているようだし、我々も動くとしたら今しかない。なんとしても探し出せ！」

			「は、はい！」

			　ギダラの命令を受け、家臣が廊下を駆けていく。

			　残ったギダラは、憤慨した様子で拳を握りしめ、羽織っていたマントを翻した。

			「イスベル……お主はすでに魔族の命を背負っておるのだ……もうわがままを許すことは出来ぬ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――くしゅん！」
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			「どうした？　魔王でも風邪をひくのか？」

			「そんなことはない！　私は生まれてこのかた病に侵されたことはないからな！」

			「……」

			　馬鹿だから気づかないとかそんなことはないよな？

			「それよりアデル、ここを耕(たがや)せばいいんだったな」

			「ああ。これからはお前の畑だからな」

			「そうだったな！　よし！」

			　イスベルが鍬を振りかぶり、土に叩きつける。

			　その瞬間、爆音とともに土が舞い上がり、辺りに砂埃が立ち込めだした。

			　砂埃が晴れると、大きなクレーターの中心に立ち竦(すく)むイスベルの姿が見えてくる。

			　

			「……力加減は覚えたはずじゃなかったか？」

			「久しぶりすぎただけだ。次はちゃんと出来る」

			　無表情になったイスベルは、それから自力で土を戻し、ゆっくりと鍬を振り下ろし始める。

			　正直に言わせてもらえば、慎重すぎて極めて効率が悪い。

			　俺はため息をついて、イスベルの下へ近づいていく。

			「イスベル、手伝うぞ」

			「う、うむ……すまない」

			　俺は手に持ったエクスダークを振りかぶり、イスベルがいる場所とはまた別の場所に振り下ろそうとする。

			『待て主！』

			「？　なんだ？」

			『我を何に使うつもりなのじゃ!?』

			「何って……これからお前を使って畑を耕(たがや)すんだよ」

			『え？』

			　エクスダークの反応を待たずに、俺は土に向かって振り下ろす。

			　多少魔力を込めたことで、小さな斬撃が飛んだ。

			　それが地面をえぐっていき、ほどほどに土を柔らかくする。

			　思った通り、効率が良さそうだ。

			『……数百年とこの世に存在してきたが、畑仕事に使われた経験は初めてじゃ』

			「まあ、伝説級の剣をこんな使い方することはないだろうしな」

			『当たり前じゃ！　こんな使われ方は屈辱すぎて……屈辱すぎて……！』

			「屈辱すぎて？」

			『大変興奮する』

			「……」

			　俺は無言でエクスダークを振る。

			　数列にかけて振り下ろすことで、瞬く間に広い畑を耕(たがや)すことが出来た。

			　振るたびにエクスダークが変な声を出すのは無視し、俺はイスベルの方を振り返る。

			「……ふっ！　……ふっ！」

			　イスベルは黙々と鍬を使って畑を耕(たがや)していた。

			　かなりスローペースではあるものの、確実に耕(たがや)すことが出来ている。

			　これだけのことに、妙に俺が喜んでしまうことはおかしいことだろうか？

			「おーい、主ら！」

			「ん、アドラーか」

			　ふと気がつけば、この村の長であるアドラーが近づいてきていた。

			　アドラーは悪くなってきたと噂の腰をさすりながら、後方を指差す。

			「イスベルの家が完成したぞい。確認は主らに任せる。儂(わし)は腰がもうしんどいから寝る」

			「うむ！　感謝するぞ！」

			「おうおう。不備があったら言うんじゃぞ」

			　そう言い残し、アドラーは自分の家の方へ帰っていく。

			　俺はそれを見送り、土埃を払ってエクスダークを納めた。

			「確認に行くか」

			「うむ！　新しい魔王城だな！」

			「それは違う」

			　畑仕事を切り上げ、俺たちはイスベルの新居へと向かうことにした。

		

	
		
			　

			引っ越す魔王

			　

			　イスベルの家は、俺の家からそう遠くない場所に建っていた。

			　周りに家が多くないため、お隣さんと言っても過言ではない。

			　

			「おー！」

			　目を輝かせ家の中へと飛び込んでいくイスベルを見送り、俺は改めて家の全体像を見る。

			　一人暮らしには十分な平屋で、作りも頑丈だ。

			　俺やイスベルが剣を一振りしても、壊れないかもしれない。

			　これをアドラーは一瞬にして作り上げてしまう。

			　常々何者なのか気になる老人だ。

			「アデル！　すごいぞ！　新築だ！」

			　だろうな。

			「お前も来い！　一緒に見るぞ！」

			「俺も見てどうするんだよ……まあいいか」

			　

			　楽しげなイスベルの表情に水を差す意味もない。

			　俺は身体や靴裏についた土埃を出来るだけ払い、中へと足を踏み入れた。

			　

			　中の構造も、基本的には俺の家と変わらないようだ。

			　リビング、寝室、台所、トイレ、外に備え付けられた風呂。

			　これだけあれば生活には困らないといった具合である。

			　あえて自分の家と違うものをあげるとすれば、新築の匂いが強いところか。

			　なんだかんだ言って、俺もこの村に住み始めてそれなりの時間が経過しているため、そういう匂いは薄れてきてしまっている。

			「ベッドだ！　ベッドがあるぞ！」

			「俺の家にもあっただろうに……」

			　ベッドの上で飛び跳ねるイスベルを見て、苦笑いが溢れる。

			　イスベルが俺の家に住むにあたって、アドラーにはもう一つベッドをこしらえてもらった。

			　だから、同じベッドで寝るという事態は避けられていたのである。

			　とはいえ、イスベルはすこぶる寝相が悪く、床に落ちていたり俺のベッドに潜り込んでいたりして意味がなかったりもしたのだが……。

			　まあ、何が言いたいかというと、俺の家にあるもう一つのベッドをどうするかという話なのだが――。

			　これも今するべき話ではないか。

			「でもそうか……これでアデルとは別の家に住むことになるのだな」

			「そうだな。本来自分の家が持てるまでの約束だし」

			「す、少しは寂しいとか……思うか？」

			　

			　いや、そこまでは思わないけど――。

			　そう口に出しそうになり、止める。

			　別に遠く離れてしまうわけでもないし、用があれば一分とかからず会えるのだから、特に支障はない。

			　しかし、こういうものは気持ちの問題だ。

			　自分は特に何も感じなくとも、イスベルは少なからず思うところがあるんだろう。

			　こうして勇者と魔王としてではなく、アデルとイスベルとして会話するようになって日は浅いけれど、それくらいのことは分かるようになったつもりだ。

			　

			「まあ、多少は……思ってるのかもしれない。けどこの距離だからな。何かあったらすぐに俺の家に来ればいいさ」

			「う、うむ……いいのか？」

			「当たり前だ。飯も、お前の分くらいは作るから、食べにくればいいから」

			　そう口にすると、イスベルは途端に顔を明るくさせ、嬉しそうに何度も頷く。

			　

			「うん……！　うんっ！　行かせてもらおう！　貴様の飯は美味いからな！」

			「そりゃどうも」

			　俺は頬をかき、少し視線を逸らす。

			　面と向かって褒められるというのは、どうも照れるのだ。

			　そしてイスベルの場合、お世辞って言葉が一切含まれていないことが明らかなせいで、なおさら真っ直ぐ心に響く。

			　

			　そんな時だ、ドアが開け放たれた音で、俺たちの声は遮られた。

			　

			「アデル！」

			「うおっ、ディアンじゃないか……どうした？」

			　入ってきたのはいつも村の入り口を守っている男、ディアンであった。

			　かなり慌てた様子のディアンは、家の中に入ってきた途端辺りを見渡し、眉根を寄せる。

			　

			「ここにもいないか……そりゃそうだよな」

			「ど、どうしたんだよ」

			「それが――」

			　

			　

			　

			「娘がいなくなった？」

			「ああ……さっき妻から聞いてな、家にいたはずなのに姿が見えなくなったらしい。黙っていなくなるような子じゃねぇから、もしかして攫われたんじゃないかって」

			「攫われたって……この村にそんなことするやついるか？」

			「んなわけあるかよ！　外部のやつだよ……村の存在に気づいて悪さをしてやがるやつがいるはずだ。現に別の家の子供たちも、姿が見えないらしい」

			「それを早く言えって！」

			　問題発生どころではない。大問題発生だ。

			　俺は座っていた椅子から立ち上がり、念のためエクスダークを鷲(わし)掴(づか)む。

			　

			「イスベル、行くぞ」

			「うむ！」

			　イスベルもうなずき、席を立つ。

			「て、手伝ってくれんのか？」

			「当たり前だ」

			　人を探すなら人手は多いほうがいいに決まっているし、外部の何者かの仕業であれば戦力だって必要になるだろう。

			　この村で長く暮らしていくつもりなのだから、手を貸さない理由がない。

			「私はアデルが手を貸すことに手を貸すのだがな！」

			　余計なこと言わんでいいのに。

			「―――十分だ。恩に着る！」

			　ディアンが俺たちに向けて深く頭を下げる。

			　さっさと解決して、村の連中を安心させてやらないとな。

			　俺たちは三人で、まず村の方へと駆け出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ほーら、良い子たち。一列に並んでねー、そうそう！　偉いねー」

			　

			　アデルたちが隠居している村から少し離れた森の中に、十名ほどの子供たちが並んでいた。

			　どれも村の子であるのだが、どことなく目の焦点が合っておらず、まるで意識のみを失っているようである。

			「魔王親衛隊の隊長であるファントム様ともあろうお方が、何をなさっているのですか？」

			「んー？　見て分からないかな、イレーラくん。愛でているのだよ、可愛い子供たちを！」

			　ファントムと呼ばれた男は、子供の頭を撫でながら声高々に叫ぶ。

			　それに対し、イレーラと呼ばれた女は大きなため息をついた。

			「はぁ……私たちは魔王様を探しに来たのですよ。子供たちと戯れている場合ですか？」

			「いやぁ、ついね。だって、村も何もないと思ってたところで魔術を使ってみたら、これだけの子供が集まったんだよ？　上機嫌にもなるさ！」

			「……そうですね。確かにこの者たちはどこから来たのでしょうか」

			「十中八九、辺りに村でも隠されてるんだろうねぇ。地図にも乗らないほど小さくて、誰にも伝えられてない場所がね」

			　薄く笑みを浮かべたファントムの手が、怪しく光りだす。

			　その手をゆっくりと子供の頭へと伸ばし、添えた。

			「子供たちは純粋だ。幻惑に飲み込まれやすく、誘うのだって簡単。さあ、見せてごらん？　君たちのすべてを」

			　子供の頭から、白く輝く何かがファントムの手を伝っていく。

			　その光がファントムの頭に届くたびに、彼は数度頷いた。

			「なるほどなるほど……君はアリスって言うのか。お父さんはディアン、お母さんは……ふむふむ、美人さんだねぇ。この静かな村が君の住んでいるところかい？　なるほどぉ、巧妙に隠れているねぇ」

			「何か分かりましたか？」

			「うん！　村の場所が分かったよ。一人目で当たりだね」

			「そうですか。では、向かいましょう」

			「まあまあ、そう焦らないで」

			　ファントムはイレーラを連れ、村の方へと歩き出す。

			　直立不動で動かない、十人の子供を残して。

		

	
		
			　

			拒否する魔王

			　

			「何だ……この空気」

			　村のほうへとたどり着いた俺は、まずこの村の異様な空気に気づいた。

			　まるで空気中に甘ったるい砂糖の香りをぶちまけたかのような、くどすぎるが故の不快感。

			「どうしたんだよ、アデル。変な顔してるぞ？」

			「ディアン、お前これに気づかないのか？」

			「気づかないって……別におかしなところはないと思うんだが」

			　なるほど、ディアンは感じてない。

			　少し村人の様子にも目を向けてみれば、慌ただしくはしているものの、この空気に気づいている者はいないようだ。

			「イスベル、お前は？」

			「少し妙だな……と思うくらいには。生憎、貴様よりは感知能力が低くてな」

			「いや、十分だ」

			　おそらく、この甘い香りは人の意識に干渉して、特定の場所に誘う魔術だ。

			　魔物の中には図体が大きすぎて自力で動けないため、こういった香りなどを分泌して獲物を誘い込むものがいる。

			　つまりは、何者かが、目的を持って、この村に魔術の込められた空気を流しているのだ。

			　村まで降りてこなければ分からなかったことから考えると、高い位置までは香りが来ていないらしい。

			「村の大人でいなくなった人は？」

			「い、今のところいねぇと思うけど……」

			「なら、子供にしか効果のないタイプの魔術だな。多分魔力をたどっていけば、発生源にたどり着けるはずだ」

			「その先に子供たちがいるってのか!?」

			「あくまで予想でしかないけど……な」

			　子供だけを狙うとは、相当性格が悪い。

			　人である可能性もあれば魔物である可能性もあるが、どちらにせよかなり危険な状況だ。

			　早々に子供たちを助け出さなければ、取り返しのつかないことになってしまう。

			「俺はイスベルとともに、魔術の発生源をたどる。ディアン、お前は村の入り口を封鎖して、これ以上子供たちがどこかへ行かないようにしておいてくれ」

			「わ、分かったが……お前らだけで大丈夫か？」

			「問題ない。すぐに戻るさ」

			　俺は一言イスベルに声をかけて、全力で走り出す。

			　妙に嫌な予感がした。

			　早めに対処しなければ、何かが終わってしまうような――そんな感覚だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「っ！　アデル、私にも分かるようになったぞ」

			「ああ、近いな」

			　森の中へと入っていくと、分かりやすく香りが濃くなっていた。

			　この先に、主犯がいる。

			「……アデル」

			「ん、どうした？」

			　並走していたイスベルの表情が、いつの間にか曇っていた。

			　何かを言おうかどうしようか迷っている、そんな顔だ。

			「……何か心当たりがあるのか？」

			「っ……」

			　少し驚いたあと、イスベルは一つうなずく。

			　そして、心底話しにくそうに口を開いた。

			「この魔力の感じ……私は少し心当たりがある」

			「――魔族か？」

			「うむ。私の部下に、こういった魔術を得意とする男がいるのだ」

			　話しているうちに、俺たちはもっとも香りの強い場所に近づきつつあった。

			　目の前の茂みの向こう側、おそらくそこが発生源だろう。

			「その男の名は――」

			　俺たちは茂みを飛び越え、向こうの地面に着地する。

			　それと同時に、聞き慣れぬ男の声の、驚きと歓喜の入り混じった叫びが鼓膜を揺らした。

			「おやおやおやおや!?　これはこれは、魔王様ではないですかぁ！　こんなところでお会い出来るなんて……本日は大変良き日ですね！」

			「……魔王親衛隊、一番隊隊長――――ファントム・ロード」

			　男は派手なマントを華麗に翻すと、横に控えていた女性とともに歩み寄ろうとしてくる。

			　ファントム・ロード……魔王城へ乗り込んだときに一度だけ戦ったことがあったはずだ。

			　そのときは仮面をつけていたため顔までは覚えていないものの、この魔力は覚えがある。

			「いやはや、海を渡りこんな辺境の地まで来たかいがありましたよ。魔王城は現在てんてこ舞いでしてねぇ。早いところ戻ってきてほしいのですが……」

			「っ！　それは出来ない！　私はもう魔王などうんざりなのだ……何だったら、新しい魔王でも選べばいいだろう！」

			「それは出来ません。あなたが魔王の心臓の持ち主である限り、簡単には引き継げないのですから。責任があるのですよ。魔族たちを導かなければならないという責任が、あなたにはあるのです。魔王イスベル様」

			　ファントムは薄ら笑いを浮かべながら、そう口にする。

			　イスベルは言葉を聞くたびに表情を険しくし、今ではファントムを視線で殺す気なのかというほどに睨みつけていた。

			「さあ、戻りましょう。あなたにはまだたくさんの仕事が残っているのですから！」

			「戻って――たまるかッ！」

			　イスベルが腕を横に振る。

			　するとファントムと彼女を隔てるように、氷の壁が出現した。

			「私のこの生活を崩そうとするならば、私は貴様でも容赦しない！」

			「ふーむ……仕方ありませんね」

			　ファントムは肩を竦(すく)めながら、一度指を鳴らす。

			　すると、いつの間にか両手剣を構えていた横の女性が、前へと出てきた。

			「イレーラ……っ！」

			「魔王様、申し訳ありません。魔王親衛隊一番隊副隊長、イレーラ・フルート。貴方様を連れ戻すため、この剣を振らせていただきます」

			　イレーラと名乗った目の前の女性は、脇に構えた両手剣を横薙ぎに振るう。

			　俺はとっさにイスベルを抱え、後ろへ跳んだ。

			　その一拍後、氷の壁に一線の切れ込みが入り、砕け散る。

			　見れば、空中にイスベルの髪の毛が数本舞っていた。

			　あのまま立ち尽くしていれば、おそらくイスベルだろうと深手を負っていただろう。

			「す、すまぬ、アデル」

			「冷静になれ。ファントムを相手にお前が動揺しっぱなしじゃ、さすがに手に余る」

			　どこからともなく、拍手の音が聞こえてくる。

			　ファントムだ。

			　手応えがなかったことに驚くイレーラをよそに、ファントムは感嘆の声を上げた。

			「おお、ただの村人かと思いきや、良い身のこなしですねぇ。イレーラの斬撃をかわすとは……あなた、何者ですかぁ？」

			「話す必要はないな」

			　俺は魔族と戦う際、常に兜(かぶと)で顔を覆っていた。

			　だからファントム含め、イスベル以外の魔族は俺の顔を知らない。

			　下手に魔力を解放しなければ、気づかれることもないだろう。

			　ただ、解放せずに済むとは思えないが――。

			「イレーラ、下がっていなさい。魔王様とこの男を相手にするとしたら、君では少々荷が重そうですからねぇ」

			「……はい」

			　イレーラは両手剣を鞘(さや)に納め、後ろへ下がる。

			　俺とイスベルが身構えると同時に、ファントムの周りの景色が歪み始めた。

			　ファントムの戦闘態勢である。

			「魔王様と手合わせするのは初めてですねぇ。さて、一番隊隊長、ファントム・ロード――重い腰を上げさせていただきましょう」

		

	
		
			[image: p027.jpg]
		

	
		
			　

			認められる勇者

			　

			　俺の胸を、鋭利なナイフが貫いた。

			　自分の肉体に異物が入り込んでいる感覚が、どうにも吐き気を誘う。

			　しかし、こんなものすべて気のせいだ。

			　俺は吐き気を押し殺し、そのまま立ち上がる。

			「よく出来た魔術だな」

			「ほう、初見で幻術だと見抜きましたか」

			　次の瞬間、胸に刺さっていたナイフが跡形もなく消える。

			　やはり、質感まで再現するファントムの幻覚魔術は驚異的だ。

			　どういった魔術か理解がなければ、このナイフの幻術だけで戦闘不能にされていただろう。

			「面白い！　ではこれはどうです？」

			　ファントムの周りに、無数のナイフが現れた。

			　それらはすべて俺に向けられており、今にも飛び出さんとしている。

			「どこまであなたが動じずにいられるか、楽しみですねぇ」

			　ナイフが一斉に向かってくる。

			　これだけの量があっても、所詮は幻。

			　俺は当たることも気にせず、前進した。

			　しかし、妙な違和感を感じ取り、反射的にエクスダークを振る。

			　すると一度だけ、鳴るはずのない金属音が辺りに響いた。

			「……一つだけ本物を混ぜていたのか」

			「これすらも見破られましたか！　本当にあなた何者です？」

			「だから、ただの村人だって」

			　俺はエクスダークを構え、真っ直ぐファントムを見据える。

			　ずいぶんと器用なことを覚えたものだ。

			　幻覚の中に本物を混ぜ込み、高をくくって近づいてくる相手を串刺しにするつもりだったのだろう。

			　するはずのない風を切る音が聞こえたため、なんとか気づくことが出来た。

			「イスベル、悪いけど下がってろ。同士討ちさせられるほうが状況を悪くする」

			「分かってる……すまんが、しばらく頼むぞ」

			「ああ」

			　ファントムであれば、仲間の姿を自分自身の姿に誤認させることなど容易だ。

			　幻術使い相手には多対一よりも、一対一のほうが無難である。

			「実に厄介そうな人間ですねぇ、あなた。仕方ありません……戦闘不能程度で済ませようかとも思いましたが、やめです」

			　目つきが変わった。

			　ファントムの全身を濃度の高い魔力が循環していき、その肉体を、反応速度を引き上げていく。

			　完全に戦闘態勢に入ったようだ。

			「確実に殺してしまいましょう。あなたを生かしておくと面倒くさいことになりそうですからねぇ」

			「……お手柔らかに」

			「出来たらの話ですね！」

			　手を広げたファントムの魔力が、広範囲へ伝わっていく。

			　彼の支配下に置かれた木々がざわめきだし、木の枝を蔦のように伸ばし始めた。

			　葉はまるで刃のように、鋭く殺傷能力を持ち始める。

			　幻術の中でも極めて習得が難しいとされる、無機物に自分がどういった存在であったかを誤認させる魔術だ。

			　木の枝は自分が何者かを捕縛するための触手だと思い込み、葉は自分が何者かを傷つけるための刃だと思いこむ。

			　これの質が悪いところは、本当にそのままの効果を持っていることだ。

			「樹木は素直だから愛らしい。自然の一部として景色に溶け込んでいたのに、命令一つで人を殺傷する悪い子になるのですから」

			　ファントムの周りで葉が舞い、木々が躍る。

			　幻影の奏者、それがやつの二つ名だったことを思い出した。

			　確かに目の前の光景を見る限り、その名はふさわしい。

			「さあ、悪夢の幕開けです」

			　風の刃が四方八方から襲い来る。

			　一方向の対処では間に合わないと判断した俺は、エクスダークに魔力を巡らせ、切り上げるように振った。

			「飛剣・嵐！」

			　魔力の斬撃を、嵐の暴風のように辺りに撒き散らす。

			　斬撃の嵐に巻き込まれた葉はそのまま吹き飛び、地面に落ちた。

			　落ちた葉は効力を失ったのか、普通の葉に戻っている。

			　どうやら外部からの刺激を受ければ、効果が切れるようだ。

			「葉を退けたところで、お次が迫っていますよ」

			　再び剣を構え直す前に、木の枝がすぐ側に迫っていた。

			　俺は一番近い枝を転がって避け、追撃に来た後続の枝をエクスダークで切り払う。

			　同時に体を反転させ、残った枝も切り捨てた。

			「……これで終わりか？」

			「ふふっ」

			　ファントムが不敵な笑みを浮かべる。

			　次の瞬間、地面が割れ、真下から先の尖った無数の枝が飛び出して来た。

			「いくつか地面の下を走らせていたのですよ！　串刺しになりなさい！」

			「……」

			　完全に裏をかいた――と、ファントムは考えていることだろう。

			　しかし、俺にとっては予想通りであった。

			　予想通り飛び出してきた攻撃に対し、俺は軽くエクスダークを振るだけで対応する。

			「……完全に不意打ちだと思ったんですがねぇ」

			「足元から意識をそらすための前半の攻撃の殺意が薄かった。あと、地面を掘り進む時の振動が伝わってきたよ」

			「どれだけ微弱だと思っているんですかねぇ……化物ですかぁ？　あなた」

			　勇者時代に洗練した感覚というのは、中々鈍らないものだ。

			　空気を切る葉の刃の音、風の流れを阻害する木の枝、地面を掘り進む微弱な揺れ。

			　集中すれば、どれも感じ取るのは簡単だ。

			「ふぅ……ならば、もう少し範囲を広げて――」

			「――悪いけど」

			　俺は地面を蹴り、瞬きほどの一瞬のうちにファントムへと肉薄した。

			「帰ってもらおうか」

			　ファントムが反応する前に、俺のエクスダークは彼の首元に添えられていた。

			　言い方は悪いが、幻術使いは身体強化が得意ではない。

			　肉弾戦をするまでもなく、幻覚で相手を倒すことが出来るのだからと鍛えない者が多いせいである。

			　元勇者である俺の身体能力であれば、こうなることは分かりきっていた。

			「これ以上やっても変わらないと思うけど――」

			「――それはどうでしょうか？」

			　いつの間にか側にいたイレーラが、真っ直ぐ俺に向け剣を振り下ろしてきた。

			　とっさに後ろへ飛ぶことでかわすことに成功したが、ファントムとの距離を稼がれてしまう。

			「お許しください、ファントム様。ただ……」

			「いえ、今回ばかりは助かりました。彼を甘く見ていた私のミスですねぇ……そして、あなたは彼と戦いたいのでしょう？」

			「……はい。彼は達人です。ぜひ手合わせがしたく思います」

			「ふぅ。まあ、あなたのほうが相性は良さそうだ」

			「ありがとうございます」

			　イレーラという女、動きがあまりに綺麗すぎる。

			　風や地面、空気と同化しているような――それほどまで洗練された動き。

			　まさしく達人というやつだろう。

			　俺が殺意を向けられるまで気づけなかったのだ。

			「ならば、せっかくなので私はイスベル様にお相手していただきましょうか。イスベル様も暇を持て余しているでしょうしね」

			「……ッ！　上等だ！」

			　だめだ。

			　イスベルは魔力の扱いに長けているものの、感覚的な部分では俺に劣る。

			　つまり、幻術への耐性は薄いということ。

			　相性を考えるのであれば、俺がファントムの相手をすべきなのだが――。

			「改めまして……魔王親衛隊一番隊副隊長、イレーラ・フルート。ぜひともあなたにお相手していただきたく思います」

			　どうやら、この女が逃してはくれなさそうだ。

		

	
		
			　

			期待に応える勇者

			　

			「アデル、こっちは任せたぞ」

			「……大丈夫か？」

			「部下に負けるようでは魔王など任されてないわ」

			「――分かった」

			　イスベルは少しずつ俺から離れ、ファントムと睨み合う形になる。

			「場所を変えるぞ」

			「おやおや、大丈夫ですか？　お仲間と離れて」

			「貴様ごとき、今の私でも十分だ」

			「言ってくれますねぇ！　分かりました。あなたの甘さを思い知らせてあげましょう」

			　二人は息を吐くと同時に森の中へと駆けていく。

			　イスベルなら大丈夫だろう。

			　あれでも部下の存在を軽く見ていないし、どういった人柄かも理解しているはずだ。

			「心配そうな顔をしてますが、あなたも他人の心配をしている場合ですか？」

			「――ッ」

			　突如として真っ直ぐ振り下ろされた剣を、俺はエクスダークで受け流す。

			　イレーラは瞬時に剣を戻して、突きからなぎ払い、切り上げと連続で攻撃を繰り出してきた。

			　どれも反応することは出来る。

			　しかし、剣術という分野において、彼女は俺よりも優れていた。

			　今の俺は、エクスダークの性能に助けられているだけである。

			　これが通常の剣であれば、とっくの昔に折られてしまっていることだろう。

			「その剣、とても業物のようですね」

			「一応な……ッ！」

			　つばぜり合いから、お互い体を押しあって離れる。

			　剣術において、怪力や身のこなしは、あれば有利という程度のものでしかない。

			　もっとも重要なのは技術。

			　元々、この世界の剣術は、人間が魔族などの上位種に立ち向かうために生み出されたものだ。

			　優れた剣士は相手を間合いに入れてしまいさえすれば、負け知らずといっていいほどの性能を発揮する。

			「至近距離で私と戦い、ここまで生きていた者にはほとんど出会ったことがありませんでしたが……こうして出会ってみると少々気落ちしてしまいますね」

			「……気落ちすることはないだろう。この剣じゃなければとっくにやられていたし」

			「剣士がより優れた剣を扱うのは当然です。私はその剣も含め、あなたの実力と考えますので」

			　ファントムの部下とは思えないほどに真面目な女だ。

			　真っ直ぐ、己の技を鍛え続けてきたのだろう。

			　正面からの戦闘に関して、これほどまでに厄介な敵はそういない。

			『主、我は久しく昂ぶっておるぞ』

			「割といつも興奮してる気がするけどな」

			『それとはまた別の昂ぶりじゃ！　強い剣士と戦えるのは、剣としても冥利に尽きるというものなんじゃよ？』

			「そういうもんか……」

			　剣としての価値観はよく分からないが、エクスダーク自身のテンションが上がっているなら何よりだ。

			　やる気でいてくれるのは、俺としてもありがたい。

			「なら、サポート頼むぞ」

			『任せておけ！』

			　俺はエクスダークを構え、地を蹴る。

			　肉薄すると同時に、真っ直ぐ振り上げた剣をイレーラに叩きつけた。

			「甘い！」

			　剣ごと粉砕するつもりで叩きつけたエクスダークだったが、イレーラにあっさり受け流される。

			　こうも鮮やかに受け流されてしまうと、粉砕どころか刃こぼれさえ起こさせることが出来なかった。

			　しかし、これでいい。

			　受け流されたまま力を込め直し、イレーラが反撃に転じる前に地面に叩きつける。

			　轟(ごう)音(おん)とともに地面が吹き飛び、砂埃が宙を舞った。

			「なっ！」

			　正面からでは手強いのであれば、小細工をするまでだ。

			　何年も勇者として戦ってきて、俺が身につけた勝つ術である。

			「エクスダーク！」

			『分かっとる！』

			　エクスダークの刃が、少し潰れる。

			　この状態では物を切れなくなる代わりに、対象を殺さずに済む。

			　あとは砂埃に紛れ、イレーラに叩きつければ――。

			「――残念です」

			「ッ!?」

			　甲(かん)高(だか)い金属音とともに、エクスダークが宙を舞っていた。

			　持っていた手が少し痺れており、剣を弾かれたことを自覚する。

			「期待はずれもいいところですね」

			　砂埃から突き出ていたイレーラの剣がゆらめき、俺の頭が警鐘を鳴らす。

			　とっさに地面を蹴って後ろへ跳ぶが、次の瞬間、胸元に燃えるような熱さを感じた。

			「……驚いた」

			　体勢を立て直した俺は、胸元からこぼれ落ちる血を眺めた。

			　決して深くはないが、痛みとしてしっかりと認識出来るくらいには浅くもない。

			　魔王との戦い以外ではめったに傷を負わなかった俺の体に、こうも簡単に傷をつけるとはな。

			　俺自身が相当なまっているという部分もあるだろうけど……。

			「人の身でありながら、久しく感じていない戦いの熱を覚えられると思ったのですが……これでは時間の無駄だったようです」

			「言ってくれるな……まだ終わってないと思うんだが」

			「いえ、あなたの実力は図り知れました。これ以上やっても時間の無駄です」

			　イレーラの集中力、そして魔力が今までの比じゃないほどに高まっていく。

			　これほどの実力をまだ隠していたとは――勇者として少しショックだ。

			　というか、魔王城に攻め込んだときはなぜ会わなかったのだろうか。

			「……エクスダーク」

			　俺は宙に手をかざす。

			　すると、吹き飛んでいたエクスダークが弧を描いて俺の手に納まった。

			『次は離してくれるなよ、主』

			「ああ、もう二度と離さない」

			『おほー！　それはそれでろまんちっくな台詞じゃのう！』

			　今はエクスダークにツッコミを入れる余裕すらない。

			　この洗練された気配、下手すれば喉を掻っ切られるだろう。

			　死にはしないとは言え、当分は動けないことが確定する。

			　すると言わずもがな、イスベルを守ることなど出来やしない。

			「悪かった、あんたを見くびってたよ。俺も少し、本気を出す」

			　俺はエクスダークを、体で隠すように脇に構える。

			　殺す気でやらなければ、勝てる相手じゃない。

			　そんなの分かっていたはずなのに、俺は愚か者だ。

			「……少しは楽しめそうですね」

			　イレーラは腰を落とし、剣先を俺に向ける。

			　おそらくは突きの構え。

			　頑丈な俺の体でも貫かれてしまうことが、容易に想像出来る。

			「魔流剣術・突きの段――」

			「飛剣――」

			　地を蹴り、イレーラが真っ直ぐ突進してくる。

			　それに対し、俺は踏み込みと同時にエクスダークを振った。

			「――牙竜！」

			「――居合！」

			　力と力がぶつかり合い、辺りに衝撃波が走る。

			　周囲の木々が揺れ、葉が宙を舞った。

			　そして、刃の砕ける音がする。

			「……なるほど。期待はずれだったのは、私のほうだったか」

			　俺へと剣先が届く前に剣を砕かれたイレーラは、その場に膝から崩れ落ちる。

			　刃こぼれ一つしていないエクスダークを鞘(さや)に納めた俺は、彼女に背を向けた。

			「行かせてもらうぞ」

			「一つ、聞かせていただけないでしょうか」

			　その言葉に、俺は振り返った。

			　イレーラは真っ直ぐ俺の目を見つめ、問いてくる。
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			「あなたの……名は？」

			「――アデルだ」

			「アデル……ふっ、なるほど……どうりで勝てないわけです」

			　そう言い残し、イレーラは糸が切れたように倒れ込んだ。

			　どうやら気絶してしまったらしい。

			「……イスベルのところへ行くか」

			　俺はそっと彼女を木に寄りかからせるようにしてから、イスベルたちの方へと走り出した。

		

	
		
			　

			バレてた勇者

			　

			「さて、ここまで来れば彼らに邪魔されることもないでしょう」

			　アデルとイレーラの対(たい)峙(じ)している位置から少し離れた森の中。

			　イスベルはファントムを真剣な眼差しで睨みつけているが、彼のほうは意にも介していない様子で笑みを浮かべている。

			「そう怖い顔をされなくとも良いじゃないですか。私はあなたの部下ですよ？」

			「……もう部下ではない。今すぐ立ち去るというのであれば、見逃そう」

			「それは出来ません。私の任務はあなたを連れ戻すことですから」

			　その言葉を聞いたイスベルを中心に、辺りの温度が突然大きく下がる。

			　足元の雑草に霜が降りているのを見て、ファントムは感嘆の声を上げた。

			「ほう、魔王の心臓抜きでこれほどまでの冷気を生み出せるとは……やはり魔術の練度だけを見れば、歴代の魔王様を上回っているようですね」

			「もう一度だけ言う。立ち去れ」

			「……それは出来ないと――」

			　気づくと、イスベルの目の前からファントムが消えていた。

			　次の瞬間、彼女の喉にピタリと鋭い何かが押し当てられる。

			「――何度も言っているでしょう？」

			「……幻覚か」

			　イスベルの首には、ナイフが添えられていた。

			　刃が少し皮膚を切ったのか、一筋の血液が首をつたい、服の中へと消える。

			「ご名答。気づくのは遅かったですけどね」

			「幻覚と喋らせておいて、静かに近づいてくるとは姑息なやつめ」

			「これで私は勝ち上がってきたのですから、むしろ褒めていただきたいですね。何度もあなたの窮地を救った記憶もあるのですが、忘れてしまいました？」

			「生憎、もう覚えていない」

			　そう発言を返したイスベルに対し、ファントムは軽快に笑う。

			「あははっ、そうですか。まあいいでしょう。これからはもっとちゃんと覚えていていただかねばなりませんね。私としてはこのまま大人しくついてきていただけると助かるのですが……どうです、まだ抵抗しますか？」

			「当たり前だ。この程度で私の命を握ったと思うな」

			　イスベルが後ろを向くようにして、ファントムを睨みつける。

			　すると同時に、突きつけられていたナイフが破砕音とともに砕け散った。

			「なっ」

			「アイスボム！」

			　イスベルが手をかざすと、辺りに突然冷気が広がった。

			　ファントムは体を揺らめかせこの場を離脱するが、イスベルの周りはあっという間に凍土と化す。

			　足を動かすたびに雑草が砕け、地面からは冷気が立ち込めていた。

			「ふぅ、危ないですねぇ。危うく氷漬けでした」

			　ファントムは、イスベルから少し離れたところに姿を現した。

			　服装のあちこちが凍結してしまっているが、彼自身は無事なようである。

			「逃げ足だけは速いやつめ」

			　イスベルは、凍りついてもろくなってしまったナイフを足で砕ききる。

			「範囲攻撃はやはり厄介ですねぇ。私がどの位置にいても関係ない。それはそれで対策のしようはありますがね！」

			　ファントムは腕を大きく広げると、辺りに魔力を放出する。

			　その魔力を浴びた木々が、先程アデルを襲ったようにざわめき出し、枝を伸ばし始めた。

			「ウッドサーカス――さあ、公演開始です」

			　木々は枝を伸ばすだけでは飽き足らず、地面を盛り上げながら立ち上がっていく。

			　根っこを足のように動かしながら、周囲の木々は真っ直ぐイスベルへと向かっていった。

			「さあ魔王様！　どう切り抜けますか！」

			「――ふざけるのも大概にしろ」

			　木の化け物がイスベルに攻撃する直前、すべての木が動きを止めた。

			　いつの間にかすべてが凍りついており、ピクリとも動かない。

			　イスベルが腕を一振りすると、周りを囲んでいた木々は粉々になり一面に転がる。

			「いつまでこのような茶番を続ける気だ」

			「ふむ、茶番ですか？」

			「貴様の幻術はこんなものではない。いつまで遊んでいるのかと聞いている」

			「……ノリが悪いですねぇ、魔王様は」

			　ファントムはやれやれといった様子で肩を竦(すく)めると、両手を上げる。

			「参りました、降参です。これ以上戦闘を続行する気はありません」

			「……」

			　イスベルは腕を下げ、辺りの凍結を解く。

			　周囲の気温が上がり始めた頃、ファントムは静かに口を開いた。

			「――あなたを連れ戻せと言われたのは本当です。それが指令でした。しかし、本当のところは少し違います」

			「……」

			「最近、二番隊の動きがおかしいのです。一言で言えば、外部の勢力を取り込み始めている。それこそ、人間などを」

			「人間を？」

			　ファントムは一つうなずくと、言葉を続ける。

			「そのことから、我々は二番隊が戦力を集め、魔王城を乗っ取ろうとしているのではと危惧しましてねぇ。何かことが起きる前に、一度イスベル様には帰ってきていただきたかったのですよ」

			「……二番隊。確かに連中は貴様より胡散臭かったが」

			「手厳しいですねぇ！　ですが、その通りです。魔王城の現在の悩みは、連中が何をしでかすか分からないところにあります」

			　話を聞いたイスベルは、少し考え込んだ後、顔を上げて口を開く。

			「それで、私に戻って何をしろと」

			「魔王の心臓を持ち、我々とともに二番隊を取り締まっていただきたい。ギダラ様曰く、この問題さえなんとかしてくれるのであれば、正式に魔王を他の者に引き継がせる形で独立していいと言っています」

			「……」

			　イスベルは再びうつむき、唇を噛む。

			　そうして、しばらくの沈黙が訪れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「この辺りから魔力を感じるが……」

			　森の中を歩いていた俺は、二人の魔力を見つけそこへと向かっている最中だった。

			　近づくにつれ、二人が戦闘を行っていないことが分かったのだが……何をしているのだろうか。

			「――おや、人間の男……いや、勇者アデル。そこにいるのでしょう？」

			「っ！」

			　俺は一瞬体を跳ねさせ、ゆっくりと声の主、ファントムの下へ歩き出した。

			　木々に阻まれた視界が開けたと思えば、そこは小さな広場のような場所だ。

			　葉や枝が一面に散らばっており、少しだけ肌寒い。

			　イスベルの戦闘の跡だ。

			　戦ったという割には、二人が向かい合い話している姿が少し疑問ではあるが――。

			「気づいていたのか」

			「イレーラと戦っているときに感じた魔力の波動が、極めて勇者に近かったものですから」

			「幻術使いは感知能力も高い。覚えておくよ」

			　どうやら敵意はなさそうだ。

			　俺は少し警戒しながらも、イスベルへと近づいていく。

			「アデル……」

			「どうした？」

			　イスベルは少々難しい顔で、俺を見つめてきた。

			　この様子だと、何か話し合いでも持ちかけられたようだな。

			「私、一度魔王城へ戻ろうと思う」

			「……そうか」

			　驚いていないといっては嘘になるが、思いの外衝撃は受けなかった。

			　なんとなく、そんな気がしていたからか。

			「一応、理由を聞いてもいいか？」

			「魔王親衛隊の中に、怪しい動きをしている連中がいるんだそうだ。その連中の一件を解決すれば、私は晴れて解放されるらしい」

			「……なるほどな」

			　良い話ではある。

			　これさえこなせば、魔族のほうの因縁は断ち切れるわけだ。

			　ファントムの態度を見る限り、初めからこの話を持ち出すつもりだったみたいだな。

			「解放されれば、新しい魔王も決められる。さすれば、私はなんのしがらみもなくここで暮らしていけるはずだ……だから、一度戻る」

			「――分かった。お前の考えには反対しない。イスベルの家の畑の手入れくらいはしておくよ」

			「うむ、助かる」

			　そう言って、イスベルは少しさみしげに笑った。

			　不安もあるのだろう。

			　俺には、無理して笑っているように見えた。

			「……は？　勇者、何を言ってるのですか？」

			「へ？」

			「あなたも行くに決まってますよねぇ？　この状況はあなたが生み出したものでもあるのですから」

			　――へ？

		

	
		
			　

			こき使う勇者

			　

			「……あの話から、なぜ我々が畑に作物を植えているんですかねぇ」

			「キビキビ働け。こいつは今のうちに植えとかないと収穫が遅れるんだ」

			　ファントムは文句を言いながら、畑に作物の種を落としていく。

			　その横ではイレーラが黙々と作物を植えており、さらに奥でイスベルも畑作業を行っていた。

			「これから魔王城へ向かうなら、かなり期間が出来るだろ？　その間でも育つように、こうして急いで準備してるわけだ」

			「それをなぜ我々が手伝ってるのか聞きたいんですけどもねぇ！」

			「協力してほしければ、これが絶対条件だ！」

			　俺は動物用の柵を周りに作りながら、高々に叫ぶ。

			　

			　結局、俺たちは魔王城へ行くことを了承した。

			　あの後、ファントムの手によって集められていた子供たちは無事に村に戻り、趣味嗜好で奪われていた記憶もすっかり戻っている。

			　記憶を抜かれた子供たちを元に戻すには、ファントム自身に記憶を解き放たせる必要があるため、すぐに了承したのもその交渉を上手く進めるためのものであった。

			　俺は戦闘員として、魔王の護衛的な形を取るらしい。

			　しかし、ここから魔王城ではかなりの距離がある。

			　行って帰ってくれば二週間以上は家を空けることになるだろう。

			　現在は季節の変わり目であり、ここで植えるのを逃すと満足に育たない作物が手元にあったせいで、帰ってきたときに植えたのでは遅いと判断。

			　出発を明後日と考え、それまでにすべての畑作業を終わらせる予定なのだ。

			「しかし……あの魔王と勇者が畑仕事とは……」

			「文句あるか？」

			「いえ、何もありませんよ、イスベル様。ただ、世も末だなぁと」

			「末などではない！　これから始まるのだ！」

			　そう言って腰をかがめ、ひたすら種を植えていくイスベル。

			　――確かに、はたから見れば世も末だな。

			「中々にこの作業は精神集中の訓練にもなりますね。こうして勇者殿は強くなっていったのですか？」

			「いや、それはない。絶対にない。俺は普通に戦って実力をつけたよ」

			「そうですか……あなたの強さの秘密が分かったと思ったのですが……」

			　イレーラはなぜか落ち込みながらも、イスベルと並んで種を植えている。

			　彼女自身も事情は把(は)握(あく)していたようで、すぐさまこちらの要求を飲んでくれた。

			　四人で作業を進めていけば、おそらく明日中にはすべてが完了するだろう。

			　それにしても、この畑は勇者と魔王とその最高幹部たちの手で出来てるのか。

			　どの国が聞いてもたまげるだろうな。

			「ん、ファントム。そこ少し間隔が近い。これじゃ育つ過程で葉が当たるから、少し離してくれ」

			「……勇者、これ下手すれば戦うより大変じゃないかい？」

			「分かってくれたか。俺も始めてみて分かったよ」

			　この会話の後、ファントムは終始無言であった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「というわけで、シルバー。船を貸してくれ」

			「何がというわけだ、馬鹿者」

			　出発当日、俺は街へと行き、シルバー宅を訪れていた。

			　魔王城へ行くには、船が必要である。

			　しかし、今現在人と魔族は戦いの真っ只中なため、魔族のいる大陸へ行くための船がないのだ。

			　そこで、船くらい持ってそうなシルバーを訪ねたわけである。

			「何の事情があって魔族大陸へ行くかは分からんが、どうしても行きたければ転移の魔石を使えばよかろう。この前のクエスト報酬で、購入出来るだけの資金はあるはずだが？」

			「もう店には回ったよ。でも売り切れだったんだ」

			「……なに？」

			「どこもここ数日以内に買い占めがあったみたいで、一つたりとも残ってなかった」

			「ふむ……妙だな」

			　そう、魔王城へ行くための最短の手段として、転移の魔石を用いることは真っ先に考えた。

			　遠い距離を移動するならば、もっとも早く移動出来る手段であるし使わない手はない。

			「転移の魔石は下手すれば金貨数十枚で取引される……それを買い占めだと？」

			「気になって調べたけど、同一人物が買ってったみたいだ。それ以上の情報はさすがに店として教えてもらえなかったけど」

			「そうか……少し調べてみる必要があるみたいだな――む？」

			　そんな会話をしていると、部屋の扉がノックされる。

			　シルバーが入室の許可を出すと、扉が豪快に開かれ一人の女性が入ってきた。

			「よお、銀色の！　クエストの準備が整った――って、アルじゃないかい！　いつ来てたんだい？」

			「レオナ！　数週間ぶりか？　今日来たとこだよ」

			　入ってきたのは、Ａランククランのクランマスター、レオナだった。

			「静かに入ってこれないのか……王の部屋だというのに」

			「まあいいじゃないかい！　そういえばアル、あの子はどうしたの？」

			　レオナは周囲を見渡しながら言う。

			　そうするとシルバーも途端に辺りを気にし始め、視線を動かす。

			　すでにイスベルは、ファントムとイレーラとともに魔族大陸へと渡っているところだ。

			　二人が乗ってきた船があるらしく、それで向かっている。

			　ただ乗船しているのは三人だけということはなく、この大陸でイスベルを探していた他の一番隊隊員たちもいるということで、人間である俺が乗るわけにはいかなかった。

			　そこで、別口の船を探しているわけだ。

			「ベルなら今日はいない。ちょっと別件で」

			「そうだったか！　何よりだ！」

			「途端に機嫌を良くするなよ」

			　シルバーはあまりにもイスベルが苦手すぎないだろうか。

			　露骨にほっとしているところを見るに、よほどわだかまりがあるのだろう。

			「ならばちょうどいい。私たちの船がもうじき出る頃だから、共に乗ればよかろう」

			「え、いいのか？」

			「うむ。ただし、貴様にもクエストを手伝ってもらうぞ」

			　そう言いながら、シルバーはクエスト概要と書かれた羊皮紙を一枚取り出す。

			「今回、我々銀翼の騎士団とグリードタイガーは、共同で一つのクエストに臨むことになった。依頼内容は、海で目撃された巨大な影の調査だ」

			「巨大な影……危険なのか？　Ａランクのクランが協力し合うなんて」

			「港の魔術師たちが、桁外れの魔力を確認したらしい。おそらくは広範囲の海を縄張りとしている魔物だろう」

			　海の魔物か。

			　戦闘経験がないわけではないが、基本的に海上ではやり過ごすのが定石。

			　敵は海全域を行動範囲としているのに対し、船の上でしか動けない俺たちは圧倒的に不利だからだ。

			　水魔法を工夫すれば水の中での戦闘も可能にはなるが、魔術を併用し続けなければならないために効率が悪い。

			「そうか、戦闘になったら攻撃役と、船を守る防御役が必要になるんだな」

			「うむ。我々は騎士として盾で船を守り、グリードタイガーが攻撃を仕掛ける。そうして組まれた共同クエストだ」

			「なるほどな……それで、俺もこのクエストを手伝えばいいんだな？」

			「そういうことだ。クエスト完了後、貴様を魔族大陸の近くまでは送り届けよう。さすがに上陸は不可能だからな」

			　これは嬉しい話だ。

			　船に乗るにも金がかかるし、クエストに協力するだけで送り届けてもらえるならばとてもありがたい。

			「助かる。そういうことなら協力するよ」

			「へぇ！　アルも参加してくれるのかい！　これは楽勝の気配がするね」

			「それは行ってみなきゃ分からないぞ、レオナ……」

			　そうして会話していると、咳払いとともにシルバーが立ち上がる。

			　側に控えてあった剣を腰につけ、どうやら出発の準備を整え始めるようだ。

			「無駄話はこれくらいだ。出発は一時間後。遅刻すれば容赦なく置いていくぞ」

			「分かった。気をつける」

			　何がともあれ、これで足が確保出来た。

			　あとはクエストを達成し、上陸するだけである。

		

	
		
			　

			頼まれる勇者

			　

			「うへぇ……あたしちょっと船って苦手かも……」

			「中で休むか？」

			「中の方が大変だったよ。風に当たって空を眺めてたほうがよっぽどマシさ」

			「そうか、なら水でももらってくるよ」

			「すまないねぇ」

			　船の甲板の上で寝転ぶレオナは、どうやら船酔いをしているらしい。
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			　あれから準備も終わり、俺たちは大型船に乗り込んでいた。

			　そして出発して早々にレオナの体調が悪くなり、今に至る。

			「アル」

			「あ、シルバー」

			　水をもらおうと船内に入ろうとすると、その船内からシルバーが顔を出してきた。

			　どうやら何かを探しているようで、甲板を見渡すようにしている。

			「グリードタイガーのマスターを知らないか。もうじき会議をしたいのだが」

			「あー、もういい時間か」

			「うむ。そろそろ到着が近い」

			　影が目撃されたのは、港から三時間ほど船を進めた場所にある。

			　もうじき出発からその三時間が経過するのだが、このタイミングで影の本格的な捜索の前にミーティングをする予定だった。

			「レオナなら、その辺りで伸びてるよ。船酔いだってさ」

			「なに？　私と同じランクのクランマスターだと言うのに……情けない」

			「まあ、不得意なことくらいあるって。それで水を渡したいんだけど」

			「水ならそこの樽から汲んでいけ。近くに器も用意している」

			「助かった、ありがとう」

			「水を渡したら船内に引きずり戻せ。先に行って待っている」

			　そう言い残し、シルバーは船内へと戻っていった。

			　確かに、マスターがあれでは部下たちには示しがつかないよな。

			　しかしグリードタイガーの連中は、天を仰ぐレオナに近づいて行ってはその姿を笑い飛ばしたり、近くで彼女を巻き込む形で談笑している。

			　そこに立場の差はないように見えた。

			　対して銀翼の騎士団には、はっきりとした立場の差がある。

			　シルバーの周りを囲むクランメンバーたちは一様に従う姿勢を崩さず、余計な会話は挟まない。

			　指示待ち人間と言われればそれまでだが、この忠誠心は簡単に真似出来るものじゃないだろう。

			　実力で引っ張っていくレオナと、カリスマ性で引っ張っていくシルバー。

			　こうして見ると、かなりの違いがある。

			　まったく方向性の違う二つのクランが協力か……どういった戦況を生み出すのか、興味が湧いてきた。

			「レオナ、水を持ってきたぞ」

			「ああ、すまないね。いただくよ」

			　汲んできた水を手渡すと、レオナは体を起こしてそれを受け取る。

			　レオナが水を飲んでいる間、俺は妙な視線を感じて周りを見渡した。

			「「「……」」」

			　周りにいたのは、今までレオナと談笑していたグリードタイガーの連中だった。

			　彼らはじっと俺を見つめている。

			　少しだけ居心地が悪くなり、さっさとレオナに中に戻るよう伝えて立ち去ろうとした瞬間、一斉に連中が動き出した。

			「アルさん！　前回の活躍、お見逸れいたしやした！」

			「「「お見逸れいたしやしたー！」」」

			「……へ？」

			　一斉に頭を下げながら叫ぶ彼らの様子に、俺は呆気にとられてしまう。

			　これはいったい何なんだ。

			「あーあー、お前たち、アルが困ってるじゃないかい。もうやめときな」

			「でも姐さん！　強いやつには敬意を払うのがグリードタイガーの――」

			「掟(おきて)、その通りだよ。でも敬意の払い方があるってことだ」

			　レオナが周りをたしなめるように言うと、連中はようやく頭を上げた。

			　いまだに呆気にとられている俺に対し、立ち上がったレオナがバツの悪そうな顔で近づいてくる。

			「悪かったね。ウチの連中は一々激しい部分があるから」

			「そ、それはいいんだけど……いきなりどういうことだ？」

			「この前のクエストでのあんたの戦いを見てた連中が言いふらしてね。ウチは実力主義のクランだからさ、強いやつにはつい群がっちまうんだよ。ま、ただただ尊敬しているだけだから、極力気にしないでおくれよ」

			「ああ……」

			　こうしてレオナと会話している途中でも、好意的な視線を向けてくるグリードタイガーの連中。

			　決して不快というわけではないが、少々居心地が悪い。

			　勇者としてではなく、俺自身に向けられているというのがなおさら居心地の悪さを醸し出していた。

			　これは、照れているというやつだろうか。

			「き、気にはしていないから、先に用件を伝えるよ。シルバーが船内で待ってる。会議の時間だってさ」

			「もうそんな時間かい？　休んでる場合じゃなかったね。野郎ども！　周囲の見張りは任せたよ！」

			「「「あいガッテン！」」」

			　クランメンバーに指示を出しておき、レオナは船内へと入っていく。

			　俺も続こうと歩き出そうとしたのだが、そこに先程俺に頭を下げてきた連中が声をかけてきた。

			「アルさん、頼みがあります」

			「……頼み？」

			「姐さんのことです」

			　真剣な顔のクランメンバーに、俺は体の向きを変えて聞く姿勢を取った。

			「レオナのことで？」

			「ええ、かなり深刻な話です」

			「……」

			「実は――姐さん、獣人としてはもういい歳なんです」

			「――は？」

			　この連中は、真顔で何を言っているのだろうか。

			「もうそろそろ、俺たちなんかとつるんでないで身を固める時期だと思うんですよ。でも悲しきかな……姐さんが旦那として認めるのは、自分より強い男だけでして……」

			「いやいやいや、本当に何の話をしているんだ？」

			「姐さんの幸せについてですよ！」

			　確かにそれは重要なことだ。

			　疑問なのは、なぜ今、そしてなぜ俺に、ということなのだが――。

			「あんた、姐さんを一度負かしたんだろ!?　アルさんなら姐さんの旦那に相応しいと思うんだよ！」

			「……」

			「頼むよ！　姐さんと結婚を――」

			　そこまで口にしたところで、目の前の男の体が大きく吹き飛んだ。

			　どうやら、豪快に顔面を殴り飛ばされたようである。

			　殴り飛ばした張本人であるレオナは、なぜか怖い笑みを浮かべて口を開いた。

			「あたしが頼んだ見張りの仕事はどうした？」

			「「「はい！　今すぐ配置につきます！」」」

			　それまで群がっていた連中が、一斉に散り散りになっていく。

			　なるほど、これは逆らえない。

			「はぁ、まったく。余計な気を回すんじゃないよ」

			「し、慕われてるな」

			「……まあね、可愛い弟分たちだよ」

			　そう言って笑むレオナは、確かに姐……もとい姉のようであった。

			「さて、改めて行くとしようかい！　あ、そうだ。旦那だったら本当に募集してるから。あんただったら歓迎するからね！」

			「……友達からで頼む」

			　好感を抱いたと思ったら、もうこれである。

			　決して嫌悪するものではないが、少しだけ精神的に疲れた。

			　俺は若干気だるい体を引きずるようにして、船内へ戻ることになる。

		

	
		
			　

			怪しげな隊長

			　

			「悪いねぇ、遅れちまったよ」

			「構わんが、クランを率いる長ともあろう女が船酔い程度に負かされていてよいのか？」

			「船酔いはＡランククエスト以上の強敵だったってことにしておいておくれよ……」

			　シルバーとレオナが船内に揃い、丸いテーブルを囲む。

			　ここはマスター同士の会議の場ではあるが、なぜか俺の同席も許されていた。

			「でも、ここで何を話すんだい？　まだ敵影も見えていないんだし、会議しようがないと思うんだけども」

			「ここで話しておきたいのは、どう捜索していくかの役割分担だ」

			「役割分担ねぇ」

			「私たちの二つのクランは、明らかに毛色が違う。機動力が高く、勢いに乗れば手がつけられないのが『グリードタイガー』。正面から構え、防御力には定評のある我々、『銀翼の騎士団』。近くで戦えば、その違いのあまり足を引っ張り合いかねない」

			　シルバーの言っていることは理にかなっている。

			　俺ですら、この二つのクランのメンバーたちは相性が悪いように見えた。

			　一緒に戦うことは不可能に近い。そもそも、性格自体が合わないだろう。

			「ふーん、そこで役割分担ね」

			「そういうことだ。こちらには水の上を歩けるようにする魔術師が数名いる。彼らの力で、お前たちは海上を自由に探してほしい。我々はこのまま残り、船を守りつつ周囲を探索する」

			「なるほどねぇ。でもそれ、あたしらのリスクはかなり高くないかい？　バラけるわけだし」

			「そこで、お前たち側にアルをつけたい」

			　突然名を呼ばれ、体が跳ねた。

			「俺？」

			「言い訳と取らないでもらいたいが、我々はまず鎧(よろい)の重さを含めて海上戦に向いてない。質量に合わせ、海上を歩けるようにする魔術もコストが上がっていくからだ。身軽なグリードタイガーの連中の方が持続させるのはたやすい」

			　確かに、銀翼の騎士団は名前に違わず、全員が全員騎士の装いをしている。

			　防御の面に関して優れているが、それは反対に重量があることと同義だ。

			「帰りの足である船を失うのも恐ろしいだろう。万が一のとき、我々が完璧に船を守る。が、故にそちらに戦力を割けない。そこで、アルの出番だ」

			「……それは心強いねぇ。そういうことなら安心だよ」

			「グリードタイガーには納得してもらえたようだ。当の本人である、アルはどうだ？」

			　話を聞いている中で、おかしな点は感じない。

			　俺自身がこの案よりも優れた案を出せない以上、従うのが吉だろう。

			「それでいいよ。グリードタイガーの連中について動けばいいんだろ？」

			「うむ。では、これで決まりだな」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「水を弾け、アンチ・ウォーター」

			　銀翼の騎士団の陣営では珍しい、ローブを纏(まと)った魔術師風の連中が、俺の体へと魔術を施す。

			　淡く光る自分の体が、他人の魔力によって包まれているのを感じた。

			「これで水の上を歩けるはずです。念のため、そこの桶の水に手をついてみてください」

			「分かった」

			　近くに用意されていた桶に、そっと手を入れてみる。

			　すると、まるで地面に手をついているかのような抵抗感を感じた。

			　押してみても、水面下に手が沈むことはない。

			　本当に不思議な感覚だ。

			「珍しい魔術だな」

			「元々は水での攻撃を防御するための魔術でしたからね。それの範囲を極限まで絞って、上手いこと表面でとどめているだけなので」

			「かなり難しそうだけど……」

			「習得にはかなりかかりましたね。もう一つ言えば、持続時間もそこまで長くありません。持って二時間なので、時間が迫れば船に戻ってください。そうしたらかけ直しますので」

			「分かった、ありがとう」

			　俺は魔術師たちの下を後にし、甲板で待つレオナたちの所へと急いだ。

			　もう全員が揃っているようで、俺を待っていてくれたようである。

			「悪い、待たせた」

			「いいさいいさ。そんじゃ、行くか野郎ども！」

			「「「おおーー！」」」

			　体をほぐしたり、武装を確認したりなど思い思いの過ごし方をしていたグリードタイガーの面々は、それぞれが船の端まで移動していく。

			「グリードタイガーの諸君！　基本的には船の移動に合わせ、範囲を絞って探索してくれ！　万が一にも魔術の効果が切れたときに、回収することが出来ないからな！」

			「だってよ、野郎ども！　どうせ泳げない連中ばっかりなんだから気をつけるよ！」

			「「「あいガッテン！」」」

			　威勢よく返事したグリードタイガーの面々が、海面へと飛び降りていく。

			　しかし、水の跳ねる音はしない。

			　当然だ、全員水の上に着地しているのだから。

			「あたしらも行くよ！　アル！」

			「ああ」

			　俺もレオナとともに、海面へと飛び降りる。

			　かなりの高さがあるが、なんてことはない。

			　膝を少し曲げて衝撃を殺し、軽やかに着地することに成功する。

			　同じく着地したレオナは辺りを見渡し、腕を振り上げて声を張った。

			「野郎ども！　張り切って探すよ！」

			　グリードタイガーの連中の雄叫びとともに、謎の影の捜索が始まるのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ギダラ様！　ご報告があります！」

			「何事だ！」

			　魔王城の内部を慌ただしく駆け回っていた兵士が、ギダラの前で膝をつく。

			　息を整えながら、その兵士は言葉を続けた。

			「魔王親衛隊一番隊隊長、ファントム様と、副隊長であるイレーラ様の船を海上で確認致しました。三十分もすれば到着するかと思われます！」

			「何？　あまりにも早すぎるな……連絡用の魔石は繋げられるか！」

			「ご用意してあります。いつでも繋げられます」

			「ご苦労、下がれ」

			「はっ！」

			　ギダラの指示とともに、兵士は下がる。

			　兵士が去ると同時に、ギダラは別の部屋へと移動した。

			　そこには大きな輝く魔石が鎮座しているだけであり、人影はない。

			「対話要求、ファントム」

			　この魔石は、ファントムなどの親衛隊隊長の持つ魔石を介し、遠距離で会話をするために用いられる。

			　一層強く魔石が光り輝くと、どこからともなく声が響きだした。

			『あれ、ギダラ様ァ？　ご機嫌麗しゅう？』

			「ファントム、なぜこうも早く帰還する？　捜索期間はまだあったはずだが」

			『それは――おっと、直接お話しなされますか？』

			　向こうで少し動く気配がして、この魔石の部屋にファントムとは違う声が響いた。

			『ギダラ、私だ。イスベルだ』

			「ま、魔王様！　真に魔王様か!?」

			『うむ、間違いなどない。今からそちらへ戻る。迎え入れる準備を頼むぞ』

			「おお……！　ギダラは嬉しく思いますぞ！　魔王様！　今すぐ迎えの準備を整えまする！」

			　そうしてギダラが魔石から手を離すと、声は消える。

			　心の底から喜ばしいという表情でギダラが退室しようとすると、イスベルともファントムとも違う声が、彼を止めた。

			「――ギダラ様、魔王様が帰還なされるのですか？」

			「ッ!?　サドール……！　いったいいつから――」

			「そんなことはどうでもいいじゃないですか。どうせ私にも連絡は来たのでしょう？　私は二番隊の隊長なんですから。早いか遅いかの違いですよ」

			「――むう」

			　いつの間にか部屋にいたサドールと呼ばれた男は、ファントムとも違う馬鹿にするような笑みを浮かべた後、部屋の扉を開けて外へと出た。

			「さて、私もお出迎えの準備を整えなければ……では、失礼しますよ」

			「ま、待て！　サドール！」

			　そうギダラが止めに入るが、サドールは無視し、廊下を進んでいってしまう。

			　残されたギダラは虚空に伸ばした手を下げ、口惜しそうに床を踏みしめた。

			「やつめ……本当に何を企んでいる……」

			　魔王イスベルが帰還する。

			　それは喜ばしいことであり、同時に――波乱を呼ぶ要因でもあった。

		

	
		
			　

			不利な勇者

			　

			「はぁ、この辺にはいないようだね」

			「……そうみたいだな」

			　船の移動に合わせて海面を歩き回っているものの、いまだ巨大な影は発見出来ていない。

			　まるで気配がないことから、目撃されたという話自体が間違いだったのではないかと思ってしまう。

			「こりゃ途方もない捜索になりそうだね」

			「そうだな……また船が動いているし、移動しよう」

			「あいよ」

			　周りを警戒しつつ、船が進みだしたのに合わせて歩き出す。

			　もうすでにグリードタイガーのメンバーは飽きてしまっているようで、時々ため息なども聞こえる始末だった。

			　これではちゃんと警戒している人間のほうが少ないだろうな。

			「おいおい、野郎ども！　そんなにだらけてたら戦うときに戦えないよ！」

			「でもよぉ、姐さん。ここまで探していないってなると、見間違いだったか、もうどこか行っちまったんじゃねぇの？」

			「むぅ……」

			　一人がそう言うと、周りの連中も次々に現状への不満を言い始める。

			　ただの不満ならともかく、こちらから強く反論出来ないくらいには否定しにくい意見であるためか、レオナ自身も咎(とが)めることが出来ずにいるようだ。

			「はぁ……でもこれも仕事だからね。見つからなかったら見つからなかったで報告する義務がある。今日一日は気を引き締めて探すよ！」

			「「「うーい……」」」

			　やはり連中の態度には覇気がない。

			　その光景が、俺の頭の中に警鐘を鳴らしだした。

			　このままじゃ、何かがまずい気がする。

			　勇者時代に培った危機察知能力が、そう言っていた。

			「みんな気を引き締めろ！　何か――」

			　そこまで俺が口にしたところで、視界の端の海面から何かが飛び出した。

			「うおっ!?」

			　その何かは、近くにいたグリードタイガーのメンバーにまとわりつく。

			　触手――そんな言葉が似合うだろうか。

			　体にまとわりついた触手は、彼を海の中へ引きずり込むため海中へと戻ろうとしている。

			　まずい、俺たちの体は今水に沈まないようコーティングされている状態だ。

			　そこを引きずり込もうとするということは――。

			「おっ……が……ち、ちぎれ――」

			　海面に体を叩きつけることになった彼に、引きずり込むための触手が食い込んでいく。

			　どれだけ引き込んでも海面へと沈まない。

			　つまりは、触手と海面で体が潰れるまで攻撃が続くということだ。

			「レオナ！　あいつの触手を切れ！」

			「っ！　あいよ！」

			　俺が叫びながら指示を出すと同時に、レオナの体がかき消える。

			　一刻も早く彼を助け出したければ、やはり瞬発力で優れているレオナが適任だ。

			　わずかに海面を揺らし、一呼吸のうちに接近した彼女は、鋭く発達させた爪を振りかぶる。

			「ちょっと痛いよ！　我慢しな！」

			「ひっ」

			　レオナが爪を振り下ろすと、触手が嫌な音を立てて切断された。

			　あくまで爪なため、綺麗に切れるというよりは抉られた形ではあるが、こうして彼も自由となる。

			「た、助かったぜ、姐さん！」

			「ちょっと腹の肉削いじまったけど、問題ないね!?」

			「いてぇけど大丈夫だ！」

			「よし、離脱するよ！」

			　すぐに追撃の触手が襲いかかってくることを予感したのか、レオナは瞬く間に海面を駆け抜け、船の下まで戻っていた。

			　あの様子なら大丈夫だろう。

			　問題なのは、海面に残っている俺たちだ。

			「っ！　全員船に戻れ！」

			　俺が叫ぶと同時に、察しのいい連中はいそいそと船へと駆け出す。

			　しかし、俺たちから距離が遠かったり、混乱している連中はすぐに動き出せなかった。

			　そして、そんな的を狙って、海中から一斉に先程の物と同じ触手が飛び出してくる。

			　本数を数える気もなくすほど、大量の触手が蠢いていた。

			「何してんだい！　こっちへ逃げるんだよ！」

			　レオナの叫びでようやく事態を認識したのか、グリードタイガーの連中が船へと駆け出す。

			　それでも初動が遅かったのが原因で、船へとたどり着く前に数人が捕まってしまうだろう。

			　やはり、俺は海面に残るしかない。

			「エクスダーク！」

			『うげぇ！　こんな気持ち悪いもの斬りたくないわい！』

			「文句言うな！」

			　俺はエクスダークを抜くと同時に、飛剣を放つ。

			　拡散するように飛んでいく斬撃は、彼らに襲いかかろうとしていた触手を斬り飛ばした。

			　これで時間が稼げる。

			「アル！　後ろだ！」

			「っ！」

			　水飛沫が上がると同時に、周りに影が差す。

			　俺の後ろにそびえ立っているのは、巨大な塔。

			　いや――――巨大な触手だ。

			　それと同時に、同じ大きさのものが計八本。

			　八本の触手が、俺を囲うように空へと伸びていた。

			「なんだい……あれ」

			「……巨大すぎる」

			　レオナとシルバーの声は直接届いていないが、言いたいことは分かる。

			　八本の触手とは別に、ゆっくりと触手の本体が姿を現した。

			　それは、まるで城かとも思えるほどの、巨大なタコの頭である。

			　高波が発生し俺を飲み込むが、魔術のおかげで水が弾け、海に沈むことはなかった。

			「クラーケン……いや、それはタコだったっけ……」

			『いや、何にしろでかすぎじゃよ……』

			「斬れるか？」

			『誰にものを言っておる！　……と、言いたいところじゃが、一撃では無理じゃろうな。どんなに刃が鋭くとも、まず間合いが足りぬ。表面に切れ込みを入れるだけじゃな』

			「料理の下ごしらえか……？」

			　エクスダークですら、斬れるとは言い切らないか。

			　しかも間合いの関係ない飛剣では、おそらく切断までは至らないだろう。

			　この太い触手ですら怪しいほどだ。

			『可能性としてあるとすれば……限界まで魔力を高めた全力の飛剣であれば、本体を直接狙うことで仕留めることが出来るやもしれん』

			「それしかないな。でもその前に――」

			　視界の端で、触手が動き出す。

			　大きさ故に鈍い攻撃かと思えば、想像以上に動きが速い。

			　さらに跳んで避けた先に別の触手が襲ってきて、潰されないようにするだけで精一杯だ。

			『この速度でこの大きさ、そしてこの数ともなれば、いくら主でも長くは持たんぞ』

			「分かってる――ッ！」

			　追撃に備えようと身構えた瞬間、足元がぐらりと揺れる。

			　触手が叩きつけられるたびに、波が発生するせいだ。

			『主！　上だ！』

			「チッ」

			　気づけば、すぐそこまで触手が迫っていた。

			　この不安定な足場では、とっさに跳ぶことすら叶わない。

			　直撃を避けるべく、エクスダークを突き出す。

			　これでもダメージは避けられないと思った瞬間――。

			　俺の体は誰かに抱えられる形で、触手の下から離脱した。

			「危なかったねぇ、珍しく」

			「レオナ……っ！　あんた降りてきたのか!?」

			「ちょいと不利な状況に見えてね。この足場じゃ普段通りの動きは無理だろう？」

			「確かにそうだけど……でもレオナだって――」

			　そう言ってレオナを見ると、小さな違和感を覚えた。

			　レオナは両手両足を海面につけて、体を支えている。

			　まるで四足歩行の動物のようであった。

			「あたしは獣人だからねぇ。こういう足場じゃ、こっちのほうが速かったりもするんだよ」

			「……なるほどな」

			　動物の血が入っているからこその歩行方法か、これなら不安定な足場でも比較的体勢を崩しにくいだろう。

			「ただ、あたしじゃ火力不足が否めないからね。一つ提案があるんだけど、聞いてくれるかい？」

			「ああ、作戦があるなら聞いておきたい」

			「あいよ。と言っても、戦い方を少し変えるだけさね」

			　そしてレオナの口から紡(つむ)がれた作戦は、俺が思い至りもしなかった作戦であった。

		

	
		
			　

			提案する勇者

			　

			「……本当にこれで行くのか？」

			「当たり前さね！　準備はいいかい？」

			「大丈夫だけど……」

			　俺は現在、四つん這いになり身を屈めているレオナの背中の上にいた。

			　自分の足でレオナの胴体に足を回し、またがる形でレオナに乗っている。

			　彼女の作戦というのは、こうして機動力と攻撃力を同時に手に入れようというものであった。

			　見た目は間抜けそのものだが、俺はレオナのおかげで波の上でも自由に動くことが出来て、レオナは少し劣ってしまっている攻撃力を補うことが出来る。

			　一応は、理にかなっていた。

			「細かいことは後さ！　行くよ！」

			「あ、ああ！」

			　巨大な触手が真っ直ぐ向かってくる。

			　それを真横に跳ぶことでかわし、飛沫を払い除けながら本体へと駆け出した。

			　しかし、一本かわしてもまだ七本ある。

			「左右から来るぞ！」

			「あいよ！　捕まってな！」

			　俺はレオナの肩に手を置き、強く握る。

			　次の瞬間、全身を壁に叩きつけたような衝撃を感じた後、触手をくぐり抜けていた。

			　なるほど、今のは空気抵抗か。

			　そう気づいたときには、もう別の場所にいる。

			　俺の思考よりも速く、レオナは動いているのだ。

			　目で追うのがやっとなわけである。

			「よく俺を乗せてこれだけ動けるな」

			「ちょっと経験があるからねぇ。ま、その話はまた今度で」

			　話を切ったレオナの表情が、少しだけ曇っていた。

			　少し話しにくいことがあるのかもしれない。

			　ならば必要に追求などもせず、今は目の前のことに集中してもらおう。

			「あたしはこの機動力を保つので精一杯だ！　攻撃は頼むよ！」

			「分かってる！」

			　再び襲いかかってくる一本の触手を、まずはかわす。

			　そしてかわし際に、俺はエクスダークでその触手に飛剣を放った。

			　しかしその一撃は切れ込みを入れるので精一杯で、切り離すには至らない。

			『やはりとっさに放つ飛剣では、触手すら切断出来ぬか……』

			　エクスダークがつぶやく。

			　伝説の剣でもこのレベル。

			　このタコ、まともにやりあえば国一つくらいなら滅ぼせるんじゃないだろうか。

			「溜めの時間が必要だな。レオナ、少し時間を稼げるか？」

			「攻撃を受けないよう避け続けるってだけなら、簡単だよ。触手は鈍いわけじゃないけど、あたしの足には届いてないからね」

			「分かった。じゃあ一本あたり五秒くれ。それだけあれば、一つ残らず切断出来る」

			「あいよ！　しっかりかわしてやるからね！」

			　俺たちを鬱陶しく思ったのだろうか。

			　タコは俺たちに四本の触手を差し向けてくる。

			　レオナは全身のバネを活かし、跳び、時には走り、時には止まるを繰り返した。

			　するとレオナの言った通り、すべてをかわしきることに成功する。

			「これなら……っ！」

			「今だよ！」

			　今一度三本の触手をかわしきった後、飛び上がると同時にすれ違いざま、残りの一本に対して飛剣を放つ。

			　今度は五秒以上魔力を溜めた飛剣だ。

			　先程の一撃とは比べ物にならないほどの斬撃が、触手に命中する。

			　斬撃は瞬時に肉に潜り込み、そのまま触手を切断した。

			　切り離された先端部分が海へと落ち、水飛沫を上げる。

			「よし、まず一本――」

			『主！　下だ！』

			　エクスダークの言葉とともに、海面へと視線を落とす。

			　海中に何かが蠢いたのが見えた。

			　嫌な予感がし、とっさに首を倒す。

			　すると、海中から突如飛び出してきたそれが、俺の頬を掠めた。

			　頬に熱を感じつつも、飛び出してきた物へ視線を移す。

			　それは、先程グリードタイガーのメンバーを海中へと引きずり込もうとした小さい触手だった。

			「これはまずいよ！」

			「分かってる！」

			　その触手が引き戻ると同時に、同じ大きさの触手が複数蠢いているのが見えた。

			　このタコ、八本の巨大な触手の他に、数えきれないほどの小さな触手を持っているようだ。

			　タコの特徴は持ちつつ、その辺りはやはり魔物。

			　平気な顔して常識を覆してくる。

			「魔力障壁！」

			　俺は腕を突き出し、自分たちを覆うように魔力の壁を形成する。

			　次の瞬間、無数の触手が俺たちを串刺しにしようと飛び出してきた。

			　それらは壁を貫くことは出来ず、外へと弾かれていく。

			　しかし、攻撃はそれだけでは止まない。

			　弾かれた触手が海中に戻れば、別の触手が襲いかかってくる。

			　障壁が破られることはまだないが、さすがに耐えきれず徐々にひび割れ始めた。

			「ちょっと！　もう持たないんじゃないのかい!?」

			「わ、分かってる！」

			　俺は元々魔術が得意じゃないのだ。

			　才能がなかったわけじゃないが、『性に合わない』と言ったほうが正しい。

			　防御の基本である魔力障壁も、使い慣れていないせいかこのザマだ。

			　ただ、これなら水面まで持つ。

			　足場さえあれば、レオナの速度で離脱も可能だ。

			『主！　今度は上だ！』

			「なっ」

			　俺たちが影に覆われる。

			　真上に迫っていたのは、巨大な触手。

			　もうすでに回避は間に合わない。

			「障壁――全開！」

			　とっさに巨大な触手に腕を向け、障壁の強度を上げる。

			「ぐっ！」

			「うわぁ！」

			　障壁と触手が衝突した瞬間、強い衝撃とともに海面へと弾き飛ばされた。

			　今までまともに受けなくてよかった。

			　こんなものを受け続ければ、いくら俺やイスベルでも圧倒されていただろう。

			「参ったね、こりゃ。こんなやつの相手は、さすがのあたしでも初めてだよ」

			「まったくだ……」

			　海面に叩きつけられた俺たちは、分離しつつ体勢を整える。

			　魔力障壁のおかげでダメージ自体は極めて少ないが、戦況は悪い。

			　あの夥しい数の触手が厄介すぎる。

			「シルバーに協力してもらうことは出来ないのかい？」

			「駄目だ。こいつ相手に船を守れるのはシルバーだけだし、それを分かっているからあいつも加勢に来ない」

			「っ……確かに。あたしの部下もいることだし、あっちを任せるしかないね」

			　船はだいぶ遠くまで避難している。

			　しかし、今は俺たちに興味を向けているタコが、いつ船へ攻撃を仕掛けに行くかも分からない。

			　ここは俺とレオナでなんとかするしかない。

			「――そういえば、アル」

			「なんだ？」

			「あたしら、水の上を歩けるようになってから、どれだけ経ったっけ？」

			「……そういえば」

			　俺は自分の体に纏(まと)っている魔術の残量を確認する。

			　その確認は、俺へまた一つ焦りの原因をもたらすものだった。

			「……切れかけだ。あと数分も持たないかもしれない」

			「やっぱりね……本格的にまずいけど、どうする？」

			　――考えがないわけではない。

			　ただ、成功率は極めて低く、読みが外れていれば一瞬にして最悪な状況がさらに絶望へと追い込まれることになる。

			「いや、失敗を考えてる場合じゃないな」

			「え？」

			「ひとつ考えがある。初めから無理なら無理って言ってくれ。でも可能ならば――」

			「言ってみ。まずあたしに話そうとしてくれるってことは、あたしを信頼してくれてる部分もあるんだろう？」

			「……ああ。まず、レオナに頼みたいことがあるんだ」

			　俺は考えついた最善の作戦をレオナに伝える。

			　それを聞いたレオナは、返事の前に口角を釣り上げた。

			「――アル、あんたも中々にイかれてるね。でも、その作戦は面白いよ」

			「出来るか？」

			「やってやるさ。あんたの頼みなら、あたしは応えるだけさね」

			「分かった。じゃあ……頼む」

			「あいよ！」

			　俺たちはしっかりと二本足で立ち、こちらの様子を窺ってきていたタコを睨みつける。

			「さあ、ぶちかますぞ」

		

	
		
			　

			壮絶な勇者

			　

			　俺たちの体をコーティングしていた魔術が、薄れていく。

			「時間だ。頼んだぞ」

			「あいよ！」

			　魔術が切れる寸前、俺とレオナは海面を蹴って飛び上がる。

			　このまま海に落ちれば、あっという間に触手の餌食だ。

			　それを回避するためには、この作戦を成功させるしかない。

			「獣神の鼓動(ビーストビート)！」

			　レオナの鼓動の音が、辺りに聞こえるほど大きくなる。

			　獣神の鼓動――確か、魔力を含んだ血液の排出量を上げることで、一時的に身体能力を超強化する技だったな。

			「あんたまで吹き飛ばされるんじゃないよ！」

			「ああ！」

			　レオナが拳を振り上げる。

			　このときにはすでに触手たちも動き始めていたが、もう間に合わない。

			「獣神拳！」

			　極限まで強化されたレオナの拳が、海面と衝突する。

			　その瞬間、轟(ごう)音(おん)とともに衝撃が走り、海面が弾け飛んだ。

			　レオナを中心に波が一気に広がり、海自体に巨大な穴が出来る。

			　発生した強い衝撃に触手も煽られ、俺たちに近づけない。

			　そして、水の中に隠れ住んでいた巨大なタコの体が、ついに露わになる。

			「見えた！」

			「チャンスは一回だからね！」

			「分かってる――――ッ！」

			　俺は空中で、レオナの足に着地する。

			　姿を確認しただけでは終われない。

			　ここで決めなければならないのだ。

			「ぶっ――飛べ！」

			　レオナは宙返りするような姿勢で、俺をタコめがけて蹴り飛ばす。

			　強力な推進力を得た俺は、一気にタコへと肉薄した。

			『魔力も十分溜められた！　行けるぞ主！』

			「うおぉぉぉ！」

			　準備の時間は十分にあった。

			　これだけの魔力ならば、切断出来るという確信が持てる。

			「飛剣――壮・絶！」

			　今の俺が放つことが出来る最大級の飛剣だ。

			　タコが触手で自分を守ろうとするが、もう遅い。

			　真っ直ぐブレることなく飛んでいった飛剣は、タコの体に潜り込む。

			　そして、まるで透けているかのようにタコの体を通過した。

			　その途端タコの動きが止まり、力なく項垂れる。

			　血液とも墨とも分からない液体が滲み出し、海水を汚し始めた。

			「いい切れ味だ」

			『じゃろう？　主に刃応えを与えるなど、二流の剣がすることじゃからな』

			「お前を拾って良かったよ」

			『ふぇ!?　そ、そうじゃろう、そうじゃろう……急に褒めないでくれぬか……少し困る』

			「逆に、突然照れないでほしいんだけど……」

			　いつもの違う反応が返ってくると、こちらも反応に困る。

			　――いや、今そんなやり取りをしてる場合じゃないな。

			「お前、海水大丈夫だっけ？」

			『……あとでしっかりと手入れをしてくれれば、きっと大丈夫じゃ』

			「分かった。ちゃんと手入れしてやるからな」

			　そんなやり取りを終えると、俺たちは戻ってきた海水に包まれた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「げほっ……はぁ、はぁ……」

			「ふぅ、大丈夫かい？　アル」

			「ああ、大丈夫だ……」

			　俺は体を起こし、辺りを見渡す。

			　あれから船に引き上げられた俺たちは、海水で重くなった体を労るために、甲板に寝転んでいた。

			　タコの魔物は完全に討伐出来ており、今は銀翼の騎士団が後始末に回ってくれている。

			「あんだけでかい魔物も初めてだねぇ。アルがいなかったらどうなってたか」

			「俺もあそこまで体がでかい魔物は初めてだった。みんなのおかげだよ」

			「そうかい。ま、役に立ったなら良かったよ！」

			　レオナは活発に笑って、俺の背中を叩く。

			　少したたらを踏むことになったが、悪い気はしない。

			　俺はそのままの足で、船の甲板から海を見渡せる位置まで移動した。

			「何であんなでかい魔物が現れたんだろうな……しかも突然」

			「突然ではない」

			「シルバー……」

			　海を見渡す俺とレオナの下に、シルバーが近寄ってきた。

			　シルバーは神妙な面持ちで、同じように海面に浮かび上がってきたタコの死骸を見下ろす。

			「突然ではないって……どういう意味だい？」

			「出発する前、ギルドからいくつか情報が舞い込んできた。前例がなく、明らかに大きさがおかしい魔物が全国で確認され始めたらしい――」

			　島かと勘違いするような亀。

			　街一つを隠してしまいそうなほどの鳥。

			　鉤(かぎ)爪(つめ)一振りで山を吹き飛ばす竜。

			　シルバーの口から語られたのは、そんな災害を軽々起こせるような魔物たちのことだった。

			　少なくとも、勇者時代でもそんな魔物は聞いたことがない。

			「それぞれの街にいるランクの高いクランが対応しているそうだが、足止めが精一杯で解決には至っていないと聞いている。グリードタイガー、俺たちはこのままそれらの応援に行くことになるが、調子はどうだ？」

			「やれやれ、連戦かい？　ま、問題はないさね。獣神の鼓動もまだ使えるし、グリードタイガーは協力するよ」

			「そうか、助かる。アルは約束通り魔族大陸へと送ろう。今回のクエストは貴様がいなければ達成出来なかっただろう」

			　感謝する――。

			　そう言って、シルバーは俺に一度会釈した。

			　面と向かって感謝を言われると思っていなかった俺は、驚いて少し表情をしかめてしまう。

			「感謝なんて似合わないな。俺はあんたらに恩があるし、当然のことをしたまでだよ」

			「ま、家臣が王を助けるのは当然だな」

			「……それはそれで腹立つけど、一番シルバーらしくて安心した」

			　そんな会話をしていると、重い鎧(よろい)を擦り合わせながら銀翼の騎士団のメンバーが近寄ってくる。

			「シルバー様、魔物の素材の回収が終了しました」

			「ご苦労、休んでよいぞ」

			「はっ！」

			　そう言って、銀翼の騎士団の彼が下がる。

			　もう終わったのかと海面を再び見てみれば、そこには黒くなった海が広がっているのみであった。

			「さすがにすべてを積むことは出来ないからな。触手やいくつかの臓器、それを積み込むよう命令した。素材自体は巨大なだけで、既存の魔物と同じ物のようだ。海の汚れは、いずれ海自体に存在する魔力によって浄化されるだろう」

			「そうか……なら安心だな」

			「問題は、なぜこんな魔物が突然現れたのか――だが」

			「突然変異で片付けたら、安直か？」

			「その可能性がもっとも高いとは思っている。が……同時発生というのがきな臭い」

			　シルバーの感じていることは理解出来る。

			　これが突然変異なのであれば、あまりに出来すぎだろう。

			　巨大化した理由はどこかにあるほうが、まだ納得だ。

			「何者か、はたまたどこかの組織か、これを仕組んだ存在がいるかもしれない。私たちはこの件が片付き次第、原因究明へと走るつもりだ」

			「手伝ったほうがいいか？」

			「魔族大陸でのすべきことが終われば、協力してもらおう。家臣が王に従うのは当然だからな」

			「はいはい」

			　肩を竦(すく)めはしたが、正直、俺もこの件は気になっている。

			　こんな大きさの魔物が世界に蔓延るようになれば、あっという間に平和が脅かされてしまうからな。

			　解決出来ることなのであれば、解決したい。

			　勇者としてではなく、アデルの良心として。

			「アルが手伝うならあたしだって手伝うさ！　いいだろう!?」

			「何を言っている？　貴様らは元々強制参加だ。Ａランククランの責任を果たせ」

			「それはそれで複雑だけどねぇ……まあ、アルがいるならいいか」

			　いいのかよ。

			　そう突っ込みを入れたかったが、その声は船の軋(きし)む音で遮られた。

			　どうやら再び動き出したようだ。

			「このまま魔族大陸へ向かうが、気をつけろ。魔族どもも血気盛んだからな」

			「ああ、忠告はしっかりと聞いておくよ」

			　ゆっくりと出発する船の上で、俺は進行方向にあるであろう魔族大陸を見据える。

			　イスベルたちがまだ問題に巻き込まれていないといいが――。

		

	
		
			　

			帰還する魔王

			　

			「船で行けるのはここまでだ。ここからは海面を歩いていけ」

			「分かった。ありがとう」

			「気をつけるんだよ、アル。本当に今、人間と魔族の仲は極めて悪いからね」

			「ああ、十分気をつける」

			　俺は二人に挨拶をした後、船から海面へと飛び降りた。

			　銀翼の騎士団の魔術師に再び水を弾く魔術をかけてもらったため、こうして海面に着地することが出来ている。

			　魔族大陸近郊であるこの辺りから走っていけば、魔術が解ける前に大陸には到着する予定だ。

			　――最悪の場合、魔術が解けても泳いで行けるだろうが。

			「さて、行くか」

			　俺は船に背を向けて、走り出す。

			　急速に接近しても気づかれるだろうし、逆にちんたら走ってても見つかる可能性がある。

			　それなら中途半端な速度で安定を目指し、隠密度を上げたほうが無難だ。

			　そして手を抜いて走っているとはいえ、そこらの冒険者よりは速い自信はある。

			　こうして、俺はイスベルたちの待つ魔族大陸へと向かうのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「魔王様のご帰還だ！　敬意を示せ！」

			「「「はっ！」」」

			　魔王イスベルが魔族大陸に足をつけると、出迎えの魔族たちが一斉に姿勢を正し、右胸に手のひらを添える。

			　魔族の基本的な敬礼の姿勢である。

			「待っておったぞ、イスベル」

			「ギダラ……すまなかった、留守にして」

			「こうして帰ってきたんじゃ、これ以上文句は言うまい。しかし、ファントムから話は聞いておるな？」

			「うむ。事態が回復すれば、正式に魔王の継承を許してくれるのだったな」

			「その通り。お主にそんな交渉を持ちかけねばならんほど、今の我々は窮地に立たされている」

			「……」

			　ギダラはイスベルの後ろにつき、その横にファントムが並ぶ形で、敬礼の姿勢の魔族たちによって出来た道を進んで行く。
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			　そんな彼らの前に、失礼にも立ちはだかる男の姿があった。

			「これはこれはイスベル様、お帰りなさいませ」

			「サドール……ッ！」

			　流れるような金髪、そして不気味なまでに整った顔。

			　そしてすべてを小馬鹿にしたような薄ら笑みを浮かべている男、サドール・バラガンが、イスベルの前に立っていた。

			「サドール！　いくら隊長格であっても、魔王の行く手を阻むことは許されんぞ！」

			「魔王の職務を放棄した魔族を魔王と呼び、今までと同じように敬うのもどうかと思いますがね。少なくとも私は、そう易々とイスベル様を王と認めるわけにはいきません」

			「貴様――ッ！」

			　ギダラが飛び出そうとしたところを、イスベルが手で制す。

			「よせ、ギダラ。こやつに構うことはない」

			「おや、冷たいですね。我々は魔族として、魔王軍として尊重し合うべきでしょう？」

			　心にもないことを言うサドールに対し、ギダラの怒りは頂点に達しそうになっていた。

			　今まさに攻撃を仕掛けようとするギダラをよそに、イスベルは極めて冷静さを保ったまま、そっと制している腕と逆の腕をサドールに向ける。

			「私が帰ってきたのは、再び魔王に返り咲くためではない」

			「ふむ。ではなぜ帰還なされたのですか？」

			「教えてやる――」

			　イスベルの手から、巨大な氷の塊が撃ち出された。

			　驚愕に目を見開いたサドールは、かわすこともできずそれを受け止めることになる。

			「とっさに腕を挟み込んだか。やはり隊長になるだけのことはあるな」

			　イスベルは冷静に分析しながら、サドールにトドメをさすべく歩を進めようとする。

			　しかし、その一歩が踏み出された瞬間、魔族の列にいた二人の男女が剣を抜き、イスベルに向かって飛びかかる。

			「させないよ」

			　二人の魔族の剣は、イスベルの首と胴体に当たる直前で止まる。

			　間に割り込んだファントムが、二人の心臓に手を添えることで抑止力となったのだ。

			　イスベルの命を奪おうとすれば、すかさずファントムが二人の命を奪うだろう。

			　逆も然り。

			　ファントムが二人の命を奪おうとすれば、二人は自分が犠牲になってでもイスベルを殺害するだろう。

			「……そこまでだ、パレット、キャンパス」

			　倒れていたサドールが、ゆっくりと体を起こす。

			　彼に名前を呼ばれた二人の魔族は、剣を下ろしてゆっくりとイスベルから離れた。

			　二人がイスベルから離れたため、ファントムも構えを下ろすが、辺りは緊迫した雰囲気に包まれたままである。

			「突然の攻撃とは、ひどいものですね。まあいいです。イスベル様も乱心なされるときはあるのでしょう。寛大な私はそれを許します」

			「貴様に許してもらう必要などないのだが」

			「そうですか。では個人的な貸しであると私は認識しておきましょう」

			「……貴様が何を考えているのかは知らんが、私は貴様を自由にさせないために来た。もう好き勝手出来ると思わないことだ」

			「肝に銘じておきます。それでは」

			　サドールはパレットと呼ばれた男と、キャンパスと呼ばれた女を連れて、この場を去っていく。

			　それを睨みつけていたイスベルは、三人の姿が見えなくなったところでようやく肩の力を抜いた。

			「敵意丸出しだな」

			「よもや人前でも強気な姿勢を見せるとは……本格的に敵対する気なんじゃろう」

			「ギダラ、他の二番隊の連中は全員サドールに従っているのか？」

			「うむ。二番隊全体がサドールの手駒じゃ。正面衝突するならば、戦争は避けられぬ」

			「……そうか。ご苦労だったギダラ。貴様は少し休むといい、ひとまず目先のことは私がやる」

			「いや、しかし――――分かった。少し休ませてもらうぞ」

			　反論しようとしたギダラであったが、イスベルの有無を言わせない視線に渋々引き下がる。

			　イスベルはひとつため息をつくと、自らの歩みを進め始めた。

			　その後ろをファントムが付き従う形でついていく。

			「ファントム、貴様のほうで現在の魔王親衛隊の構成は把(は)握(あく)しているのか」

			「ええ、ある程度ですけどねぇ。ひとまず一番隊は揃ってますよぉ。しかし三番隊から五番隊の隊長、副隊長はあなた様を探すため魔族大陸を出てます。数日後に帰還するでしょうねぇ」

			「戦力は一番隊と三番隊から五番隊の兵士たちと、貴様らと――あとギダラか」

			「老体にムチを打ちますねぇ。あと、勇者でしょう？」

			「……」

			　その言葉を聞いたイスベルの表情が、少しだけ曇る。

			「出来ることならば、アデルが来る前にこの事態を収束させたいものだ。私はもう、やつを戦わせたくない」

			「やはり人間を魔族の争いに混ぜたくないんですかぁ？」

			「違う。純粋に……アデルは戦いすぎた。どんなに優秀な人物でも、どんなに強靭な人物でも、その魂というのはすり減っていく。いつか、絶対に今までの無茶の精算が行われる……それが怖い」

			　アデルという男は、先代魔王のときから今に至るまで、常に戦い続けてきた男である。

			　若く未熟な体に無理を詰め込み、ようやく手に入れた勇者としての力。

			　人間には手に余る力を、完成しきっていない体で扱い続けていたのだ。

			　今でこそ使いこなしているとはいえ、いつかその代償を支払うときがやってくる。

			　イスベルが怖がっているのは、それであった。

			「……イレーラを港で待たせていますので、連絡を入れておきましょう。少し遠回りをして勇者を連れ回すようにと」

			「すまないが、頼む」

			「いえいえ、私自身がサドールを目障りに思ってましてねぇ。だって敬語キャラがかぶっているんですもん。勇者に頼らず、魔族の力で退場させてあげましょうねぇ」

			「完全に私情ではないか……まあ、頼もしいから構わんが」

			　二人は魔王城へと向かっていく。

			　サドールとの戦いは、そう遠くないことである。

		

	
		
			　

			触られる勇者

			　

			「や、やっとついた……」

			　船を出て約半日ほど経って、俺は魔族大陸へとたどり着いた。

			　もはや深夜といってもいい時間帯、俺は港から大きくかけ離れた浜辺に足をつける。

			　本当はもっと早く到着するはずだったのだが、なぜか出発して数十分で魔術が解け、そこから泳ぐはめになったのだ。

			　もしかしたら、魔術師の魔力が切れかけてたのかもしれないし、術者から離れすぎては駄目な魔術だったのかもしれない。

			　もはや真意を探ることは出来ないが、大切なのは、俺が魔族大陸にたどり着けたことである。

			『早く……我を拭いて手入れをしておくれ……錆(さ)びる』

			「そんな柔な剣じゃないだろ……まあ、分かった。とりあえずは野宿するぞ」

			　エクスダークにそう返し、俺は浜辺に座り込む。

			　すごく疲れた。

			　波でずいぶん流されたし、ここがどこかも分からない。

			「どうするかな……」

			「――どうしてこんなところにたどり着いてるんですか」

			　途方に暮れかけていると、俺の背中に声がかかった。

			　振り返ってみると、そこにはファントムの部下であるイレーラが立っている。

			「迎えに来てくれたのか？」

			「港で待っている予定だったんですけどね。あなたが持つ魔石の反応がかなり離れた所まで移動していたので、それを追ってきました」

			「そういえば、そんなもの渡されてたな」

			　俺はポケットを漁り、小さな魔石のかけらを取り出す。

			　これは魔石を一部削り落としたものらしく、元になった魔石に現在地を伝えてくれるんだそうだ。

			　ファントムから持たされたもので、最悪誰かが迎えに行くと言われていたが――まさか副隊長が来るとは思わなかった。

			「イレーラがこうして迎えに来てくれたのはありがたいけど、戦力は大丈夫なのか？」

			「今すぐ戦闘が起きるわけではありません。それに、基本的には魔王様とファントム様だけで十分です。そこにギダラ様もいらっしゃいますし」

			「あの小難しそうな爺さんか……それなら俺もいらなかったんじゃないのか？」

			「ええ、必要でないのが一番望ましいです」

			「……その通りだな」

			　俺が協力しなければならない状況になんて、ならないほうがいいに決まっているのだ。

			　イレーラの差し出してきた手を取り、俺は立ち上がる。

			「なぜ船などではなく泳いできたのかは分かりませんが、お疲れでしょう。近くに簡易的な小屋がありますので、そこを利用しますよ」

			「理由は間抜けすぎて話したくない。そんな小屋があるなら、ありがたく利用させてもらうよ」

			　体をほぐしながらイレーラとともに歩くと、しばらくして小さな小屋が見えてきた。

			　かなり古いようだが、頑丈な作りをしている。

			　寝床としては十分だ。

			「今夜はここで一晩明かして、明日出発しましょう。いくらあなたでも、夜動くのは得策ではないでしょう？」

			「ああ。それに今の体調だと、満足に戦える気がしない」

			　巨大タコとも戦っているしな。

			「でしょうね。魔族大陸にも魔物はいますから……」

			　イレーラはそう言いながら、小屋の扉を開ける。

			　どうやらそもそも野宿用に造られていたようで、中心には火が置けるようになっており、布が敷かれただけのベッドが四つは置かれていた。

			「火を焚きますので、その濡れた服をまずは脱いでください」

			「あ、ああ……」

			　何でもないことのように言うが、脱ぐほうはそれなりに恥ずかしい。

			　種族が違うとはいえ、男と女であるというのに。

			「ふぅ……」

			　渋々服を脱ぐと、水を吸って重くなっていた分、開放感が凄まじい。

			　その後ズボンも脱ぎ、下着姿になる。

			　上も下も、水を吸ってまるで重りのようだ。

			　とりあえずは乾きやすくするため、一つにまとめて絞る。

			「……」

			「……なんだ？」

			　そんな俺の様子を、イレーラが火を作りながら見つめていた。

			　背中を向けているとはいえ、これもこれで恥ずかしいのだが。

			「いえ――いい体をしていますね」

			「？　あ、ありがとう？」

			　そう一言いった後に、イレーラは視線を逸らしてしまった。
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			　突然どうしたというのだろうか。

			「勇者というのも、大変なのですね」

			「それは……まあ。あんたら強いしさ、死ぬ気で鍛えないと人間なんて相手にもならないだろ？」

			「そうして、その体が出来上がったんですね」

			「ああ。毎日命のやり取りをしてたら、自然にな」

			　今思えば、かなり無茶をしていた自覚はある。

			　勇者になったのも十五歳とかだし、そこから何度も死にそうな目にあって、今に至った。

			　明らかに正気ではなかった自覚は、少しだけある。

			「あの……一つ頼んでもいいでしょうか」

			「俺に出来ることなら別にいいけど……」

			「ありがとうございます。それでは――体を触らせていただけないでしょうか」

			「――へ？」

			　何の冗談かと、イレーラの目を見る。

			　……いや、これ冗談ではない。

			　この女、本気で言っているようだ。

			「私、こう見えて男性の引き締まった筋肉が好きでして。アデルさんの体が大変魅力的に映ったため、ぜひ触らせていただけないかと」

			「……いいけど」

			「ありがとうございます。失礼します」

			「躊躇がないな!?」

			　イレーラの手が、俺の胸板に触れた。

			　自分より少し高い体温が手のひらから伝わってきて、妙な心地になる。

			「ふむ」

			「……っ」

			　これはいったいなんなのだろうか。

			　イレーラの手は少しずつ動いており、筋肉をなぞっている。

			　それがかなりくすぐったく、思わず体が跳ねてしまった。

			「――むふ」

			「おい、今変な声が漏れた気が」

			「気のせいです。ありがとうございました。もう満足です」

			「……」

			　一瞬崩れかけた表情が元に戻り、イレーラは俺に背を向けてベッドの方へと離れていく。

			　その際に、彼女の一つ縛りにした髪の毛が、まるで嬉しいときの犬の尻尾のように揺れていた。

			　やはり、人を見かけで判断してはいけないな。

			「アデルさんの筋肉は素晴らしいですね。今までで一番好ましく思います」

			「それはどうも。お気に召したなら何よりだ」

			「また触らせてください」

			「状況による」

			　俺はイレーラがつけてくれた火の近くに座り、濡れた服をはためかせる。

			　さっさと乾かさなければ、また辱めを受けてしまうかもしれない。

			　こんなことになるなら、魔法袋に他の衣服も入れてくるんだった。

			　事態を甘く見て、ほとんど置いてきてしまった自分を恨む。

			「明日はまず港へ向かいましょう。この辺りからでは真っ直ぐ魔王城を目指せませんから」

			「突然真面目な話に戻さないでくれ……ああ、分かったよ」

			「ではお先に失礼します。おやすみなさい」

			「ほんとに突拍子もないな!?」

			　これが、本当に俺と戦った女なのだろうか。

			　どこかでキャラクターが入れ替わっていないか？

			　しばらくしてベッドで寝息をたて始めたイレーラの背中を見つめながら、俺は服が乾くのを待つことになった。

			『あの……そろそろ本当に拭いてくれんか』

			　――忘れていた。

		

	
		
			　

			訪ねる副隊長

			　

			「この時間から動けば、いくら魔族大陸の魔物でもそこまで活発じゃありません。行きましょうか」

			「ああ。服も――よし、ちゃんと乾いてる」

			　起床した俺は、火の近くに置いておいた服を拾って身につける。

			　多少のゴワつきはあるが、着れれば問題ない。

			「このまま港を目指すんだっけ？」

			「はい。まずは港へ行き、そこから魔王城へ向かいます。多少は遠回りになりますが、すべてはイスベル様とファントム様の指示ですので、ご容赦を」

			「……分かった」

			　ただの商人などならともかく、俺たちならばこのまま魔王城へと突っ切って行ってしまったほうが早いのは明らかだ。

			　しかしそれをさせないルートを選択しているということは、何らかの事情があるのだろう。

			　特に、今回は魔族の問題だ。

			　俺はあくまで協力者、今は魔族側に従っているほうが無難だろう。

			「あと、人前に人間であるあなたが出ていくのはまずいので、基本的にはこれを纏(まと)っていてください」

			　イレーラは少し大きめのローブを取り出すと、俺に手渡す。

			　フードつきで、深くかぶれば人相なども分かりにくくなりそうだ。

			「魔王城まで行くことが出来れば、ファントム様が魔族に見える幻惑魔術をかけてくれると思いますが……それまでは我慢してください」

			「助かる。イスベルは人化の魔術を使えたけど、俺は覚えていないからな」

			　人と魔族の違いなど、見た目に限ったことであれば角があるかないかしかない。

			　だから魔族であれば角が隠せれば人間に見えるし、人間であれば角を生やすだけで魔族に見える。

			　ただ、それが思いの外難しい。

			　特に人間が魔族に化ける際に顕著に現れる。

			　人間が頭に角を象った物をつけても、魔族にはすぐ偽物だと分かるそうだ。

			　曰く、角からもその魔族の気配を感じるらしい。

			　完全に魔族になりすましたいのであれば、人体の構造を変えて角を生やすしかないのだ。

			　ファントムであれば、その気配さえも誤魔化せるというだけである。

			「行きましょう。港はこちらです」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　港へは、歩いて三時間ほどで到着した。

			　人間の大陸と同じように、魔族の港もそれなりに賑わっている。

			　人通りは激しく、ここでフードが脱げれば大変なことになるだろうな――。

			「ここで少々私の買い物に付き合っていただけないでしょうか？」

			「買い物？」

			「ええ。どなたかが、私の剣を砕いてしまったので」

			　そう言って、イレーラは鞘(さや)から剣を少し抜いて、根元から先がない剣を見せてきた。

			　その剣を見て、思わず言葉に詰まる。

			　何といっても、これは村の近くでイレーラと戦ったときに、俺が砕いた剣だ。

			「……悪い」

			「いえ、私の未熟さが招いたことです。責めるつもりはありません。ええ」

			「間違いなく責めてるだろ、それ」

			「ともかく、私にはすぐにでも新しい剣が必要なのです。付き合っていただけますよね」

			「……分かった」

			　この図々しく有無を言わせない感じ……なぜか逆らえないな。

			　魔王であるはずのイスベルよりも、よっぽど横暴だ。

			「近くに私のよく利用している鍛冶屋があります。そこへ行きましょう」

			「え、魔王軍のお抱え鍛冶屋とかないのか？」

			「あります。ただ、私自身が気に入って利用してるだけです。剣にはそれなりにこだわりたいので」

			「そういうことか」

			　優れた剣士は、自分の相棒にも妥協しない。

			　旅の途中で出会った名高い剣豪たちは、そう言っていた。

			　イレーラもまた、『剣士』としてであれば俺の上に存在する。

			　その分妥協することなど考えてもいないんだろう。

			「あなたは何か入り用はありますか？」

			「うーん……別にないかな。俺にはこいつがあるし」

			　エクスダークの柄をコツコツと叩く。

			　すると、『ふふん！』というエクスダークの上機嫌な声が聞こえた。

			　昨日手入れをしてやったら、かなり機嫌を取り戻してくれたのだ。

			「――気になっていたのですが、その剣はかなり上物ですよね。いったいどういった経路で入手したのですか？」

			「あ、知らないのか、この剣のこと」

			　魔族は皆エクスダークのことを知っているものだと思っていたが、そうではないらしい。

			　――あ、いや。イスベルも名を聞くまでは気づいてなかったな。

			　どうするか、説明がかなり難しい。

			「……高難易度のダンジョンで見つけたんだ。そこでの拾い物なんだけど、こいつより上物の剣にまだ出会ってなくて」

			『おい、主。我の説明を放棄したな？　あ！　待て、そんな強く握るでない！　分かった！　黙るから！』

			　エクスダークが茶々を入れてきたため、柄を握りしめて黙らせる。

			　今すぐエクスダークであることを伝える必要もないわけだし、いずれ向こうが気づいたときに説明しよう。

			『そんなこといって！　面倒臭くなっただけじゃろ！』

			　おいおい、あまり主を怒らせるでない。

			　愛剣のことで面倒臭がるなど、あるはずがないのだ。

			「？　ともかく、事情は分かりました。では、ひとまずのところは私の買い物にお付き合いください。途中で何か必要な物が思いつけば、そのつど寄っていきましょう」

			「ああ、分かった」

			　イレーラに連れられる形で、港町を歩いていく。

			　見たところ、飲食店から冒険者用のアイテム店、防具屋に武器屋、本などの娯楽物から、宝石の店なども揃っていた。

			　確かにこれなら、基本的なものはすべて集めることができるだろう。

			「つきました。ここがいつも私が利用している鍛冶屋です」

			「……へぇ」

			　そうしてたどり着いた鍛冶屋は、一階建ての石造りの店だった。

			　中からは絶えず金属音が響いてきて、鉄を打ちまさに武器を作っていることが分かる。

			「店主は気難しい方ですが、腕は確かなんです」

			「まあ……そういう人ほどこだわりが強かったりするしな」

			　他の物に気を取られず、ひたすら自分の目指すべき道を進む。

			　その結果、周りからとっつきにくい人だと思われてしまうのは、仕方のない話だ。

			「今回も私に合う剣があればいいんですが――」

			　イレーラが店の扉を開けて中に入る。

			　俺もそれに続く形で中に入ってみると、独特の鉄臭さと熱気を感じ取った。

			　店内にはところ狭しと武器が並べられており、少々手狭な印象を受ける。

			　剣などが適当にタルに突っ込まれていたり、打撃用のメイスが壁に立てかけられているのを見る限りでは、内装にはあまり拘っていないようだ。

			　ただ、それでも――。

			「……驚いた。こんだけ乱雑に置かれているのに、全部上物だな」

			「分かりますか。ええ、私も初めて訪れた際は驚きました。ここにあるものすべてが、『三ツ星』以上の武器たちです」

			「三ツ星……？」

			「それは知らないのですか？　鍛冶屋たちが定めた、剣の品質のことですよ。一ツ星から五ツ星と星の数が増えるごとに、品質が大きく上がっていきます。基本的には、一、二ツ星が低級、三、四ツ星が上級、五ツ星が最上級といった扱いですね」

			「つまり、ここにあるものは全部上級ってことか……」

			「はい。少なくとも、金貨五十枚以上でなければ購入出来ないでしょうね」

			　とんでもない店だな。

			　金貨五十枚など、ランクの低い冒険者では到底払えない。

			　この時点で、半端な客はお断りといったところか。

			「店主、武器を購入したいのですが」

			　イレーラが、店の奥に向かって声をかける。

			　すると、鳴り響いていた金属音が止み、店の奥からのっそりと大柄な男が現れた。

			「何だ……客か？」

		

	
		
			　

			衝撃を受ける勇者

			　

			「お久しぶりです、ブレイルさん」

			「副隊長の嬢ちゃんか……なんだ、この前の剣に飽きたとか言うんじゃねぇだろうな」

			　首を鳴らしながら、身長二メートル以上はあるであろう魔族の男が問いかけてくる。

			　ずいぶんな威圧感だ。

			「飽きさせないために、私に馴染むよう作ってくれたのはあなたでしょう。出来ることならば、私はまだこの子を使ってあげたかった……」

			　そう言いながら、イレーラは自分の剣を鞘(さや)ごと店主に渡す。

			　訝しげな表情でそれを受け取った店主は、鞘(さや)から抜いてその惨状を見た。

			「何だこりゃ……完全に砕かれてんじゃねぇか」

			「申し訳ありません。自分が未熟さ故の失態です」

			「未熟とか、そんなもん以前の問題だ。誰に――いや、何にやられた？　切断されるならともかくとして、俺の剣が砕かれるなんてありえねぇ」

			　ブレイルと呼ばれた男は悔しげに砕かれた刀身を見つめている。

			　それほどまでに、自分の腕に自信があったのだろう。

			「こいつは限りなく五ツ星に近い四ツ星だった。三ツ星以上の剣には、魔力伝導率を上げるために魔力回路という名の神経を這わせる……それがあるから、刀身が砕けねぇんだ。砕けるはずがねぇんだよ」

			「……どういうことです」

			「高密度の魔力の刃でなら、魔力回路自体を焼き切れるから切断出来る。だが、こいつは魔力回路もすべて無視して完全に砕かれてやがるんだ。こんなの、五ツ星の武器でも不可能だ」

			　ブレイルは悔しげに、近くのタルを蹴り飛ばす。

			　もしや俺とエクスダークは、相当申し訳ないことをしてしまったのではないだろうか。

			「分かるか？　完全に武器の性能で負けてねぇと、こうはならねぇんだよ。圧倒的に……それこそ星が二つ以上違わねぇと不可能だ。――もう一度聞く。何にやられた」

			「……」

			　もう一度聞かれたイレーラは、少し視線を泳がせた後、俺――いや、エクスダークを指差した。

			「てめぇか……その剣、見せてくれねぇか」

			「え、あ、ああ……分かった」

			　俺はエクスダークを鞘(さや)ごと取り外し、ブレイルに渡す。

			　受け取ったブレイルがエクスダークを抜くと、まじまじとその刀身を見つめ始めた。

			『主……こうして見つめられているのも、また不思議な快感があるのう』

			　うるさい、黙ってろ。

			「こいつは……どうりで砕かれるわけだ」

			　ブレイルは鞘(さや)にエクスダークを戻し、俺へと返す。

			　その際、どこか諦めたような、負けを認めたような表情を浮かべていた。

			「この剣は……何なのですか？」

			「具体的には俺にすら分からねぇ。だが、その剣は六ツ星以上の代物だ。五ツ星ですら、文字通り刃が立たねぇだろうよ」

			「六ツ星以上!?」

			　五ツ星までしかなかったんじゃないだろうか。

			　よく分からないが、褒められていることには違いない。

			　それが自分のことのように嬉しく思えたため、エクスダークの柄を撫でてみた。

			　変な声が漏れ出したので、止めた。

			「六ツ星以上の剣は、今の所『人の手では作れない』とされている。例えば、勇者が持つ聖剣とかな……その剣はそれに匹敵するレベルの品質を持っているってことだ」

			『聖剣などと一緒にされたくないのう……「あやつ」は別の意味で我よりも気持ち悪いし』

			　やっぱり、エクスダークなら聖剣についても知っているよな……。

			　エクスダークが聖剣を気持ち悪いという理由は少し分かる。

			　他人から、それこそ他の剣から見れば、アレの存在は『理解が出来ない』。

			　長い間連れ添った俺だからこそ、多少は分かる部分が出来たんだ。

			　それ故に、俺は売り払った。

			　どこにあるのかも分からず、俺が二度と手に出来ないように。

			「……この剣は、ダンジョンで見つけたものだ。誰の銘も入ってないよ」

			「そりゃどうしようもねぇな……そいつに砕かれたなら仕方ねぇ。今回のことは俺の実力不足でもある。待ってな、すぐに上等な物を打ってやる」

			　ブレイルはイレーラの砕けた剣を鞘(さや)から抜くと、それを持ったまま店の奥へと戻っていく。

			「助かります」

			「こちらこそ、こいつを最後まで使ってくれてありがとうな。贔(ひい)屓(き)しすぎるのはポリシーに反するが、礼もかねて五ツ星の剣をこいつと同じ値段でどうだ？」

			「そこまでしていただけるのですか……」

			「もちろん、柄とか土台自体はこのまま使わせてもらうけどな」

			　ブレイルは手の中の剣の柄を指して言う。

			「そういうことでしたら、ぜひ。その持ち手は、もう私にとっても手放したくないものなので」

			「分かった。命を込めて打たせてもらうぜ。二時間ほど待ってくれ、ちょうど作りかけのものがあったんだ」

			　そう言って、今度こそブレイルは店の奥へと消えていった。

			「よかったな。とりあえずなんとかなりそうで」

			「ええ。本来五ツ星の剣なんて私の給料では手も出ませんでしたが……この前と同じ値段にしてもらえるなら購入出来ます」

			「……魔王軍って、給料制だったのか？」

			「そうですよ。一般兵と副隊長、隊長でかなり差がありますけれど」

			　ここに来て、俺個人に対してものすごい衝撃が走った。

			　今まで俺が戦ってきた魔族たちは、みんな給料で戦っていたのか。

			　――だいぶ割に合わない気がするな。

			「それよりも、二時間の間どうしましょうか。出発前に腹ごしらえでもしておくのが無難かと思うのですが」

			「腹ごしらえか……そうだな、しておくか。何だかんだ昨日から何も食べていないし」

			「ならば魚料理の有名な店が近くにあります。そこへ行きましょう」

			　イレーラは、店に剣を預けた人間用の貸出剣を一本手に取ると、そのまま店の外へ出ていく。

			　やはり優秀な店だ。

			　基本的に、武器屋はどこも貸出用の剣を置いてはいるのだが、どれも粗悪品ばかり。

			　鍛冶屋の言葉でいうなら、一ツ星のものばかりといっていいだろう。

			　しかし、ここの物は貸出用の剣ですら三ツ星以上の性能があるようだ。

			「この店、何で流行らないんだろうな」

			「目立たない場所にあるからというのもありますが、まず店主であるブレイルさんの御眼鏡に適う者でないと、剣を見せてもらうことすら出来ません。初めは私も購入させてもらえませんでした」

			「そうだったのか」

			「ここにある上物の剣を振るってみたくて、修練を続けたなんてこともありました。ここは、私が強くなれた理由でもあるのです」

			　魔王軍の副隊長を作り上げた店――か。

			　ここの店主の営業の仕方には、感謝しなければならない。

			　この技術を戦争のときに容赦なく使われていたら、間違いなく戦況は俺たちに良くない方へ動いていただろう。

			　わずかに垂れてきた冷や汗を拭って、俺はイレーラのとなりを歩くのだった。

		

	
		
			　

			襲われる勇者

			　

			「お待たせ致しました！　焼き魚定食になります！」

			　運ばれてきた料理は、熱々のソースがかかった焼き魚と、玉子のスープ、白いふわふわのパンであった。

			　ここは先程イレーラが言っていた魚料理の店。

			　昼近くの時間というのもあるが、絶えず人が出入りしており繁盛していることが窺える。

			「いただ――そういえば、こっちにこういう風習はないんだったな」

			「人間国の礼儀でしたか、『いただきます』と言いながら手を合わせるんでしたっけ」

			「命を提供してくれた動物や大地の恵みに感謝をするためにな。しないってのも変な感覚だけど、仕方ない」

		

	
		
			[image: p131.jpg]
		

	
		
			　俺は合わせそうになった手を下ろし、フォークを取って魚をほぐし始める。

			　少しだけ周りを気にしてみたが、どうやら怪しまれてもいないようだ。

			「ここの魚の料理の仕方は他の店よりも手間がかかっているそうで、骨まで食べられるんだそうですよ」

			「へぇ。確かに抵抗なくほぐせるな……」

			　適当にほぐしつつ、イレーラの言葉を信じて骨ごと口に入れる。

			　美味い。

			　骨の硬さはもちろんあるにはあるのだが、気にならないほどに柔らかく、食べやすい。

			　身の部分は口のなかで絡んだソースとともにするりと胃へと落ちていき、いつまでも味わっていたくなるような濃厚な後味だけが残っていた。

			「有名になるわけだ。これは種族の壁なんて簡単に越えるくらいに美味い」

			「そうでしょう。混んでいて忙しいときには向いていませんが、休暇が取れたときはよく来るんです」

			「……魔族って、やけに現実的だよな」

			　休暇とか給料とか、長年勇者やっててももらったことなんかないぞ。

			　魔物を討伐して、素材を売って金を工面して――やってること冒険者と変わらなかったな。

			「勇者と違い、魔王様はそのものが国を統一する王という立場ですからね。根本的に生活の仕方も違いますよ。ちなみに、この休暇や給料の仕組みを定めたのはイスベル様です」

			「前まではなかったのか」

			「そうですね。先代魔王の死後、一度魔族の国は崩壊しました。イスベル様は何もない状況から始めたのです」

			　イレーラは、俺の目を見ながらそう言ってきた。

			　この女、しれっと俺のことを責めてくる。

			　先代魔王を倒したのは俺だから仕方がないことではあるけれど。

			「本当に、魔王イスベル様はよくぞここまで国を建て直してくれました。あの方ほど慕われている魔王は、歴代でも初代様以来らしいですよ」

			「……忘れがちだけど、あいつもすごいやつだよな」

			　イスベルは、たった六年で一つの国家を建て直したのだ。

			　先代に仕えていた魔族たちを軒並み失った状態から、まず数人の実力者たちを連れ戻し、そこから少しずつ人を増やした。

			　人材が揃ってから、また少しずつ信頼出来る人を増やしていき、最終的に今の国を築き上げたのである。

			　もちろん、先代の残したものや人脈を利用してはいるのだろうが、それでも快挙だ。

			　そんな奇跡を起こした魔王として、イスベルは多大なる支持を得ている。

			「その魔王を二人も倒してしまったあなたもあなたで化物ですけどね……勇者とは皆そうなんですか？」

			「いや……俺も詳しくは知らないけど、ここまで戦い続けている勇者は珍しいとは聞いたよ」

			「辞めてしまったのですか？」

			「いや、死んだ」

			「……なるほど」

			　一代の魔王に、多いときで三人の勇者が犠牲になるそうだ。

			　俺は運が良かった。

			　仲間にも、環境にも恵まれて、ようやくたどり着いたのだから。

			　もう辞めてしまった以上、関係なくなってしまったけど。

			「奇跡のような魔王と勇者が揃ったというのに、二人とも辞めてしまったわけですね……もったいないというか」

			「俺もイスベルも、そこまで超人じゃなかったってことじゃないか？　年齢も年齢だしな」

			　イスベルも俺も、年齢自体はそう変わらない。

			　だからこそ、がむしゃらに戦っていただけの俺と国を一つ背負っていた彼女では、天と地ほどの差があるのだ。

			　年齢は近くとも、イスベルへ積み重なっている責任は俺とは桁違いなのだから。

			「皮肉だな。一番偉いはずなのに、『やめたい』っていう自由すら叶えられないなんて」

			「……申し訳ないと思ってしまうのと同時に、情けなくも思います。ここまで来て、まだイスベル様に頼らなければならないなんて」

			「二番隊……だっけ。あんたらだけでは手に負えないって、そんなやつが本当にいるのか？」

			「ええ。二番隊隊長のサドールは、狡猾で残忍な男です。目的のためなら、どんな手段を使ってでも達成しようとします。どの部隊も、正面から戦えば無事では済まないでしょう」

			　そんな魔族がいたことを、俺は今回の件で知った。

			　一度は魔王城に乗り込んだとはいえ、極力魔族を相手取らないようにして姑息に立ち回ったからな。

			　俺の使命は『魔王を殺す』ことであったため、他の魔族を殺す必要はなかったのである。

			「そんなサドールに従う二番隊の連中も、頭のおかしい者ばかりです。ファントム様よりも圧倒的に」

			「ファントムのことは頭のおかしいって認識してるんだな……」

			　隊長のことも平気で貶すとは、イレーラはやっぱり大物なのではないだろうか。

			「中でも、二番隊副隊長であるオネットは別格で――――」

			「っ……」

			　そんなとき、俺たちは同時にあることに気づいた。

			　周りの魔族たちの食事をする手が、止まっている。

			　全員が全員虚ろな目をしており、意識自体がないような――そんな印象を与えてきた。

			「噂をすればなんとやらという言葉がありますよね」

			「ああ、あるな」

			「――今まさに、その状況です」

			　次の瞬間、周りの魔族たちが一斉に飛びかかってきた。

			　動作がぎこちないとこから見るに、何かに操られているように見える。

			　俺とイレーラは床を転がるようにして離脱し、正面の出入り口から外へ飛び出した。

			「っ！　あぶね！」

			「きゃっ！」

			　店を出ると同時に、イレーラの肩を抱いて前方へ転がる。

			　頭上を、熱い何かが掠めていった。

			　目の前には手を突き出したままの魔族がいる。

			　どうやらこいつが火の魔術を放ってきたらしい。

			「おいおい……どういうことだよ」

			　店の周りには、虚ろな目をした魔族たちがずらりと並んでいた。

			　どいつもこいつも、魔力の流れがおかしい。

			「人形魔術(ドールマジツク)……先程話した、オネットの魔術です」

			「質の悪い魔術を使うな……」

			　無属性の中で、幻惑魔術と一、二を争う凶悪な魔術だ。

			　自分よりも魔力が圧倒的に少ない者を、人形のように操る。

			　敵を同士討ちさせたり、人質を手に入れるために使われる、いわば集団戦専用の魔術。

			「どうやら、私たちの存在はとっくにバレていたみたいですね」

			「だな。何でバレたかは置いておいて――」

			「ええ。オネットの魔術は操作性能は高くとも、範囲はそこまで広くありません。この周囲を突破することが出来れば、逃げ切れるかと」

			「なるほど、その情報はありがたい」

			　俺はエクスダークを抜き放ち、イレーラは借り物の剣を抜いて構える。

			　こうして、俺とイレーラの脱走劇が始まった。

		

	
		
			　

			見つかる勇者

			　

			　飛びかかってきた魔族たちをかわしながら、エクスダークを使って押しのけたり、攻撃を受け流していく。

			　ただの町民とはいえ、皆が皆魔族であることには変わらない。

			　力は強いし、たまに魔術を使ってくる者も混ざっている。

			「どこかにオネット本人がいるはずです！　ここを抜けたら探し出しましょう！」

			「ああ！」

			　声をかけあいながら、俺とイレーラは町民の包囲網を掻い潜っていく。

			　イレーラの身のこなしはさすがとしか言いようがない。

			　適度に避けつつ、隙を狙って剣の柄で町民を戦闘不能にさせている。

			　下手すれば殺してしまいかねないやり方だが、技術面に長けるイレーラにとっては造作もないようだ。

			　ちなみに、俺は加減しきれないので避けるだけである。

			　それにしても、かなり店から離れたのだがいまだ抜け出すことが出来ない。

			　よく見れば、俺たちの足止めをしつつ進行方向に回り込んでいる町民がいる。

			　だいぶ統率が取れていなければ、こうはならないだろう。

			　しかしこれでは、どんなに抜けようとしても埒が明かない。

			「たしか人形魔術って、対象のことが見えてないと操れないんだよな？」

			「そう記憶してますが……っ！」

			　町民たちの猛攻を避けつつ、俺は辺りを見渡す。

			　よくよく考えれば、こうも人垣が高いとこれだけの人数を目視し続けるのは難しいはずだ。

			　つまり、候補として残るのは――。

			「それは、上しかないよな」

			　俺は町民の突進をかわすと同時に、上空を見上げる。

			　少なくとも、空には浮いていない。

			　ならば残すは高い建物だ。

			　近くでももっとも高い建物を探してみれば、明かりを灯しておくための灯台が目に入った。

			「口閉じてろ！　舌噛むぞ！」

			「へ？」

			　イレーラの腰に手を回し、そのまま抱える。

			　町民たちが飛びかかってくる前に、俺は地を蹴って飛び上がった。

			　近くの民家の屋根に飛び乗り、走り出す。

			「何をしているんですか！」

			「これだけの人数を視界に入れ続けられるのは、この辺りでは灯台しかない！　このまま屋根を伝って灯台まで行くぞ！」

			「分かりましたから！　自分の足で走れますので離してください！」

			「あ、そうか」

			　抱えている手を離すと、イレーラも少しよろけながら走り出す。

			　女性を抱えて走るっていうのはまずかったな。

			　理解はしたから、そんなにジト目で見ないでほしい。

			「――いました。灯台の屋根の上です」

			「あれか」

			　灯台の天辺に、黒いローブを羽織った男が立っていた。

			　無表情で佇むその両手からは、時たま光を反射する魔力で出来た糸が伸びている。

			　あれが人形魔術を使用している証拠だ。

			「オネット！　今すぐ港の人たちを解放しなさい！」

			「イレーラ……始末スル。他の隊長、副隊長もすべて……ここで始末スル」

			「っ！　なるほど……初めから私を消すつもりで待っていたんですね」

			　なるほど、納得だ。

			　俺の存在までバレているのかと思って疑問しかなかったが、初めからイレーラだけが狙われていたのならば理解出来る。

			「目撃者も……ここで始末スル」

			　オネットの指が奇っ怪に動くと、民家の周りから複数の町民が現れた。

			　驚異的な身体能力で屋根の上に飛び乗った町民たちは、俺たちの姿を確認すると飛びかかってくる。

			「イレーラ、その剣であいつを斬れるか？」

			「もちろん。どんな剣でも、振らせてもらえるのであれば斬ってみせます」

			「……分かった。じゃあ、今からあんたを打ち上げてオネットのところまで飛ばす。そしたら――」

			「一撃で斬り伏せればいいんですね？」

			「話が早い」

			　俺の頭にあるビジョンとして、レオナと巨大タコ相手に戦ったときの攻撃を思い出していた。

			　あのとき、レオナが俺をタコに向かって蹴り飛ばすことで、一気に接近することができたのだ。

			　さすがに身体能力の面で蹴り飛ばすことは不可能だが、ひとつだけ方法がある。

			「飛べ！　あとはバランスを保つことだけを考えろ！」

			「っ！」

			　イレーラが屋根を蹴って体を浮かせると同時に、俺はその靴の底めがけてエクスダークを振る。

			　俺が思いついた方法とは、エクスダークを使ってイレーラを打ち上げることだった。

			　これなら上手いこと力が込められる。

			　確かな手応えとともに、俺はイレーラをオネットへ向けて飛ばすことに成功した。

			『主……さすがにそろそろ傷つくぞ』

			「こればっかりは本当に悪い。あとで丁寧に磨かせてくれ」

			『ならば許そう！』

			「ありがとうな！」

			　イレーラを打ち上げたあとは、自分の方だ。

			　すぐそこまで迫ってきている町民たちを何とかしなければならない。

			　エクスダークを逆手に持ち替えると、そのまま屋根に突き立てる。

			　するとそのまま屋根が壊れ、埃(ほこり)とともに俺の体は下へと落ちていった。

			　埃(ほこり)が目くらましにもなり、町民たちは俺を見失って攻撃が出来ない。

			　魔力感知の精度を上げて、この下に誰もいないことは確認済みである。

			「行け！」

			「魔流剣術・居合の段――」

			　一瞬のうちにオネットに肉薄したイレーラは、脇に剣を構えていた。

			　それを、抜くと同時にただ振り抜く。

			　イレーラが行ったことはそれだけであったが、彼女がそれをすることで、それだけのことが神業へと昇華した。

			「――竜尾」

			　剣を納めると同時に、ゆっくりとオネットが崩れ落ちるのが見えた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「どういうわけだ……これ」

			「分かりません。いつからこうだったのか、それとも――」

			「初めからこうだったのか、だな」

			　灯台の屋根の上。

			　港を一望出来るこの場所には、オネットの死体が倒れていた。

			　いや、死体といっていいのかも謎である。

			　なにせ、中身がないのだから。

			「まるで陶器で出来た人形だな……まさか、マリ『オネット』なんてオチじゃないだろな」

			「ありえそうだからやめてください……副隊長であるオネットは、どこの生まれかも、副隊長になる前のことも一切不明な男でした。副隊長になった理由は、サドールが連れてきたからです。もしも初めから人形であったならば……」

			「一つ聞きたいんだけど、そのサドールってどんな技とか魔術を使うんだ？」

			「……分かりません。魔術師であるとは聞いているんですが」

			　ならば、そのサドール自身が人形魔術の使い手である可能性が高い。

			　いかにも周りを信用しなさそうな狡猾で残忍な男なのだから、裏切るかもしれない者を副隊長には置かないだろう。

			　それこそ、絶対に逆らわない『人形』などでないと――。

			「サドールは、一切信用されないまま実力だけで隊長になった男です。もし、本当に魔王軍を乗っ取るために今動いているとしたら、初めからそのつもりで隊長を目指していたのかもしれませんね」

			「得体の知れないやつだな……本当に」

			　俺とイレーラは、人形に背を向け、灯台を下りる。

			　下では突然崩壊した家や、操られていた者たちが正気に戻ったことで騒ぎが起こっており、混乱を極めているようだった。

			　俺は、この混乱に乗じてすぐさま退散しておくべきだったと、次の瞬間には後悔することになる。

			「おい！　人間がいるぞ！」

			　一人の男が俺を指差し、言った。

			　俺は恐る恐る自分の格好を確認すると、思わず声をもらした。

			「「――あ」」

			　気づいたのは、イレーラも同じタイミングだったらしい。

			　俺が深くかぶっていたはずのフードが、取れていた。

			　逃げている最中か、それとも屋根から落ちたときか、それは分からない。

			　重要なことは、今の俺は人間である自分の容姿を、大衆の前に晒してしまったということである。

			「きっとあいつが犯人だ！　捕らえろ！」

			　一人がそう言えば、周りの魔族もそれに同調して動き出す。

			　これでは、あまり状況が変わっていないな……。

			「逃げますよ！」

			「ああ！」

			　俺たちは、迷うことなく駆け出した。

			　まずは鍛冶屋に行って武器を回収し、そのまま町を出るために。

		

	
		
			　

			豪快な副隊長

			　

			「ブレイルさん！」

			「ああ、副隊長の嬢ちゃんか……ほれ、もう出来てるぞ」

			「ありがとうございます。早速受け取らせてください！」

			「そりゃもちろん――って、外がやけに騒がしいな」

			「気にしないでください！　これ、代金です！」

			　鍛冶屋に飛び込んだイレーラがやり取りをしている間、俺は外で時間稼ぎをしなければならない。

			　もはや俺たちにとっての暴徒と化した町民たちは、イレーラの言葉にも耳を貸さずに俺へと手を伸ばしてくる。

			「土の壁(グランドウオール)！」

			　手をかざし、地面から分厚い土の壁を生やす。

			　これで道を閉ざすことが出来た。

			『塞がれた！　そっちに回り込め！』

			『挟み撃ちにしろ！』

			「……諦めてはくれないのか」

			　壁の向こうからそんな声がして、俺はうなだれた。

			　このままでは再び見つかって、追われるのも近い。

			「こいつは反り返った片刃の剣で、和の国から流れてきた技術を使った剣だ。薄刃で折れやすくも見えるが、半端な力じゃ刃こぼれ一つしねぇ。斬れ味も抜群だぜ」

			「なるほど……名だけ聞かせていただけますか？」

			「『リュウリンマル』だ。上手く使ってやってくれ」

			「リュウリンマル……ありがとうございます。一生をともにする覚悟を決めておきます」

			「おう。修理はいつでも承るからよ」

			「はい。それでは！」

			　イレーラが店から飛び出してくる。

			　その手には鞘(さや)に納められた片刃の剣があった。

			「お待たせしました。行きましょう」

			「ああ！」

			　合流した俺たちは走り出す。

			　まずは町を出て、魔王城の周りに存在する城下町へと行かなければならない。

			「いたぞ！　人間だ！」

			「今まで魔王様がいなかったのは、人間の仕業だって聞いたぞ！」

			「きっと全部あいつの仕業だ！　捕まえろ！」

			　好き勝手いってくれる。

			　あながち間違いではないけれど。

			「っ！　止まってください！　すべて誤解です！」

			　イレーラが駆け寄ってくる魔族たちに声をかける。

			　しかし――。

			「イレーラ様まで……！　きっとあの人間が操っているんだ！」

			「正気に戻ってくださいイレーラ様！　人間なんかと一緒にいてはいけません！」

			「……ッ！　どうしてここまで」

			　俺は無言でイレーラの首根っこを掴むと、そのまま魔族たちに背を向けて走り出す。

			「さっきも聞いてもらえなかっただろ。無駄だ」

			「すべての人間が敵というわけじゃないって……分かってもらえないのでしょうか」

			「俺を勇者だと知って攻撃してくるならともかく、俺が人間だから攻撃してきてるんだ。魔族と人間のわだかまりは、もはや見ただけで敵視するようなところまで来てるんだよ」

			「……」

			　イレーラのように、少しでも理性的なやつがいてくれるだけで十分だ。

			　俺自身も、人間がいいものだなんてこれっぽっちも思っていない。

			　すべてが悪い人ではないというのは、裏を返せばすべてが良い人ではないということ。

			　それを排除したければ、人間ごと排除してしまえばいいだけのことだ。

			　俺には彼らの行いを責める気にもなれない。

			　人間側も魔族も、自業自得なのだから。

			「戦争なんて、さっさと終わればいいのにな」

			「……まったくです」

			　イレーラの首根っこから手を離し、ここからはともに走る。

			　種族の壁というのは恐ろしいが、こうして魔族と人間が肩を並べることだって出来るはずなんだ。

			　魔王のために勇者が戦うなんてことが、実際に起きているのだから。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　あれから町を脱出することに成功した俺たちは、近くの森の中で休んでいた。

			　さすがに町の外までは追ってこなかったため、こうして体力の回復に努めることが出来ている。

			「そろそろ出発するか？」

			「ええ。元々そこまで疲れていたわけではないですし」

			「そうだな……ただ、ここから歩いて城下町まで行かなければならないと思うと、ちょっと億劫だ」

			「距離はありますからね。馬車も借りられませんでしたし」

			「気長に行くしかないか」

			　俺は体を預けていた木から離れると、ため息を一つ吐いた。

			　ここから城下町までは、歩いて四時間ほどはかかるそうだ。

			　到着は昼を過ぎて夕方になるとすると、丸二日はイスベルたちとは合流出来ないということになる。

			　この間に、何も起きていないといいのだが――。

			「想像以上に時間を取られてしまいましたし、城下町での滞在は出来る限り短くしましょう。また騒ぎになる可能性もありますし」

			「そうだな。どんな形でも、一般人と戦うのはごめんだ」

			　城下町への道は、しっかりと整えられている大きな街道となっている。

			　多くの荷台を連ねている商人や、魔物の亡骸を運ぶ巨大な滑車が通っても余裕があるくらいには広く、魔物などもめったに出ないらしい。

			　一度しか通ったことはなかったが、改めて見るとずいぶんと親切な道だ。

			　ここでもしっかりとフードをかぶることで、一応のカモフラージュとする。

			「こういった場所では問題ありませんが、難関なのは城下町に入るときですね。検問がありますので」

			「そうだったっけ？」

			「ええ。前まではなかったのですが、今では昼夜問わず行われています」

			「防犯の意味では強くなったんだろうけど、俺からすると迷惑な話だな」

			　さっきの襲われ方で分かる通り、フードが脱げてしまうと一瞬にして人間であることがバレてしまう。

			　検問というくらいだ。

			　当然フードは剥いでくるだろう。

			「ですが安心してください。私に考えがありますので」

			「え、そうなのか？」

			「はい。アデルさんは安心してついてきてくださいね」

			　拳を握って気合を入れているイレーラ。

			　その様子に少しの不安を覚えてしまうが、今は彼女以外に頼れるものはない。

			　ここは任せてみるとしよう。

			　

			　それからしばらくして、俺たちは城下町の検問へとたどり着いた。

			　ここには城下町、そして魔王城を囲むようにそびえ立つ巨大な壁があり、この向こうに行くために検問を通らなければならない。

			「少々待っててください」

			　イレーラは得意げな顔で検問に近づいていくと、魔族の兵士に話しかける。

			　兵士は魔王軍の副隊長が来たということで、畏まった様子だ。

			　周りの兵士たちもそれに気づき、それぞれが敬礼の姿勢を取る。

			　当事者のイレーラは兵士としばらく話した後、兵士たちの詰め所の方へと案内されたようだ。

			　詰め所に入る前に、俺にジェスチャーにてついてくるよう指示が飛んでくる。

			　本当に大丈夫なのだろうか……。

			「イレーラ様、こちらになります――と、その方は？」

			「私の連れです。まずは中で詳しい話をさせてください」

			「あ、これは失礼しました。中へどうぞ」

			　俺が近づいていくと、イレーラの一言でするりと中へと案内されてしまった。

			　イスと机だけの簡単な休憩場所のような部屋で、俺たちはまず並んで座る。

			「最初に、これを見てください」

			　そう言って、イレーラは俺のフードを――剥いだ。

			「なっ、何して」

			「に、人間！」

			　兵士は俺の正体に気づいた瞬間、帯刀していた剣を抜こうとする。

			　それを、イレーラが手で制した。

			「待ってください。この人間は無害です」

			「しかし！　人間は我らの敵で――」

			「大丈夫です。この方は、私の夫になる方ですから」

			　そのとき、部屋の空気が凍りついたのを感じた。

			　この一瞬だけは、イスベルの魔術よりも早く冷え込んだだろう。

			　こいつは、何を言っているんだ？

			「いいいいいイレーラ様!?　な、何をおっしゃるんですか!?　この男は人間……」

			「種族なんて関係ありません！　この方は私が夫と見定めた男なのです！　いくら同胞でも、それを否定することは許しませんよ！」

			「えええええ!?」

			　分かった、この女――勢いで押し通す気だ。

			　中に入れてしまえばこっちのものと思っているんだろう。

			　それは間違ってはいないが、やり方が無茶苦茶だ。

			　下手すれば、イレーラすらも疑われてしまうだろう――。

			「え!?　イレーラ様に旦那!?」

			「まじかよ！　俺憧れてたのに！」

			「嫌だああああああ！」

			　うわ、めっちゃ騙されてる。

			　部屋にいた数人の兵士たちが騒ぎ出し、頭を抱えて悶えている。

			　そうか、イレーラは美人だもんな。

			　魔王軍の中でも、きっちり人気があったらしい。

			「そういうわけですので、両親に挨拶をするためこうして連れてきたのです。通してもらえますよね」

			「う、ううっ……分かりました……そういうことなら。おい人間！　イレーラ様を不幸にしたら殺してやるからな！」

			「幸せになってください！　イレーラ様！」

			「応援っ……うっ、してます！」

			　何だ、この図は。

			　兵士たちの泣きっぷりを気の毒に思いつつも、上司だろうがもう少し疑う心を持ってもいいんじゃないだろうか。

			　まだ港の人たちのほうが疑り深かったぞ。

			「大丈夫です。この方といるだけで、私は幸せですから。ね、あなた」

			「あー、そうだな。しあわせだー」

			　口を開いてみれば、あからさまな棒読みが飛び出してしまった。

			　しかし兵士たちはもはやこっちに意識を向けていなかったため、それには気づかない。

			　まあ、これで何とかなったわけだ。

			　イレーラには後で感謝すると同時に事情聴取をするとして、まずはこのまま城下町に入ろう――とした、そのときである。

			「何じゃ騒々しい。到着したばっかりで、せっかく休んでおったというのに……」

			　俺たちが抜けていこうとした扉を開けて、一人の老人が姿を現す。

			「ぎ――ギダラ様……」

			　そこにいたのは、イスベルをもっとも近くで支えている男、魔老賢者ギダラであった。

		

	
		
			　

			分かち合う勇者

			　

			「イレーラ、貴様港におらんと思えばなぜこんなところに」

			「これには深い事情がありまして！」

			「そうじゃな、其奴と一緒にいる訳を話してもらわねば、ここで主らを焼かねばならなくなる」

			「ッ！」

			　そりゃ気づくよな、何十年、下手したら百年単位で魔術師をやってる男なんだ。

			　どんなに魔力を隠そうが、臭いで分かるのだろう。

			「そこに突っ立ってる主らは検問に戻れ。我らが退散するまで、ここに入ることを禁ずる」

			「は、はっ！」

			　部屋にいた兵士たちは、我先にと外へ出ていった。

			　人払いを行ったギダラは、改めてイスに腰掛ける。

			「それで？」

			「……」

			「大人しく座るぞ」

			　イレーラとともに、俺は再び席に戻る。

			　絶えずこちらを警戒してくるギダラの存在に居心地の悪さを感じつつも、どう話すべきかと思考を巡らせた。

			「ひとまず、俺から言っておきたいことがある」

			「何じゃ」

			「ここに来たのは、勇者としてじゃない。俺はこの前のイスベルとの戦いから、勇者を辞めている。証拠に、今の俺は聖剣を持っていない」

			「……そのようじゃな。しかし、そう簡単に今まで敵対していた者を信じることが出来ると思っているのか？」

			「信じてもらうしかない。俺に交戦の意思はない」

			「……」

			　ギダラに下手な言いくるめは通用しない。

			　熟練の勘と読みで、俺の浅はかな考えなどすぐに見通されてしまうだろう。

			　だからこそ、本気の言葉をそのまま伝えるしかないのだ。

			「――どうやら、嘘はついていないようじゃな。本当に敵対の意思はないと」

			「ああ」

			「ならばなぜ、この大陸を訪れた。うちの一番隊副隊長まで連れて」

			　それに対し返答しようとすると、俺の言葉を遮ってイレーラが口を開いた。

			「一つ誤解がございます。私は勇者に連れられているのではなく、私が勇者を連れているのです」

			「何？」

			「なぜなら、私は勇者を夫とすることを両親に報告――」

			「それはもういいっ！」

			　俺はイレーラの口を手で塞ぐ。

			　モガモガと何か言っているが、これ以上話をややこしくされたくない。

			「なんじゃい、嘘か」

			「たった一ミリでも信じないでくれ。それはトラブルなく城下町に入るための方便だ」

			「それが方便というのであれば、ちゃんとした理由もあるのだろうな？」

			「もちろんだ――」

			　俺はその後に、これまで起きたことをすべて伝えた。

			　勇者を辞めて隠居しようと思ったら、イスベルと再び顔を合わせてしまったこと。

			　その後、ファントムとイレーラが連れ戻しに来たこと。

			　協力を要請してきたこと。

			　そして、俺がそれに応じたこと。

			「――そうか、ファントムが」

			「サドールってやつがこの国によくないことをしようとしてるっていうのも聞いている。俺はそいつを止める手伝いってことで、この国に来たんだ」

			「事情は分かった。しかし、なぜじゃ。元とはいえ、勇者であるお主が、なぜ魔王を助ける？」

			「……俺たちは、分かり合えたから」

			　立場は違えど、勇者と魔王は表裏一体。

			　一番遠くにあり、同時に一番近くもある。

			　それが、妙な親近感を抱かせた。

			　そして何より、もう責任のために戦いたくないという気持ちが、合致している。

			「俺は大衆のためにはもう戦えない。だけど、イスベルのためなら戦える。あいつのためなら、まだ剣を振れるんだ」

			「……おかしな人間だ」

			　ギダラは呆れたようにため息をついた。

			　そしてしばらく考え込むような仕草を取って、ようやく顔を上げる。

			「分かった。魔王様と一番隊の二人に免じて、お主を信じよう。元勇者、アデル」

			「ああ、ありがとう」

			「よもや、お主から礼を言われる日が来るとはな……そういうことであれば、改めて魔王様の手助けを頼みたい。お主の助けが得られるならば、こちらの戦力が一気に跳ね上がる」

			「元よりそのつもりだよ。こちらこそ、手を貸させてくれ」

			　ギダラが差し出してきた手を握る。

			　と、同時に、詰まらせていた息を少しずつ吐き出した。

			　何だかんだいって、かなり緊張していたのだ。

			　こうしていい方向に話が進んでくれて、心底安心した。

			「盛り上がっているところすみません。私のこと、忘れてたりしませんよね」

			「……」

			　いつの間にか手の拘束から逃れていたイレーラが、俺たちを冷めた目で見つめていた。

			　どうしたって、忘れてたと言える空気ではなかった――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「それで、どうするつもりだったのじゃ？」

			「ひとまず魔王城まで行って、イスベルたちと合流するつもりだった。戦闘になれば力を貸せるけど、勝手に動けば事態を悪い方向に持っていってしまうかもしれないから」

			「なるほどな。ではこのまま魔王城へ向かうぞ」

			　イレーラをなだめた俺たちは、城下町を歩いていた。

			　機嫌は良くなっていないものの、むすくれたままのイレーラもあとについてきている。

			「サドールに何か動きってあったんですかー」

			「お主はいつまで不機嫌なんじゃ……まあいい。サドールは港にイスベルが上陸した段階で、宣戦布告を行ってきた。確実に、我らと敵対する気じゃろう」

			「ずいぶんと大胆ですね」

			「うむ、大胆すぎる。確実に勝てる算段がなければ、あれほどまでの挑発は出来ないはずじゃ」

			　勝てる算段か――。

			　ファントムが詳しく話してくれたとき、サドールは人間の勢力を取り込み始めたと聞いていた。

			　その人間の勢力が何かは分からないが、二番隊の隊長の身分で魔王を倒せると思えるほどには、強い勢力を取り込んだんだろう。

			　魔族に力を貸すような人間の組織――レッドの顔が少しだけ浮かんできた。

			　虹の協会がサドールに力を貸しているなら、その自信も少しは分かるのだが……もしそうだったら最悪だ。

			「裏に何がいるか分からぬ以上、迂闊には動けぬ……正面から叩き潰そうにも、その正面に敵がおらねば仕方ないからのう」

			「……その通りだな」

			「せめて他の部隊の隊長たちが戻ってくれば――っ！」

			「「ッ！」」

			　ギダラの言葉の途中で、俺たち三人はすぐに身構えた。

			　感じたのは、殺気。

			　俺とイレーラはそれぞれ剣を抜き、ギダラは手元にどこからともなく杖を出現させて待ち構える。

			「上じゃな」

			「ああ」

			　上を見上げれば、三つの影が俺たち目掛けて落ちてきている。

			　フードを深くかぶった三人だ。

			　それぞれが鉄で出来た爪のような武器を装備しており、俺たちに向けて迷いなく振り下ろしてくる。

			　それを受け止めた瞬間、甲(かん)高(だか)い金属音とともに衝撃が駆け抜け、足元の石が少し割れた。

			　重い一撃ではあるが、イレーラの一撃よりは圧倒的に軽い。

			「きゃぁぁぁ！」

			「喧(けん)嘩(か)か!?」

			「ギダラ様とイレーラ様がいるぞ！」

			　どこからともなく悲鳴が上がる。

			　こんな白昼堂々襲ってくるなんて、サドールってやつはどこまで自信があるんだ。

			「一度距離を取るぞい！」

			「ああ！」

			「分かりました！」

			　俺たちはそれぞれの相手を押し返すと同時に、構えながら距離を取る。

			　その際、襲ってきた三人のフードが取れて、顔が明らかになった。

			「――っ！　どういうことだ……？」

			「嘘……さっき倒したはずなのに」

			　そこにいたのは、先程イレーラが倒したはずのオネットだった。

			　人形だったとはいえ、倒したはずの敵がいることは驚くべき点である。

			　しかし、さらに驚くべきは、その顔が――三つ並んでいることであった。

		

	
		
			　

			港へ戻る勇者

			　

			「どういうことじゃ……オネットが三人」

			「あいつら全部人形だ。港で交戦したけど、中身は空洞だったよ」

			「サドールが人形魔術使いだという噂は本当だったか……なるほど、ならこいつらは全員人形なんじゃな？」

			「ああ、そのはずだ」

			　俺がそう答えると、ギダラは杖を構えたまま一歩前へ出る。

			「身内に騙され続けていたというのは、ここまで怒りが湧いてくるものなんじゃな……もう、許しておけぬ」

			　三体のオネットが、一斉にギダラに向かって飛びかかってくる。

			　ギダラは自分の杖を連中に向けたまま、目を閉じた。

			「転移魔術(テレポートマジツク)――」

			　直後、オネットたちの体の動きが鈍くなり、地面に落ちる。

			　オネットたちの体の構造が、どこかおかしい。

			　腕が足に、足が腕に。

			　パーツをつけ間違えてしまったみたいに、全身がバラバラになってしまっている。

			「――混乱(シヤツフル)。無機物であれば、ほれ、こんな簡単に始末出来る」

			「相変わらず、とんでもない魔術だな」

			「そう褒めなくてよい。それよりも、さっさと頭を潰しておけ」

			　ギダラの魔術は、物と物を入れ替える転移魔術だ。

			　生物の場所を入れ替えたり飛ばしたりするためには、大量の魔力が必要となるらしい。

			　しかし、無機物が対象であれば、そこまでの魔力は必要ないそうだ。

			「さすがギダラ様。オネットが何体で襲ってこようが、ギダラ様の前では無力ですね」

			「無機物相手なら、いくらでも壊してやるわい。ただ、生物相手じゃと少々辛く感じ始めてのう……歳には勝てぬ」

			「触れにくい話題ですね」

			「イレーラ、お主想像以上に言葉に遠慮がないのう……」

			　それは俺も思った。

			　正直なことはいいことだが、俺相手ならともかく魔王軍ナンバー２にまでその対応とは恐れ入る。

			「申し訳ありません。なにぶん、上司がファントム様なもので」

			「それは仕方ないのう」

			「仕方ないのかよ……」

			　確かにあいつもあいつでツッコミどころ満載だけども。

			　俺はエクスダークを使ってオネットの頭を砕いていく。

			　もう動くことは出来ないだろうが、一応完全に破壊しておいたほうがいいだろう。

			「こいつで最後だ」

			　二体を壊した段階で、最後の一体にエクスダークを振り上げた。

			　その瞬間――。

			「くっくっく……まあ、この程度では相手にならないですよね」

			「っ！」

			　突然、オネットの口が開き、そこから声が響いてくる。

			「サドール……ッ！」

			「おや、その声は……イレーラも一緒だったのですか。ギダラ様だけを狙ったつもりですが、二人相手ではますます不足でしたね。これはこれはご無礼を」

			　――どうやら、視界は確保出来ていないようだ。

			　ならば俺の存在はまだ気づかれていない。

			　黙っていたほうが無難だろう。

			「港でもよくやってくれましたね。同じ副隊長同士、もう少しいい勝負になると思ったのですが」

			「副隊長同士って……まず魔族でもないというのに」

			「差別はいけませんよ、オネットも自分なりに生きていたはずです」

			　なるほど、こいつはファントムよりも圧倒的に『気持ちが悪い』。

			　言葉の中に、何もないのだ。

			　悪意も、敵意も、親しみも、何も。

			　まるで空気とでも喋っているかのような、虚無感。

			　この男からは、本質というものが一切見えてこない。

			「ま、中身はないですけどね。そんなオネットを、よくも倒してくれましたね。これにはさすがの私も堪忍袋の緒が切れてしまいました」

			「だから何だというんじゃ」

			「怒りのあまり、何人ものオネットを送り込みたいところだったんですが……ギダラ様相手ではやはり無駄でしょう。こうなったら八つ当たりをするしかありません」

			「……っ！」

			「そうそう、それはそれとして、最近ペットを飼い始めたんですよ。どれも大きすぎてこの大陸では飼えなかったので、仕方なく放し飼いにしてたんですが……今日突然会いたくなりまして、港に呼び戻しておきました」

			　大きすぎるペット……。

			　かなり嫌な予感がする。

			「そのペットの中でも、とびきり暴れん坊なやつらを呼んでしまったんですよ。きっと私に会えるのが嬉しすぎて、暴れてしまうかもしれませんね。港は広いですから、きっと受け入れてくれるでしょうが」

			「何をする気なんじゃ……お主」

			「別に何も。私はペットを呼んだだけですから」

			「っ！　どこまでも食えぬ男じゃ」

			「くっくっく、せいぜい私のペットたちと戯れてください！　きっと喜ぶので！」

			　サドールの高笑いが響く。

			　ひとしきり笑うと、オネットの口が閉じて力なくうなだれた。

			　どうやらリンクが切れたらしい。

			「くっ……サドールは何をしようとしてるんじゃ……！」

			「少し、心当たりがある」

			「何!?」

			「俺はここに来るまでに、ありえない大きさのタコと交戦した。もしあれのことを指しているのであれば――」

			　島かと勘違いするような亀。

			　街一つを隠してしまいそうなほどの鳥。

			　そして――。

			「――鉤(かぎ)爪(つめ)一つで山を崩せるほどの竜」

			　聞いている話の中では、それしか思いつかない。

			　そんな規格外の魔物たちが襲ってくるとなれば、港など一瞬にして壊滅してしまうだろう。

			　下手をすれば、そのまま城下町だって……。

			「そんな化物が送られてくるならッ！」

			「すぐにでも港へ戻らねばならぬな……仕方がない。お主ら、ワシの周りに寄れ」

			　その言葉に、イレーラが目を見開く。

			「ギダラ様……その」

			「何じゃ」

			「大丈夫なのですか？」

			「問題はない。代わりに、港で戦闘するならば主らに前線に立ってもらうぞ」

			「っ！　はい！」

			　転移魔法、先程も言った通り、生物を移動させるのに使用される魔力は無機物の比ではない。

			　本来希少な転移の魔石を使わなければ出来ないことを、ギダラは好きなタイミングで好きな所に移動させられるのだ。

			　当然、老人となってしまったギダラにかかる負担は計り知れない。

			「本当に、歳は取りたくないもんじゃ！」

			　ギダラは、自分の杖を地面につく。

			　すると、ギダラを中心に青白い魔法陣が広がった。

			　この光自体は転移の魔石で見慣れているが、魔法陣自体は数えるほどしか見たことがない。

			「転移魔術――転送(トランスフアー)！」

			　魔術の名が叫ばれると、俺たちの体を浮遊感が包む。

			　転移の魔石と同じ感覚だ。

			　一つ瞬きをすれば、もうそこは城下町ではない。

			　今朝まで俺たちがいた、港の景色だ。
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			明かす勇者

			　

			「はぁ……はぁ……」

			「ギダラ、大丈夫か？」

			「お主らに心配されるほど衰えてはおらぬわい」

			　息を切らしていたギダラは、数秒で落ち着きを取り戻した。

			　空気中に漂う魔力を吸い込み、その何割かを自分の魔力とする呼吸法があると聞いたが、おそらくそれだろう。

			「ふぅ、これでまたあと一回くらいなら転移出来そうじゃわい。それで、来たはよいがどうするんじゃ？」

			「とりあえず町の中心に行こう。何か騒ぎになってるかもしれないし」

			　何がともあれ大切なのは、すでに巨大生物が到着してしまったか否か。

			　それを確認するため、俺はフードを深くかぶって駆け出す。

			　もうあんなミスは犯せない。

			「――ちょっと待ってください」

			　走り出した俺を、イレーラが止める。

			　イレーラは目を閉じ、周囲の気配を探っていたようだった。

			「町中が静かすぎると思って探ってみたら、海岸沿いの方が騒がしいみたいです」

			「海岸沿い……分かった、行こう」

			　イレーラの鍛え上げられた五感は信用出来る。

			　俺たちはその後迷うことなく、海岸沿いへと駆け出した。

			　町を走っていても、確かに人の気配がない。

			　しかし海岸沿いに近づくにつれ、人々のざわつく声が聞こえてきた。

			「ここか……！」

			　たどり着いた海岸には、イレーラの感じ取った声の通り、たくさんの町民がいた。

			　皆が皆海の方向を見ながら、混乱している様子である。

			「なんですか……あれ」

			「少々、侮っておったわい」

			　海岸についた瞬間、二人は空を見上げて呆気にとられた様子で空を見上げた。

			　俺も似たようなやつを一度見たとはいえ、さすがに慣れない。

			　なにせ、それは町を影で覆ってしまうほどに巨大な鳥なのだから。

			「今度は空か……」

			　港町の上空に現れたその鳥は、かなりの高度にいるはずなのに羽ばたき一つで突風を巻き起こしていた。

			　海が揺らされ高波が発生し、この距離でありながら木々が倒れる。

			　真下からどれだけの力で飛び上がろうが、あの鳥の前では無力だろう。

			　何も出来ず、地面へと叩きつけられるのがオチだ。

			「鷹のように見えるのう……種類がどうとか言っている場合じゃないだろうが」

			「この距離ではさすがに斬れません……」

			　俺の飛剣でも、おそらく届かない。

			　届いたとしても、限りなく威力は抑えられてしまうだろう。

			　そんなことを考えていると、再び町民たちの声が大きくなる。

			　また海の方を見ているようだ。

			「――これはワシでも冷や汗が止まらんぞ」

			　海に、巨大な島が浮いていた。

			　いや、島ではない。

			　真っ直ぐこちらに向かって動いているのだから。

			　そしてもう一つ。

			　巨大な鷹より低空を飛んできているのは、同じくらい巨大な竜である。

			「島かと勘違いするような亀。街一つを隠してしまいそうなほどの鳥。鉤(かぎ)爪(つめ)一振りで山を吹き飛ばす竜……揃ってしまったな」

			「様々な魔物を見てきたが、ここまで巨大なのは初めてじゃ……」

			「遠距離攻撃が出来る魔術ってあるか？」

			「一応、届くだけの魔術はある。しかし大したダメージは見込めんじゃろう。まだ可能性があるとすれば……主らをあの魔物たちの上に転移させるくらいか」

			「いい案だけど、魔力は十分か？」

			「このくらいの距離ならば主らを往復させるくらいの魔力があるわい」

			　確かに、それなら直接魔物たちに攻撃を仕掛けられる。

			　まず上の鷹を倒し、今度は上陸される前に亀と竜を倒す。

			　それで何とかことを解決させられるはずだ。

			「よし、それで行こう。まずは俺たちを――」

			　俺がそう言おうとすると、どこからともなく爆発音が響く。

			　その方向を見ると、どういうわけか亀と竜の体に何かが着弾するように爆発していた。

			「今度はなんだよ！」

			「アデルさん、あそこに船が」

			「船？」

			　亀の横を並走する形で、一隻の船が見える。

			　どうやらあれから大砲が発射されたらしい。

			　それにしても、あの船には見覚えがある。

			「野郎ども！　どんどん撃ち込みな！」

			「頭部を狙え！　甲羅に当たったんでは意味がないぞ！」

			　甲板で声を張っているのは、レオナとシルバーであった。

			　やっぱりあれは、俺を途中まで運んでくれたシルバーの持つ船だ。

			「人間の船じゃな。なぜこんなところに」

			「俺の仲間――みたいなものだ。巨大生物の対応に行くって言ってたから、それを追ってきたんだと思う」

			「む？　貴様の仲間はあの三人ではないのか？」

			「勇者を辞めたあとに知り合ったんだよ。だから、俺が勇者であることも知らない」

			「なるほどのう。それにしても、獣王レオナに騎士王シルバーとは……やはりお主もカリスマ性はしっかり持っているようじゃな」

			「え、知ってるのか？」

			「当たり前じゃ。人間側の大きな戦力は、すべて頭に入れておる」

			　大陸を超えて名前が知られているのか。

			　ほんのちょっとだけ、あの二人を見くびっていたのかもしれない。

			「人間側の実力者ですか。ギダラ様、協力を申し出てはいかがでしょう」

			「……誇り高き魔族が人間を何度も頼るとは、情けない。情けないが――やむを得まい」

			　ギダラは再び地面に杖を突き、魔法陣を展開した。

			「これからあの二人をここに転移させる。事情の説明はアデル、お主に頼む」

			「分かった」

			　魔法陣の光が一層強くなり、気づけば船の上にいたはずの二人の姿が消えていた。

			　そしてすぐ横に、人の気配が二つ増える。

			「うわっ！　何だい!?」

			「ここは……港町か？」

			　二人は突然転移したことに思考が追いついていないようで、混乱しているみたいだ。

			「二人とも、よく来てくれた」

			「アル……貴様がいるということは、ここは魔族大陸か？」

			「ああ。ほら」

			　海の方を指し、竜と亀の姿を確認させる。

			　そして上空を見上げ、鷹の存在を確認させた。

			「頼む。あいつらを討伐するために、協力してくれ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――なるほどな。そこにいる魔族の力で転移して、魔物たちの体の上に飛ぶと」

			「ああ。そうすれば攻撃が届くようになる」

			「ふむ。悪くない案ではあるが……」

			「何か問題があったか？」

			　少しだけ渋い顔をしたシルバーは、ギダラとイレーラの方を見ながら再び口を開く。

			「私は魔族が信用出来ない」

			「あたしも同感だね。あたし自身は人間ってわけじゃないけど、人間側だ。散々争ってきた魔族と協力するなんて、ちょっとばかし恐ろしいね」

			　そうなるよな。

			　魔族の思考が凝り固まっているのなら、人間だって同じだ。

			　どう足掻いても、共闘しようと言われてはい分かりましたとはならない。

			「ただ、これを聞かせてくれれば、協力もやぶさかではない」

			「……何を？」

			「貴様が、何者であるかだ」

			　俺は言葉に詰まってしまった。

			　シルバーとレオナは、真っ直ぐ俺を見つめている。

			「貴様といた時間は長くはないが、その間で驚くべきことが何度もあった。霊獣を倒せる人間など、数えるほども見たことがない。だというのに、私がどれだけ調べても貴様の素性は分からなかった」

			「あたしも知りたいね。初めてあたしを捕まえた男が、いったい何者なのか」

			　そんな気は毛頭ないが、これはもう、誤魔化すことも出来そうにない。

			「俺は……」

			　ギダラもイレーラも、俺を見ていた。

			　俺がどう答えるか、気になっているのだろう。

			　なぜこうも、言葉を紡(つむ)ぐのが恐ろしいのだろうか。

			　途中で逃げた者として、非難されるのに怯えているのか。

			　――いや、そうだとしても、今恐れている場合じゃない。

			　目の前の脅威を何とか出来なければ、どの道終わりだ。

			　それなら、今自分の正体を話したところで同じである。

			　言わずに後悔するなんて、それこそ自分を許せない。

			「俺は――――元、勇者だ」

		

	
		
			　

			協力する魔と人

			　

			「おい、あいつ……」

			「さっきの人間だ！」

			「やっぱりあいつがこの騒ぎを起こしてるんだ！」

			「他にもいるぞ！」

			　町民たちが、俺たちに気づいた。

			　そのまま捕らえようと近づいてくるが、それを阻むように爆発が走る。

			「主らはしばらく黙っておれ。今大切な話をしているんじゃ」

			「ギダラ様!?　しかし――」

			「黙っておれと言っておるんじゃ。あの魔物どもを退けるために、今話し合っているのじゃからな」

			「っ……」

			　町民たちが静かになる。

			　さすが魔王軍の大臣、言葉に有無を言わせない凄みがあった。

			　俺の目の前にいるレオナとシルバーは、何かを考え込むような素振りをしている。

			　空気が重い。

			　そんな中、初めに口を開いたのは、レオナであった。

			「――何だ、そういうことだったのかい。どうりで強いと思ったよ！」

			「へ？」

			　レオナは頭に手を当てて笑いだした。

			　呆気にとられてそれを見ていると、シルバーも一つため息をついて、静かに笑う。

			「勇者アデル、だから『アル』か。少し安直ではないか？」

			「気づかなかったあたしらも馬鹿じゃないかい？」

			「勇者が一端の冒険者をやっているなど、夢にも思わないだろう」

			「それもそうさね！」

			　どういうわけだか、二人はそこまで動揺していないように見える。

			　バレていたというわけではないようだし、何がなんだか分からない。

			「なに湿気た面してんだい！　これから戦うってときに」

			「だって……二人とも、勇者の仕事を放棄した俺を責めないのか」

			「はぁ？　別に責めやしないよ。大体あんなかたっ苦しくてひどい扱いの仕事なんて、辞めちまって正解だよ。あたしなら三日も持たないね！」

			　レオナはそう言って、再び快活な笑いで吹き飛ばす。

			「私が国の王であったならば、勇者などという仕事を一人に任せるなどしなかった。貴様は間抜けな国によって作られた、ただの犠牲者だ」

			「そういうわけさ。だから、魔族と戦いもしなかったあたしらがあんたを責めることなんて、絶対にないんだよ」

			「貴様は勇者だのと言う前に、私の家臣だ。素性が知れた以上、手助けをしない意味はない」

			「あたしにとっては想い人みたいなもんだからね！　あんたにお願いされて、断ることなんてしないさ」

			　シルバーは剣を抜きながら、レオナは拳を鳴らしながら、俺にそう声をかけてくる。

			　今まで悩んで隠していた俺が馬鹿みたいだ。

			　こんなことなら、もっと早く言っておけばよかった。

			　――いや、違う。今だったから意味があるんだ。

			　出会ったときに伝えていたら、多分こんな関係にはなっていない。

			「行くよ、アデル」

			「私たちをここに呼んだということは、何か作戦があるのだろうな」

			「っ！　ああ！　今から説明する」

			　巨大生物たちが上陸するまで、まだ少し時間がある。

			　上空の鷹も、二体が上陸するまでは襲ってくる様子がない。

			　この間でなら、作戦を伝えられる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「なるほど、ご老人の魔術を使うんだな」

			「うむ。ワシが主らを転移させ、魔物どもの背中に飛ばす。その後は主ら次第じゃ」

			「あいつらを落下させたり、ぶちのめせばいいんだね？」

			「そういうことになるのう」

			　敵は三体、俺たちはギダラを抜いて四人。

			　誰がどいつを担当するかが重要になってくるだろう。

			「生憎だが、私にあの化物どもを一撃で倒せるような技はない。代わりといってはなんだが、守ることに関しては絶対の自信がある」

			「だったらシルバーには、町を守ってもらうか。俺たちがやつらと戦えば、その余波が来るだろうし」

			「任せておけ。この町には被害一つ出さないことを約束しよう」

			　シルバーは胸に手を当てて、そう言い切った。

			　この男が守るといったら、絶対に守り抜いてくれるという確信がある。

			「じゃああたしらでデカブツどもを落とせばいいわけだ！」

			「ならば、竜を任せてもらえないでしょうか。竜の鱗というものを斬ってみたいのです」

			「いいんじゃないかい？　ならあたしは亀がいいね！　あの甲羅を打ち砕いてみたいもんだ！」

			　二人がその二体を担当してくれるのなら、俺が相手にすべき敵は絞られた。

			「俺は上の鷹を斬る。これで相手は決まったな」

			　そう言い切った瞬間、ギダラが再度杖を地面に突き立て、魔法陣を展開する。

			　その光は俺とレオナとイレーラを包み込み、転移の準備を整えた。

			「決まったなら覚悟を決めい。すぐにでも主らを飛ばすぞ」

			「ああ、頼む」

			「いつでもいいよ！」

			「試し切りにはちょうどいいです」

			「威勢のいい連中じゃ……よし、飛ばすぞい！」

			　光が一層強くなる。

			「転移魔術――転送(トランスフアー)！」

			　再び浮遊感に包まれ、俺の見ていた景色が一瞬にして変わる。

			　広がっていたのは、青色だった。

			　そして、感じる強烈な寒さ。

			　それもそうだろう。ここは、雲よりも高い場所なのだから。

			「……まるで地面に立ってるみたいだな」

			　上空を飛んでいた鷹の上に、俺は立っている。

			　生き物の上に立っているとは思えないほどの安定感があるが、戦いやすくて好都合だ。

			「行くぞ、エクスダーク」

			『やっと我の出番か。主に磨かれて絶好調の我の力を見せるときが来たのう！』

			「ああ、お前が最高の相棒だってこと、証明してくれ」

			『任せておけ！　我以外の剣が物足りないようにしてやるわ！』

			　俺はエクスダークを抜き放ち、鷹の背中に向けて振り下ろした――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――ギダラといったな。貴様、大丈夫か？」

			「ぜぇ……ぜぇ……」

			　三人を転移させたギダラは、苦しげに息を吐きだしていた。

			　もはや杖を支えにしなければ立っていることも出来ず、気だるげにうなだれている。

			「魔力の使いすぎのようだな……回復のポーションが必要だろう」

			　シルバーは懐から青い液体の入っている容器を取り出した。

			　それをギダラに差し出すが、彼はなぜか受け取ろうとしない。

			「無用じゃ……ごほっ」

			「っ！　おい！」

			　シルバーの手を払いのけると同時に、ギダラは口から大量の血液を吐き出す。

			　地面に水たまりが出来るほどに溢れ出したそれは、シルバーの靴の先を少し汚した。

			「やつらには黙っとれ……魔王様にも、まだ知られてないんじゃからな」

			「――もう、長くないのか」

			「うむ。魔力回路がもう使い物にならなくてのう……酷使しすぎた代償じゃろうて。こうなった以上、これから何度戦えるかも分からん」

			　ギダラは膝に手をつき、杖に体を預けながらも、なんとか立っている。

			　そのまま強引に手の甲で血を拭い、地面の血も足で消した。

			「魔力はあるんじゃ……回路が追いついてないだけでのう」

			「転移魔術は恐ろしくコストがかかる。何十年と使い続ければ、そうなるのもうなずけるな」

			「戦い抜いた証じゃ。しかし……まだ回路が万全ならば、お主らに頼ることもなかったじゃろうな」

			　そういうギダラの顔は妙に痛々しく、シルバーでさえも顔をしかめた。

			　何十年、何百年と魔王軍に貢献し続けた魔術師の行き着く先は、こうも残酷であるのか。

			「本当に、伝えなくてよいのか」

			「うむ。伝えないでくれ。変に心配され前線を追い出されるより、最後まで魔王軍の大臣として戦い続けることが、ワシの死に場所には相応しい」

			「……見事。としかいうまい」

			「人間に認められるとは、妙なこともあるもんじゃ。長生きするもんじゃのう」

			　盛大に笑い声を上げるギダラは、はたから見れば元気な老人そのものだろう。

			　体の中身が崩壊しているなんてこと、誰にも分からないのだから。

			「私も、魔族とこうして話すことになるとは思わなかった。家臣のおかげだ」

			「アデルか……元勇者でありながら、我々を敵視しないとは……妙な男じゃ」

			「あの男には、人を集団ではなく、個で見る力が備わっている。付き合い自体は短いが、それくらいは分かる。だからこそ、私はやつを家臣だと認めているのだ」

			　上空にいるであろうアデルに視線を向けながら、シルバーは淡々と語った。

			「事情はまだ聞いていない――が、家臣が味方をしている限り、王もまた、貴様ら魔族に力を貸そう。貴様の生き様に免じ、後悔のない死に場所を用意してやる」

			「かっかっか！　頼もしいのう。頼むぞ、騎士王よ」

			　彼ら自身が、今この瞬間に人間と魔族の垣根を越えたことに気づいていない。

			　名前のつけようがない絆だけが、ここにはあった。

		

	
		
			　

			命を燃やす獣王

			　

			「よーし！　ついたね！」

			　レオナが転移した場所は、巨大な亀の甲羅の上だった。

			　苔の生えた甲羅は少々滑りやすいが、いざとなったら手をついてでも戦えるレオナには関係ない。

			「さて、あんたには恨みがないが、上陸させるわけにはいかないんだ。ちょっくら、倒させてもらうよ！」

			　亀は鈍重な動きではあるものの、着実に港町へと進んでいる。

			　その目には明らかな敵意が宿っており、このまま港町に上陸してしまえば、多くの人間が犠牲になることは間違いない。

			　それを止めるため、レオナは足元に向けて拳を放った。

			「っ！　割ってやりたいとは言ったけど、やっぱり硬いねぇ……」

			　試しに振り下ろした拳は、亀の背中に傷一つ負わせることが出来なかった。

			　そして、この巨大な亀はれっきとした魔物。

			『人』に攻撃されたことが分かれば、それなりの反撃を行ってくる。

			　突然、甲羅から光る玉が湧き出すように溢れだしたかと思えば、それはレオナの周囲を漂い始めた。

			「何だい……これ」

			　レオナが警戒心むき出しでそれを睨んでいると、徐々に光球の光が強まっていく。

			（まずいっ！）

			　嫌な予感を覚えたレオナがとっさに回避行動を取ると、次の瞬間にはすべての光球の光が限界に達し、同時にすべてが爆発した。

			　巻き上がる煙の中から抜け出したレオナは、体勢を整えながら周囲を見渡す。

			「こいつは厄介だね……」

			　甲羅の到るところから、光球はまたもや溢れ出していた。

			　それは無差別に宙を漂い、レオナの近くにあるものから順に爆発していく。

			　故に彼女は常に動き続けなければならず、少しずつ体力が削がれていくのだ。

			　さらに爆風を完全にかわしきれてはおらず、長引けば長引くほど火傷(やけど)は増える。

			　一刻も早く亀を討伐出来なければ、いずれレオナは力尽きてしまう。

			「もう甲羅に拘ってる暇はないか！」

			　レオナは光球をかわしながら、頭部に向かって駆け出す。

			「頭に拳をぶち当てれば、さすがに効くだろ！」

			　飛び上がったレオナは、真っ直ぐ亀の頭に降下しながら拳を振りかぶる。

			　鈍重な動きでは到底かわすことなど不可能な速度での攻撃は、確実に命中する――かと思われた。

			　しかし、レオナの一撃が命中することはなかった。

			　亀は手足や頭を甲羅の中にしまうことが出来る。

			　それは、この巨大な亀であっても例外ではない。

			　一瞬のうちに甲羅の中に頭を引っ込めたことで、レオナの拳は当たらなかったのだ。

			「うわっ！」

			　結果として、レオナは海へと放り出されることになる。

			　真っ直ぐ海へと落ちていくレオナは、焦った様子で手足をバタつかせながらも何かに気づいたように目を見開いた。

			「こんな風には使ったことないけど、やってみる価値はあるさね！」

			　口を大きく開いて息を吸ったレオナは、大きく体を反らしたあと、それを吐き出して海面に叩きつける。

			　鼓膜が破られそうなほどの声とともに放たれたそれは、ただの空気ではなく、魔力によって固められた高圧のエネルギー弾だ。

			　獣人特有の技であり、彼らはこれを『獣砲』と呼ぶ。

			　獣砲が放たれると、その反動でレオナの体は少し浮かび上がった。

			　しかし、それでも甲羅の上には届かない。

			「弾けろ……っ！」

			　ただ、それで終わらないのが獣王の一撃である。

			　海面に衝突した獣砲は、爆散した瞬間に衝撃波を発生させた。

			　それは海を弾き、同時にレオナの体にも影響を及ぼす。

			　猛烈な勢いで空へと舞い上げられたレオナは、遥か上空から亀を見下ろすことになった。

			「あっちゃー……ちょっと飛びすぎたかな。でも、この高さなら！」

			　レオナの鼓動が周囲に聞こえるほど大きく脈動する。

			「獣神の鼓動(ビーストビート)！」

			　獣人の中でも限られた者のみが使用出来る、もっとも強力でありながらもっとも危険な技だ。

			　全身の血流の速度を引き上げ、筋力、速度、反射神経すべてを極限まで高める。

			　この状態では、獣王とまで呼ばれるレオナですら二分しか持たない。

			「重力たす、私の腕力たす、獣神パワーだ！」

			　拳を握りしめたレオナは、真っ直ぐ降下しながら振りかぶる。

			「獣神拳！」

			　そして、獣の神の拳が亀の甲羅に叩きつけられる。

			　衝撃と轟(ごう)音(おん)が響き、海に衝撃が駆け抜けた。

			「――嘘でしょ」

			　それでも、亀の甲羅にはヒビ一つ入っていなかった。

			　むしろ壊れたのはレオナの拳のほうであり、皮膚が割けて血が流れ出している。

			（チッ……骨にヒビが入っちまったよ）

			　自分がどう拳を痛めたかなど、レオナにはすぐ分かる。

			　しかし、それでも彼女には拳を振るう以外のことは出来ない。

			「それが何だってんだい！」

			　もう一度同じ手で、獣神拳を放つ。

			　それでも、甲羅に傷一つつくことはない。

			　何度やっても、その事実は変わらなかった。

			「参ったね……」

			　レオナの手の出血は、さらに多くなっていた。

			　骨の状態も悪化したようで、手の甲が青く変色し始めている。
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			（あと殴れて一発……左手じゃ右手ほどの威力は出ないし――もう仕方ないか）

			　獣神の鼓動が効いている時間は、あと一分と少し。

			　それ以上の酷使は命に関わる。

			　とはいっても、その前に亀が港に上陸してしまうだろうが――。

			「あぁもう！　仕方ないねぇ！」

			　レオナは再び上空へと飛び上がる。

			　爆発する光球が迫っていたというのもあるが、大部分の理由としてはもう一度高さを利用したいからだ。

			（これを使うと当分は力が使えなくなるけど、もうそんなこと言ってられない）

			　遥か上空で、レオナの体から赤色のオーラが漏れ始める。

			　獣神の鼓動は収まり、レオナの表情は猛々しいものから穏やかなものへと変わった。

			「――獣神の命炎(ビーストオーラ)」

			　彼女の周りで、赤色のオーラが揺らめいている。

			　それはまさしく、命の炎。

			　生命力を燃料とし、現在レオナの体の中には莫大な魔力が生産されている。

			　むしろ魔力があり余り、外へ漏れてしまっている状態だ。

			「このモードだと、私でも十秒しか持たないからね。戯れもそこそこに、これで終わらせてもらうよ」

			　レオナの表情は、いつもの様子からは想像も出来ないほどに穏やかであった。

			　それが、命を燃やしている証拠である。

			　生と死の境目にいる彼女は、ある種の悟りの境地にいるのだ。

			「獣神拳――」

			　レオナは空中を蹴って、一気に亀へと迫る。

			　彼女を圧倒的な強者と認めた魔物は、大量の光球を甲羅から溢れ出させた。

			　しかし、もう遅い。

			「――命(いのち)火(び)」

			　小さな炎が灯った拳を、レオナは甲羅に向かって叩きつける。

			　ただの獣神拳とは桁外れの衝撃が、亀を伝って海面を爆ぜさせた。

			　甲羅は砕け散り、拳はその下の肉にめり込む。

			　肉の下の内臓は破裂し、亀の体は深く深く陥没した。

			　海へ赤黒い液体が流れ出し、辺り一面を赤黒く変え始めた頃、砕けた甲羅の上に腰掛けていたレオナが息を吐く。

			「はぁ……ほんとにこれは使いたくないもんだね」

			　浮いている甲羅の上に体を投げ出したレオナは、目を閉じて寝息を立て始めた。

			　これが大陸亀を叩き割った女だと言っても、誰も信じないだろう。

			　分かる者にだけ分かればいいと、彼女は言うだろうが。

		

	
		
			　

			剣の副隊長

			　

			「っと。さすがに不安定ですね」

			　イレーラが転移した場所は、巨大な竜の上だった。

			　竜というのは、本来伝説の魔物である。

			　めったに姿を現すことはなく、秘境などに生息していると言われており、まれに現れるときは人々の町を一つは滅ぼすという逸話があった。

			　その逸話はあながち間違いではなく、実際に竜によって町が滅ぼされた結果、Ａランク冒険者に討伐依頼が来ることもある。

			「しかし――硬いですね」

			　足裏でコツコツと竜の背中を蹴るイレーラは、眉間にシワを寄せながら言う。

			　竜のウロコは、防具の素材として最高級の部類にされるくらいには強度に長けており、さらに魔術への耐性も高い。

			　ほどほどの剣では傷一つつかず、生半可な魔術では怯みもしない。

			　故に、竜のことを最上種と呼ぶことがある。

			「リュウリンマルの初戦の相手として、不足はありません」

			　イレーラは新しい自分の剣、リュウリンマルを抜き放つと、足元へと突きつける。

			　その瞬間、大きく竜が身を捩り、空中で暴れ回った。

			「なっ」

			　竜の咆(ほう)哮(こう)が、空へ響き渡る。

			　そうやって体を二転三転と捩るせいで、当然のことながら、イレーラの足場はなくなった。

			（敵だと判断してくれましたか……）

			　真っ直ぐ海へと落下していくイレーラは、冷静に竜の行動を分析していた。

			　このままでは海に落ちると思われたそのとき、彼女は空中で身を翻すと、そのまま空中に着地する。

			「空(くう)歩(ほ)――――魔力の消費が激しくて普段は使えませんが、今はそれどころではないですからね」

			　空歩とは、エアウォークと呼ばれる風属性魔術の一種だ。

			　足元の空気を固め、そこに乗る。

			　常に足の裏に気を使わねばならないし、常時魔力を使い続けなければならない。

			　それがコストとして大きいため、魔術主体で戦う者の中に使用者は極端に少なかった。

			　イレーラはあくまで剣技主体なため、空歩に回す魔力に余裕があるだけである。

			『ガァァァァァァ！』

			　竜の雄叫びが空に響く。

			　真下にいるイレーラを睨みつけた竜は、その顔自体を彼女に向けた。

			「……来い」

			　牙を顕にして、竜はイレーラに向けて突進してくる。

			　衝突の直前に顎(あご)の下に潜り込んだイレーラは、下から竜を受け流すべく力を入れた。

			　しかし――。

			「っ！　重すぎる……」

			　受け流そうとするが、質量がそのまま威力に直結するように、当然竜の突進がひと一人に何とか出来るものではない。

			　納刀したままであったことがまだ救いであったが、イレーラの体は結局受け流しきれず、空中で吹き飛ばされた。

			「空歩ッ！」

			　宙を舞ったイレーラは再び空歩を使用し、足場を作る。

			　海面スレスレで身を翻した竜は、そのままイレーラと同じ高さまで浮上した。

			　竜にとって人間も魔族も等しく下等種族である。

			　その下等種族に自分の攻撃を受け流されて、頭にきたのだろう。

			　怒りの形相で、イレーラに明確な殺意を向けていた。

			「竜と対(たい)峙(じ)したのは初めてですが……これはとんでもない迫力ですね」

			　イレーラは恐怖で鳥肌が立った腕を押さえつけ、目をそらさずに負けじと竜を睨み返す。

			「行きますよ、リュウリンマル」

			　空中を蹴ったイレーラは、真っ直ぐ竜へと飛びかかった。

			　まず狙うのは、目。

			　視界さえ潰すことが出来れば、イレーラにとってはただの的となる。

			　それが簡単に出来れば苦労はしないのだが――。

			「はぁぁぁ！」

			　覇気を含んだ雄叫びを上げながら、イレーラは竜へと飛びかかっていく。

			　そんな彼女を迎撃するために、竜はその豪腕を振るった。

			（大丈夫。一撃の威力は大きいけど、かわせないわけじゃ――）

			　イレーラは空歩を連続で使用し、空中を跳ねる。

			　そうすることで、軌道上から逸れることに成功した。

			　しかし、竜の一撃はそれだけでは終わらない。

			「きゃっ！」

			　巻き起こったのは、すべてを吹き飛ばしてしまいそうなほどの突風。

			　足場を作っているだけのイレーラは、たやすく吹き飛ばされてしまう。

			「鉤(かぎ)爪(つめ)を振っただけでこれですか！」

			　身を捻って体勢を整えることに成功したイレーラは、何とか空歩を使用し着地することができた。

			（あまり長くは戦ってられませんね……）

			　イレーラの頬を、冷や汗が伝う。

			　一撃でも受ければ木っ端微塵にされてしまう状況であり、なおかつ不安定な足場で自慢の鍛え上げた体幹も役に立たない。

			　さらには落ちないために空歩の魔術を使い続けなければならない。

			　そんな状況が、彼女の体力をいつもより多く消費させていた。

			「まずは刃を届かせなければ……」

			　イレーラが竜へ目を向けると、竜はあざ笑うかのように頭上を飛び回っていた。

			　そして再度イレーラに顔を向けると、その口を開く。

			　魔力が口を中心に集まっていき、膨大なエネルギーへと変換される。

			　魔物のみが使用出来る技、ブレスだ。

			「ここでブレスですかっ」

			　ブレスは、ランクの高い魔物の口から放たれる魔力を原材料にした光線だ。

			　魔物によっては大地を割り、巨大な船を一撃で吹き飛ばす。

			　この世界でもっとも強力な兵器といっても過言ではないもの、それがブレスだ。

			　実は、同時刻に戦っているレオナの相手である亀も、甲羅から湧き出させる形でブレスを使用している。

			　魔物によって放ち方はそれぞれなのだ。

			（これじゃちっとも近づけない！）

			　竜は一度体を反らしたあと、頭を突き出す勢いも乗せてブレスを放った。

			　真っ直ぐイレーラに向かってくるブレスだが、彼女はそれを空歩を利用してかわす。

			　確かに桁違いの威力があるブレスだが、基本的に真っ直ぐにしか飛ばない。

			　これほどまで巨大な竜であるならば、予備動作から見切ることも容易である。

			　ただ、その威力は見た目に違わず、強大であった。

			「……洒落になりませんね」

			　ブレスが着弾した部分の海面は、一瞬にして蒸発していた。

			　湯気が立ち上り、穴の空いた部分には海水が流れ込むことで巨大な渦が出来ている。

			　あれがイレーラに命中していれば、瞬時に蒸発させられていただろう。

			『コオォォォ……』

			「っ！　もう一度やる気ですか」

			　竜は今一度ブレスを放とうと、口に魔力を溜め始める。

			　そして、放つ予備動作として再び体を反らした。

			（好機！）

			　それは同時に、イレーナにとっても攻撃の機会につながる。

			　空歩で足場を蹴り、一気に肉薄した。

			　しかし刃が届く間合いに入る前に、竜のブレスが放たれる。

			「魔流剣術・斬の段――」

			『ガァ！』

			　頭を突き出す形で、ブレスが放たれた。

			　イレーラはそれを最低限の動きでかわし、ブレスに沿うように真っ直ぐ竜の頭へと飛び上がっていく。

			　ブレスを放っている間の竜は、彼女の動きに対応することが出来ない。

			「――昇竜」

			　竜の頭とすれ違いざまに、イレーラは剣を振るう。

			　刃はウロコを切り裂き、その目に一筋の切れ込みを入れた。

			『ガァァァァッァアァァァ！』

			「なんだ、思いの外斬れますね……いや、リュウリンマルが優れているだけか」

			　片目を失った竜は、怒り狂いイレーラに向けて鉤(かぎ)爪(つめ)を放つ。

			　しかし、満足に狙いも定められない攻撃では彼女の技の前では無力だ。

			「魔流剣術・受け身の段――水竜」

			　彼女の体が揺らめいたかと思えば、川の中に腕を入れたときに水が避けていくように、竜の腕がすり抜ける。

			　自身の体から力を抜き、まるで液体のようにあらゆる攻撃を流す技、それが魔流剣術・受け身の段『水竜』だ。

			　本来、魔流剣術とは『竜』を元に作られた剣術である。

			　数百年も昔の話、伝説といわれる剣豪が竜の動きを参考に作り上げたといわれている。

			　それが今に伝わり、魔族の剣士たちにとっての主流剣術となったのだ。

			「母なる竜相手にこの剣を振れるとは……やはり、相手にとって不足なし！」

			　鉤(かぎ)爪(つめ)が振られた際の風圧で、再び空へと舞い上げられたイレーラは、空歩を使用し天井を作る。

			　イレーラは体を反転させてその天井に足をつき、脚力に重力を加算する形で竜へと接近した。

			「魔流剣術奥義――」

			　竜が鉤(かぎ)爪(つめ)を振ろうとするが、もう遅い。

			「竜星！」

			　まるで流星のような速度で竜へと肉薄したイレーラは、速度と体重を乗せた一撃を竜に叩きつける。

			　リュウリンマルはその刀身を怪しく光らせながら、竜のウロコをたやすく斬り裂いた。

			　重要な血管を斬り裂かれた竜は、大量の血液を撒き散らしながら海面へと落ちていく。

			「少しは自慢出来ますかね、竜を斬った女として」

			　空歩で空中に着地したイレーラは、そうして落下していく竜を見送るのだった。

		

	
		
			　

			不自由な勇者

			　

			『うほー！　高いのう！』

			「ああ、寒いくらいだ」

			　雲よりも高い場所、俺は大陸のはるか上空を飛行していた鷹の上にいた。

			（安定してるな……生物の上に立ってるはずなのに）

			　この大きさのせいか、まるで大地に立っているかのような安定感を感じる。

			『のう主』

			「何だ」

			『こやつを倒したあと、どうやって地上に下りるんじゃ？』

			「魔術でどうにでもなるさ。一応いくつか風属性の魔術も使えるし」

			『なら安心じゃな。よし、存分に斬り伏せようぞ！』

			　抜刀した状態のエクスダークに、俺は魔力を注ぎ込む。

			『んほぉぉぉぉ！　キタキター！』

			　注ぎ込んだ魔力はエクスダークの中で倍増し、黒いオーラとなって立ち上りだした。

			　アークオークや風の霊獣を倒したときと同じ物である。

			「悪いが、この一撃で終わらせてもらう！」

			　黒いオーラを放つエクスダークを、足元の鷹の体に振り下ろす。

			　このまま命中すれば、深い傷を負わせることが出来る――はずだった。

			「うおっ！」

			　突如地面、いや、鷹が体を揺らしたせいで、俺はバランスを崩す。

			　思わず気を取られてしまったせいで、エクスダークを覆っていた魔力も霧散してしまった。

			『チッ、気づかれたな』

			「ああ！　くそ、これじゃまともに立ってられない……！」

			　本格的に動き出した鷹の背中には、当然先程までの安定感はない。

			　手をついて鷹の背中の毛を掴んでいなければ、飛ばされてしまうだろう。

			「暴れるな！」

			　俺はエクスダークを逆手に持ち替え、そのまま鷹の体に突き立てる。

			　刃は肉に潜り込み、根本近くまで深々と突き刺さった。

			　しかし、鷹にはまるで効いていない。

			「これじゃ蚊に刺されたようなもんだな……」

			『我のことを蚊扱い!?』

			　肉に刺さったとはいえ、これほどまで巨大だと内蔵に届くどころか皮を斬ったようなものだろう。

			　刃が杭となって体を支えられるようになったが、これじゃどれだけかかっても鷹を倒すことなど不可能だ。

			「何とかこいつの動きを止めたいけど……！」

			『それならちょいと我に任せてみよ！』

			「何をする気だ？」

			『主と出会ったときに、我が主にしたことを忘れたか？』

			　俺とエクスダークが出会ったのは、ダンジョンの最下層だ。

			　そこでエクスダークを掴んだとき、こいつは俺の体を乗っ取るために神経を潜り込ませてきた。

			　――そうか、あの神経攻撃か。

			「あれと同じことが出来るのか？」

			『精神まで乗っ取るなんてことは出来ぬが、動きを制限させることは出来るはずじゃ！』

			「なら頼む！」

			『任せておけ！』

			　エクスダークの刀身が黒く染まっていく。

			　すると、肌の表面にまるで体の中を通る神経のような模様が伸びていく。

			『呪詛の神経(カースナーヴ)！』

			　神経が全身に回ると、鷹は一瞬空中で動きを止めた。

			　動きが止まったということは、羽ばたきも止まるということ。

			　つまり俺とエクスダークは、自然落下する鷹と一緒に雲を突き破り、真っ直ぐ大陸に向けて落ちることになる。

			『ぐっ、こいつ……図体がでかすぎて、我の支配が完全には回らん！』

			「マジか……」

			『元々人形の者を操る力だから、鷹にはよく効かんかったみたいじゃ。本来我を抜いても支配は続くはずじゃが、この鷹に関しては抜いた瞬間自由を取り戻してしまうじゃろう』

			「……一発勝負か」

			　エクスダークを抜いた瞬間自由になってしまうなら、体勢を整えるまでの一瞬の隙を突くしかない。

			　魔力をあらかじめ溜めておき、抜くと同時に振ることが出来れば、鷹を両断することが出来るだろう。

			「やるしかない。よし――」

			『待て！　主！　とんでもない魔力反応じゃ！　この鳥公、何かしようとしておる！』

			　エクスダークの言葉に反応し、顔を上げる。

			　すると、鷹の頭が目に入った。

			　その口には、魔力が集められている。

			「そうか、制御出来たのは体の動きだけだったな……」

			　この鷹、ブレスを放つつもりだ。

			　ここまで強いのであれば、ブレスを使えてもおかしくない。

			　懸念をしていなかった俺のミスだ。

			『来るぞ！』

			「っ！」

			　鷹は頭だけをこちらに向け、自分自身の体すれすれにブレスを放った。

			　太くはないため規模は小さいが、速く貫通力があるタイプのブレスだ。

			　とっさに体を倒して直撃は免れたが、肩をかすったせいでその部分が少し焦げている。

			　直撃したら、さすがに穴でも空くかもしれないな。

			　そして、さらに悪い知らせが飛び込んでくる。

			『おいおい、嘘じゃろ』

			「……これはひどいな」

			　鷹の口には、すでに新しいブレスが溜まっていた。

			　短く規模を絞ることで、連射を可能にしてるのか。

			　それに気づいたときには、もう二射目が放たれていた。

			「くそっ！」

			　俺は魔力を片腕に注ぎ込み、全力の強化を施す。

			　魔力を通したものは、通常のものよりも頑丈で、強靭なものとなるのだ。

			　そうして強化した腕で、俺は鷹のブレスを受け止めた。

			『主！　いくらお前さんでも――』

			「かわせないならこれしかないだろッ！」

			　手を突き出す形でブレスを受け止めているせいで、手のひらに焼ける痛みが走り続ける。

			　手のひらだけには収まらず、そのブレスは俺の腕を焦がし始めた。

			　いくら勇者の体が頑丈とはいえ、強力な魔物のみにしか扱えないブレスを素手で受け止めるなんてことは不可能だ。

			「ぐっ……あぁぁ！」

			　勢いを少しずつ殺し、徐々に軌道をずらしていく。

			　腕が限界に近づいてきたところで、上手く上に力を込めて俺から逸らすことに成功した。

			「はぁ……はぁ……」

			　左手はしばらく使えない。

			　表面が焼けてしまい、これでは上手く動かせないだろう。

			『主、頑張りに水を差すようで申し訳ないが、次が来る』

			「ああ、分かってる」

			　もうやるしかない。

			　俺は右手でエクスダークを抜き放ち、そのまま鷹の背中を蹴って距離を取る。

			「エクスダーク、タコを斬ったときよりも多くの魔力を注ぎ込む。耐えられるか」

			『誰に言っておる。我は伝説の剣、エクスダークぞ。聖剣に耐えられるものを、我が耐えられないいわれはない！』

			「っ、お前……分かった。じゃあ、遠慮なく！」

			　右手を通して、全力の魔力をエクスダークの中に注ぎ込む。

			　溢れ出すように黒いオーラが吹き出し、俺の体にまとわりつくように充満し始めた。

			『ぐっ……さすがに快感とは……いえんのう！』

			「――行くぞ」

			　自由を取り戻した鷹は、体勢を整えるために一度羽ばたく。

			　そうして頭をこちらに向け、溜めていたブレスを放つ姿勢になった。

			（やっぱり、そこまで溜めたブレスを中断するなんてこと、出来ないよな）

			　魔物が放つブレスには、当然溜めが必要だ。

			　溜め始めならともかく、魔力が光の粒子として目に見えるようになってから中断してしまうと、魔物自体にも負担がかかる。

			　下手すれば、口の中で暴発して頭が吹き飛ぶこともあるのだ。

			　だから、こうして優先的にブレスを放つと思っていた。

			　そしてブレスを放っている間、鷹は動くことが出来ない。

			　本来であらば危険な状況だが、この状況に限り絶好のチャンスとなる。

			「飛剣――――」

			　魔力を溜め込みすぎて、エクスダークがとても重く感じる。

			　体が軋(きし)みながらも、俺は無理やりエクスダークを振り抜いた。

			「――黒刀！」

			　黒い魔力を帯びた飛剣を、鷹に向けて放つ。

			　風の霊獣を倒したときのものより、数段階規模が大きい斬撃だ。

			　その斬撃は鷹のブレスすらも切断し、そのまま鷹自身の体も両断する。

			　胴体を斜めに切り離された鷹は、ゆっくりと自由落下を再開した。

			「はぁ……はぁ……」

			『も、もう入らない……今後はごめんじゃぞ』

			「ああ、もうしない」

			　俺の体も自由落下が始まった。

			　このままでは地面に激突してしまうため、風の魔術で勢いを殺す必要がある。

			「風の防御壁(ウインドガード)――あれ？」

			　自分の周りを風で覆う魔術を使おうとして、気づく。

			　魔力を、魔術回路に流すことが出来ない。

			　いつもなら即座に発動するはずの魔術が、どれだけ力を込めても発動しないのだ。

			『何をしておるんじゃ！』

			「わ、分からない！」

			　魔術を使えなくなった理由がまったく分からないまま、俺は港町へと落ちていった――――。

		

	
		
			　

			怒る騎士王

			　

			『どうするんじゃ!?　この高さじゃいくら主でも――』

			「分かってる！」

			　先程から何度試しても、魔力の流れを感じるだけで魔術が発動しない。

			　このままでは地面に叩きつけられ、俺の体でも木っ端微塵になってしまう。

			「エクスダーク！　何か策はあるか！」

			『魔力を流し込むのも出来ないんじゃろ!?』

			「ああ、どういうわけかな」

			『ならもう、我自身の魔力を主の肉体強化に使う！　幸いさっきの戦いで主が注いでくれた分が少し残っているからのう』

			「今考えられる策の中では、最善だな……」

			　それで俺が無事である可能性は、五分もないだろう。

			　仮に命は助かったとしても、戦闘不能なダメージを負ってしまうことは間違いない。

			　ただ、それでも生き残ることが出来る可能性があるなら――。

			「頼む！」

			『……任せよ』

			　黒い魔力が全身を包み込む。

			　やはり黒い魔力は肌に合わないのかもしれない。

			　妙な寒気が全身を駆け抜けた。

			　それでも、絶大な力を感じるのも事実。

			　俺は今、エクスダークに守られているのだ。

			『黒色強化(ブラツクベール)！』

			　これはもはや、黒い鎧(よろい)だ。

			　ただ、これでもこの高さから落ちたときのダメージは殺しきれないだろう。

			　俺は迫りくる地面を見つめながら、覚悟を決めた。

			「――あまり無茶をするな、家臣よ」

			　そんな声が聞こえたと思うと、俺の体は地面へと衝突した。

			　しかし、痛みがない。

			　何度か地面を跳ねる形で衝撃は感じるものの、それによって発生するはずのダメージがないのだ。

			　やがて完全に停止した俺は、呆然と辺りを見渡した。

			「港に落ちたのか……」

			「倒したあとの処理くらい考えておけ、馬鹿者」

			「っ……シルバー」

			　近くに仁王立ちしていたのは、他でもない、港の守りを任せたシルバーだった。
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			　何が起きたのかは分からない。

			　ただ、シルバーが俺を救ってくれたのには間違いないようだ。

			「よく分からないけど、助かった。ありがとう」

			「よい。それよりも――」

			　立ち上がろうとした俺の後ろで、何か重いものが落ちてくる音がした。

			　何軒もの民家を押しつぶす形で墜落したのは、先程俺が倒した鷹だ。

			　それを見て、俺は言葉を失う。

			　体を斜めに両断したはずなのに、まだ動いているのだ。

			『くっくっく……どこのどなたかは存じ上げませんが、私のペットたちを倒すとはやりますね』

			　さらに、その口から男の声が響いてくる。

			　この声は、城下町で聞いたサドールの声だ。

			『おそらくはイレーラ辺りですか？　まあいいでしょう。しかし、このまま終わるほど、私のペットは甘くありません』

			「何を……する気だ？」

			『おや、知らない声ですね。もはやあまり関係もないですが。何をするかって？　もちろん、悪あがきですよ。正真正銘の、道連れ狙いの悪あがきです』

			　あざ笑うかのような声に、顔は知らないはずのサドールの邪悪な笑みが浮かんでくるようだった。

			　悪あがきなどさせるわけにはいかない。

			「くっ、トドメを刺さないと……」

			「貴様は休んでいろ。邪魔だ」

			「えっ」

			「事情はよく分からぬが、今の貴様ではあれは防げまい。私が相手になろう」

			　シルバーは俺を押しのける形で、前に出る。

			　確かに今の俺ではトドメを刺せるかどうかも怪しいが――。

			　鷹は断面から大量の血液を吐き出しながら、頭をこちらに向けてきた。

			　その口には魔力が十分に溜め込まれている。

			「ブレスだ……っ！」

			　まだ撃てるだけの魔力を蓄えていたのか。

			　かわそうにも、この後ろには集まった町民たちがいる。

			　町民たちも魔物の様子に気づいており、それぞれが焦り散り散りに逃げようとしていた。

			　しかし、今逃げてもブレスの着弾時の爆発に巻き込まれるだろう。

			　ここで避ければ、間違いなく数人の町民が犠牲になってしまう。

			「うろたえるな！　民よ！」

			　そんな中に、シルバーの言葉が響いた。

			「私に任せておけばよい。逃げ惑う必要などないのだ」

			　シルバーの声を聞いた町民たちは、一様に動きを止めた。

			　魔族が人間の声に耳を傾けるというこの光景に、俺は驚きを隠せない。

			　これが、王のカリスマ性というやつなのだろうか。

			「来い、鷲よ」

			『この子は鷹ですよ！　失礼な方ですね』

			「どちらでもよい。私が直々に受け止めてやると言っているのだ」

			『――ほう……分かりました。では、受け止めてもらいましょうか！』

			　鷹の口に溜められた魔力が、最高潮に達した。

			　俺に向けて放っていた連射性の高いブレスとは違い、一撃に重きを置いたものだろう。

			　その分威力は高いはずだ。

			「どれほど威力があろうとも、私の『絶対防御』の前では無力である。さあ、どこからでも来い」

			『ふっ、そう言われて、真正面からあなたを狙うわけないでしょう！』

			「……何？」

			『ここで民衆たちに被害を出せば、疑われるのはあなた方だ！』

			　鷹の口が、直接町民を狙える方向に向きが変わる。

			　このままでは、何もせずとも町民たちが犠牲になってしまう。

			「止める――」

			『もう遅い！』

			　間に入ろうとした俺が間に合う前に、鷹の口からブレスが放たれてしまった。

			　駄目だ、ここからでは間に合わない。

			「この王たる私を無視するとは……万死に値する」

			　シルバーは鷹を睨むと同時に、持っていた剣を地面に突き立てた。

			　刹那、シルバーの魔力が突然跳ね上がり、辺り一帯に充満する。

			「――限界突破(リミツトブレイク)」

			　シルバーの口から、そんな言葉が聞こえた。

			　そして次の瞬間、ブレスが町民たちのいた場所に着弾した。

			　爆発が起き、魔族たちの悲鳴が聞こえる。

			　俺が呆然としていると、徐々に爆発にて舞い上がった煙が晴れていく。

			　そこには、凄惨な光景が広がって――いなかった。

			『……どういうわけでしょうか。民衆たちの声が減っていないのですが』

			「民を守るのが王の役割だ。私が立っている以上、民に傷一つ負わせなどしない」

			　魔族たちは、自分が無事であることに唖然とした様子で立っていた。

			　見たところ、誰一人として怪我を負っている者はいないらしい。

			「一時的に、私の周囲全体を『絶対防御』と同じ状態にする。それが、私の『限界突破』、銀の巨城(シルバーキヤスル)だ」

			　限界突破(リミツトブレイク)――魔物にブレスが扱えるように、意思を持つ生物に扱うことが出来る奥義の名称だ。

			　魔力回路の奥にある、本来閉じられているはずの『門』をこじ開けることで、通常よりも規模の大きい魔術や能力を使用することが出来るようになる。

			　当然いつもより多くの魔力を魔力回路に流すことになるため、体への負担も魔力の消費も比にならない。

			　しかし、上手く扱えるようになればこれ以上にない力となる。

			　この技術を扱える者は、そうはいない。

			　すべての人間、獣人、魔族を通して、もっとも高難易度の技術だからだ。

			『……想像以上に厄介な方のようですね。まあいいでしょう、あなたのような敵がいることが分かっただけでも、収穫です』

			「負け惜しみか」

			『ええ、負け惜しみです。出来ることならここで殺しておきたかった。しかしもう、ペットたちも間もなく命を落とします。これではどうしようもないので、私は大人しく去るのです。ペットたちの犠牲を無駄にしないためにね』

			　まったく心がこもっていない声色だ。

			　ペットという名の巨大な魔物たちも、サドールにとっては捨て駒でしかなかったのだろう。

			　俺たちの情報を少しでも集めるための、捨て駒だ。

			「どこかで待っていろ、私もこの戦いに参加する……貴様は王たる私を蔑ろにした。不敬な貴様には、私自ら引導を渡す」

			『ほう、では……待っていますよ。この子を倒した、もうひとりの方もね』

			　鷹の頭が俺の方向へと向いた。

			「……ああ」

			『くっくっく……それでは、また会うときまで――ごきげんよう』

			　鷹の頭が地面に落ちる。

			　辺りには鷹から出た血液が巨大な血溜まりを作っており、濃厚な鉄臭さを撒き散らしていた。

			「助かった、シルバー。さっき俺が落ちたときに無事だったのも、その力のおかげか？」

			「うむ。私の能力の指定範囲に入れば、その瞬間から絶対防御が発動する。敵まで無敵にしてしまう欠点もあるがな」

			「いや、十分に強力な力だよ。おかげで俺も無事な……わけ……だ……し」

			「む？」

			　言葉の途中で、俺の視界は突然ぼやけた。

			　そして、立っていられないほどの目(め)眩(くら)に襲われ、膝をつく。

			「どうした！　アデル！」

			「あ……れ……？」

			　徐々に体が重くなり、地面に伏せる。

			　体を揺するシルバーと、必死に叫ぶエクスダークの存在を確かめながら、俺の意識は闇へと落ちていった。

		

	
		
			　

			決意の勇者

			　

			　ゆっくりと浮上する意識の中で、俺は妙な景色を見た。

			　不思議な祭壇に、一本の剣が刺さっている。

			　そこで確信した。

			　これは夢だ。

			「じゃなきゃ、ここにあるわけがないもんな――『聖剣セイヴァース』」

			「お久しぶりですね。アデル様」

			　気づけば、祭壇の剣は消え去り、代わりに一人の白髪の少女が腰掛けていた。

			　俺のよく知っている顔、聖剣セイヴァースの人間体である。

			「相変わらず愛おしいお姿で……妾、惚れ惚れしてしまいますわ」

			「やめろよ、気色悪い」

			「あらあら、連れないところも相変わらず」

			　セイヴァースは、口元を隠しながら微笑む。

			　昔から、この笑みが不気味で仕方がなかった。

			　すべてを見透かされているような、そんな気がしてしまうから。

			「どうして俺に接触してきた」

			「あなた様が妾を捨てるから、こうして妾自らあなた様の意識にお邪魔しなければならなくなったのですよ？」

			「だから、方法じゃなくて……理由を教えろ。魔王と戦う必要がなくなった今、お前にとっても俺にとっても、お互いは必要なくなったはずだ」

			「あら、そんなことを言ってしまわれるのですね。妾はとても悲しく思います」

			　そう言って目を伏せるセイヴァースだが、俺は知っている。

			　こいつはこんなことで本気で悲しむわけがないと。

			「妾は、あなた様のことを心配して訪ねてきたのですよ。歴代の勇者の中で、妾はあなたをもっとも気に入っていますから」

			「……」

			「妾を手放したことは、この際置いておきましょう。ですが、このままではあなた様が遅かれ早かれ死んでしまいますから」

			「死ぬ？」

			「ええ。あなた様はお気づきではないかもしれませんが、もう、あなた様の体は限界なのですよ」

			　瞬きした瞬間、目の前にいたセイヴァースは消え、気づけば俺の背中に体を預けていた。

			「あなた様は勇者として確かに優れていました。優れているが故に、戦いから逃れられなかった。その結果、数々の無茶が積み重なり、あなた様の体を侵食しているのです」

			「……」

			「侵食された体は、魔力回路から崩壊して最終的に死に至ります。心当たりはあるでしょう？」

			　俺がここに来るきっかけになった要因。

			　魔術が使えなくなり、満足に魔力すら操れなくなったことが記憶に新しい。

			　そのあと意識を失い、夢の中に落ちたのだ。

			「下手な魔力の使い方をすれば、それだけ魔力回路が腐っていきます。いずれ満足に魔術は使えなくなり、魔力を練り上げるだけで激痛が走るようになるでしょう。そうなってしまえば、死は目の前です」

			「結局……何が言いたいんだ」

			「回りくどくなってしまい、申し訳ありませんわ。結局のところ、再び妾を手に取ってほしいのです」

			「……」

			「妾なら、あなた様の体を癒やしてあげられる。これ以上魔力回路が腐らないように、聖なる魔力で支えることだって可能です――――あの憎たらしい魔剣とは違いますから」

			　憎たらしい魔剣――エクスダークのことだろう。

			　実際、エクスダークによって変換された黒い魔力は、俺には合わなかった。

			　使い続ければ、いい結果に繋がらないのは事実だ。

			「妾は剣(つるぎ)。他でもない、あなた様の剣です。どこに行こうが、どれだけ離れようがそれは変わりません。妾はあなた様を支えるために存在し、あなた様にすべてを捧げます。どうか、再び手にとっていただけませんか？」

			「……俺は」

			「ああ、お返事はすぐいただかなくて結構です。どの道、あなた様の下へは当分たどり着けませんから」

			　セイヴァースは、悲しげに目尻を下げたあと、口に手を当てて微笑む。

			　この仕草は、本当に悲しんでいるときに出るものだ。

			「お前を売ってしまったからな」

			「それもありますが……妾は今、厄介な方に捕まってしまいまして。剣は持ち主に逆らえない定め。その方の武器として、力を振るっております」

			「厄介な方？」

			「どなたかは言えません。主人を売ることは出来ませんから。しかし――妾が愛しているのはあなた様のみです。このまま今の主人に使われ続けるのは、良しとするところではありません」

			　セイヴァースは正面から俺に抱きつき、背中に腕を回す。

			「近いうちに、あなた様とその方は対面するでしょう。そのときに我が主を下し、妾を取り戻してくださいまし。妾は待っております故」

			「また手に取るとは限らないぞ」

			「いえ、あなた様は妾を手に取ります。それは確定事項なのですから」

			「……」

			　俺から離れたセイヴァースは、薄ら笑みを浮かべながら祭壇に戻る。

			　聖剣などという大層な名前がついている割には、表情に『聖』の字がまったく似合っていない。

			　それが、聖剣セイヴァースを不気味と思う所以だ。

			「そろそろあなた様の目覚めのときのようです。現実には妾は干渉出来ませんから、話していられるのもここまでですね」

			「また、夢の世界には干渉してくるのか？」

			「いえ、あなたが弱っているときしか、こんな風に潜り込むことが出来ません。また無茶をすれば、こうして会うことも可能ですわ」

			「……分かった。できるだけ無茶はしないようにする」

			「賢明な判断です」

			　セイヴァースは今一度笑みを浮かべると、指を鳴らした。

			　すると、祭壇の周りが崩れ始め、足場が徐々に狭まっていく。

			「では、また会いましょう。今度は、現実で」

			「――――ああ、そうだな」

			　俺の足場が最後に崩れ、そのまま深い闇へと落ちていく。

			　どこまでも深い闇に落ちていく間に、俺の意識は再び霧散して、消えた。

			「いつまでも待っていますよ、アデル様」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「っ！」

			「ふん、目覚めたか」

			　俺が目を開くと、そこはどこかの民家の一室だった。

			　周りにはシルバー、イレーラ、レオナ、ギダラの四人がおり、俺のベッドを囲んでいる。

			「よかった！　よかったよアデルー！」

			「うおっ！　レオナ!?」

			　突然抱きついてきたレオナに押される形で、ベッドへと再び倒される。

			　まるで猫のように縋(すが)ってくるレオナに圧倒されながらも、視線でギダラに説明を求めた。

			「お主は港で倒れたあと、丸一日目を覚まさなかったんじゃ」

			「丸一日？　そんなに寝てたのか……」

			「魔力切れってわけでもなく、原因は不明だったんじゃが……目覚めてよかったわい」

			「……心配かけたみたいだな。もう大丈夫だ」

			　俺はそっとレオナを離し、ベッドに腰掛ける形になる。

			　試しに魔力を体に循環させてみるが、何の抵抗もなく出来た。

			　簡単な火属性魔術で指先に火を灯してみるが、これも成功。

			　魔術も魔力も問題なく使用出来る。

			　もう問題はなさそうだ。

			「アデルさんも目覚めたことですし、私は出発の準備を整えてきます」

			「うむ、頼むぞイレーラ。ワシは体調の件で、少しアデルに話がある」

			「あたしらも席を外したほうがいいかい……？」

			「そうじゃな。イレーラだけでは手が回らん部分もあるじゃろう。お主に手伝ってもらえると助かる」

			「分かったよ。アデル、またね」

			　イレーラに続き、レオナも部屋を出ていく。

			　部屋に残っているのは、ギダラとシルバーと、俺だけだ。

			「話って？」

			「言ったじゃろう。体調の件じゃ」

			　ギダラは真っ直ぐ俺の目を見ながら、口を開く。

			「お主の魔力回路は、もう腐り始めておる。これ以上、魔力を行使しないほうがいい」

			「……何で分かった？」

			「ワシも同じだからじゃよ。長年の魔力の酷使で、ワシの魔力回路は腐りきってしまった。もう、寿命も切れかけじゃ」

			「っ！」

			　俺は目を見開いた。

			　目の前の男は、自分のことを死にかけだと言ったのだ。

			「悪いことはいわぬ。もう戦うのはやめろ」

			「……」

			「これ以上魔力を使えば、いつかワシと同じになる。しかし、今ならまだ間に合うじゃろう。せめて普通の人間の寿命くらいは生きられるはずじゃ」

			　確かに、二度と魔術を使わないようにしながら過ごせば、俺は平凡に生きていけるだろう。

			　このまま村に戻って、本当にひっそりと暮らしていけば、寿命が尽きるまで平穏な生活が出来るはずだ。

			　でも――。

			「それは無理だ」

			「……なぜじゃ」

			「取り戻したいものがあるから」

			　俺はベッドから立ち上がり、近くにあったエクスダークを帯刀する。

			「勇者を辞めてから、少しはわがままに生きてこうと決めたんだよ。俺は、イスベルとの生活を楽しく感じていた。だから、ここを切り抜けて……あいつとの生活も取り戻す」

			「――はっ、魔王軍の大臣としては複雑な気分じゃわい。まあよかろう、そういう約束じゃしな。約束通り、この件が終わればイスベル様を連れて去るがいい。じゃがそれまでは、協力してもらうぞい」

			「ああ。じーさんこそ、無茶しないでくれよ」

			「ワシはこの一件を死に場所と定めとるんじゃ。無茶してナンボじゃわい」

			　そういって胸を反らしながら笑うギダラの目は、覚悟の色に染まっていた。

			　本気で、この戦いを最後にしようとしているんだ。

			　いや、最後にしようとしているのは、俺も同じか。

			　この戦いで、最後にしよう。

			　イスベルにわだかまりがなくなって、一緒に帰ることが出来れば、そこで俺の戦う理由は完全になくなる。

			　そしたら、今度こそ本当の平穏な暮らしを送るんだ。

			「話は済んだか、家臣ども」

			「ワシはお主の家臣になった覚えはないぞい！」

			「黙れ。私が家臣といったら家臣なのだ」

			　相変わらず、シルバーは傍若無人だ。

			　しかし、これくらい気を使われないほうが逆に気分がいい。

			「体調が戻ったのなら、もう行くぞ。時間に余裕はないのだろう？　事情は貴様が寝ている間に聞いている」

			「ああ、そうだな。シルバーも協力してくれてありがとう。助かるよ」

			「よい。家臣の戦いは、私の戦いだ」

			「……やっぱりあんた、最高の王様だ」

			　俺たち三人は、そのまま部屋を出た。

			　ひとまずイレーラたちと合流し、出発の準備を整えよう。

			　おそらくは、これから激しい戦いが待っているのだから――。

			『主……』

			「ん？」

			　民家の外へ出ようとしたとき、エクスダークが俺のことを呼んだ。

			　それに反応して立ち止まると、少しずつエクスダークが口を開く。

			『我の力が、主を侵食しているのだろう……？』

			「……どうしてそれを？」

			『夢の中での会話が、我にも聞こえたのだ。主と……セイヴァースとの会話が』

			　エクスダークも、今となっては俺の剣だ。

			　意思のある剣は、持ち主の精神世界にまで干渉出来る。

			　だからこそ、名がつき、魔剣などと言われることもあるのだ。

			『我は――もういない方がいいのか？』

			「……」

			　すがるような声だった。

			　自分が持ち主を傷つけているということが分かって、動揺しない剣はいないだろう。

			　でも、その言葉は主としてちゃんと否定してやらなければならない。

			「お前も、もう俺の大切なものの一つだ。思う存分振るってやることは今後難しいかもしれないけど、手放したりは絶対しないよ」

			『っ！　そうか……！　そうか……主といられるなら、満足に剣として扱われない生活も悪くないかもしれないのう！』

			「ああ、ちゃんと畑仕事に使ってやる」

			『それは勘弁してくれ』

			　俺たちは馬鹿な話をしながら、改めて外へと出る。

			　――大丈夫だ。

			　俺はもう、何かを手放さなくていい立場なんだから。

			　大切なものは、この手で守り抜く……そう、覚悟を決めた。

		

	
		
			　

			思惑渦巻く魔王城

			　

			「はぁ……はぁ……」

			　魔王の玉座がある部屋に、イスベルとファントムはいた。

			　両者とも全身に怪我を負っており、息も絶え絶えな様子である。

			「おやおや、やはりイスベル様といえど、魔王の心臓がなければこの程度ですか」

			「っ！　サドール！」

			　イスベルが氷の塊をサドールに向けて放つ。

			　しかし、その塊はサドールに届く前に両断され、床に落ちて消えた。

			「――感心しないな。この僕を無視するなんて」

			「どうして！　どうして貴様がサドールと手を組んでいるのだ！　答えろ、騎士リューク！」

			　イスベルとファントムの目の前に立っているのは、サドールと、もうひとりの騎士だった。

			　その騎士の名は、リューク。

			　つい先日まで、勇者アデルとともに魔王イスベルを討伐するために動いていた男だ。

			「久しぶりだね、魔王。まさかこれほどまでに可憐な少女だとは思わなかったよ」

			「っ！　やかましい！　なぜサドールと組んでいるのか答えろと言っているんだ！」

			「……自分の立場をわきまえろよ。僕らに見逃された哀れな負け犬のくせに」

			　リュークの持つ剣に、魔力が注ぎ込まれる。

			　すると白いオーラが剣から漂い始め、彼の魔力を増大させた。

			「飛剣――」

			　リュークが剣を振ると、そこから白い飛剣が放たれた。

			「イスベル様！」

			　ファントムがイスベルを抱えて跳ぶと、その横を飛剣が通過し、奥の壁を破壊した。

			　何とか直撃を避けることが出来た二人だが、飛剣の余波で大きく吹き飛ぶことになる。

			「大丈夫ですか、魔王様」

			「ぐっ、すまない……ファントム」

			　立ち上がろうとする二人だったが、蓄積した疲労とダメージが原因で膝をついてしまう。

			　そんな様子を見て、サドールとリュークはあざ笑うのだ。

			「くっくっく……無様ですねぇ、本当に。どうです？　体を差し出し、我らの愛玩具となるのであれば、イスベル様は見逃してあげてもいいですけど」

			「ふざけるな！　死んでもそんなものにはならん！」

			「はぁ、まだ強気に発言出来るだけの元気があるんですか」

			　サドールの周りに、何体ものオネットが現れる。

			　それらはすべてサドールの指先から出た青白い糸に繋がれており、サドールが指を動かすのに連動して、オネットが動く仕組みだ。

			「とはいっても、もう立てはしないようですね」

			「くっ……」

			「あなたはここで拘束させてもらいます。しばらくは、牢屋の中で怯えて過ごしてくださいね」

			　オネットたちがイスベルを取り囲むと、そのまま体を拘束する。

			　イスベルは藻掻こうとするが、満足に力を出せない今の状態では、払い除けることすら不可能だった。

			「離せ！」

			「離しません。あなたはこれから、この国を転覆させようとした犯人として民衆の前に出てもらわなければならないのですから」

			「何!?」

			「そうして王の凶行を止めた私が、真なる王として認められるのです。あなたは、私の犯した罪をすべて背負って処刑されてもらいます」

			　驚愕するイスベルとファントムの前で、高笑いするサドール。

			　ひとしきり笑ったあと、イスベルを引きずる形でリュークの下へと戻った。

			「僕は次期王となるサドールと、良好な関係を築くためにここにいる。彼が魔王軍を率いた方が、何かと都合がいいからね。そのための手伝いもしてるのさ」

			「都合がいい……？」

			「こっちの話さ。さて、そこにいる魔族はいらないし、こっちは僕が処理しよう。イスベルは君がしっかりと拘束しておくんだよ」

			「任せてください」

			　サドールは、イスベルを抱えてこの場を去っていく。

			　残されたリュークは、同じく残されたファントムの前まで歩み寄った。

			「こうも簡単に戦いに乗ってくれるなんて、君たちは本当に間抜けだね。間抜けだから、死ぬことになるんだ」

			「そうですねぇ。いきなり勝負を挑むのは、本当に間抜けだったと思います」

			「理解があるなら結構だ。このまま死ぬといい。この、聖剣セイヴァースの力で葬ってやる」

			　彼の手にあるのは、正真正銘の聖剣。

			　莫大な魔力を注ぎ込めば、それを何十倍のエネルギーに変換する力がある。

			　リュークが注ぎ込んだ魔力が一気に膨れ上がり、白いオーラとして彼の周りを漂い始めた。

			「何とか闇オークションで手に入れたんだ。どうせなら、試し切りの相手になってくれ」

			「……お手柔らかに」

			　リュークが聖剣を振る。

			　その一撃はファントムの体を切り裂き、胸元から血液を吹き出させた。

			　よろめくファントムに追撃の蹴りをくらわせると、彼は大きく吹き飛んで、先程の飛剣で出来た穴から外へ落ちていく。

			　ファントムがいなくなるまでそうして見送ったリュークは、今一度あざ笑い、聖剣をしまった。

			「アデルよりもいい技だろう」

			『……』

			「剣のくせに、いっちょ前に反抗か？　……まあいい。いずれ完璧に使いこなしてあげるよ。そのときになったら、僕が真の勇者だ」

			「――ロイ様」

			「……ここではリュークと呼べと言っているだろう」

			　そんな彼に、話しかける者がいた。

			　今まで誰もいなかったはずの部屋に、いつの間にか橙色のローブを着た男と、紫色のローブを着た女が立っている。

			　二人はリュークに忠誠を誓う形で膝をつき、頭を垂れた。

			「申し訳ありません、リューク様。このヴァイオレット、準備が整いましたわ」

			「同じくオレンジ、準備かんりょー」

			「こら！　オレンジ！　ちゃんとリューク様に敬語を使いなさい！」

			「えー、難しいよぉ」

			　二人の間の抜けたやり取りに、リュークは一度ため息をつく。

			「くだらないやり取りはそこまでだ。その準備とは、魔石を体内に取り込めたということでいいのかな？」

			「ええ。我ら二人とも、それぞれ与えてくださった魔石との適合に成功しております」

			「それは何よりだ。もうすぐ魔族の団体客が来る。どうやら人間の冒険者もおまけでいるようだが――まあいい。お前たちにはそれを迎え撃ってもらうぞ」

			「かしこまりました。このヴァイオレット、ロイ様の前に敵の首を晒してみせましょう」

			「首なんて怖いよぉ」

			「うるさいですわ！　例えですのよ！　――それではリューク様、行って参ります」

			　ヴァイオレットとオレンジは、今一度頭を下げるとその姿を消す。

			　再び一人になったリュークは、自分で空けた壁の穴の前で、目前に広がる城下町を見下ろした。

			「もうじき、ここもすべて私のものとなる……」

			　リュークの高笑いが、部屋に響いた。

			　彼は心底愉快そうに笑う。

			　城の下、重傷を負ったはずのファントムの姿が消えていることに、気づかないまま――。
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